
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　学校の授業がキライです。

　って呼び出された時に先生に言ってみたらめっちゃキレられた。

「佐さ島しま、おれも他の先生も、おまえが憎くて説教してるわけじゃないんだぞ。ただなあ、このままじゃおまえ、進級も危ないような成績だろう。将来、どうする気なんだ」

「踊ります」

「は？」

「踊って、生きていきます」

　それだけ言って、あたしは職員室から立ち去った。

　後ろから、ちょっと待て佐島ぁ、とか聴こえた気がするけどそんなのは無視だ。心配してやってる、って態度に吐き気がする。

　教室に戻ると、外はもうすっかり茜あかね色いろに染まっていた。

　夕焼けの空を見ていると、思わず身体がうずく。

　廊下に誰もいないのを確認してから、あたしは iPhone をいじって音楽を流し、そのリズムに合わせて身体を動かした。

　アップテンポの曲。ＢＰＭは高い。

　昨日 TikTok で観みた上手うまい人の動きを思い出しながら、あたしは踊る。

　タン、タン、タンタン、タン、タタン、タン。

　いい感じだ。踊ってると、全身を流れてる血のめぐりがよくなるっていうか、身体がやわらかくなって熱が生まれてくるっていうか、とにかく気持ちいい。

　二曲踊ったところで満足して家に帰った。




　佐島ルイって名前はスキ。

　佐島はそんなでもないんだけど、二文字の名前ってなんか呼びやすいし可愛かわいいから気に入ってる。本当は漢字で「瑠依」って書くんだけど、画数も多いし堅苦しいから、あたしはあたしのことをカタカナのルイって思ってる。

　家には誰もいない。大学で働いてる父さんは帰ってくるのが毎晩十時くらいで、いつも研究が忙しくてなーとか言ってる。

　絶対浮気してるんだろうなーとあたしは確信してる。

　母さんは最近、ちょっと暗い。父さんに冷たくされて、ちょっと心が疲れてるみたいだ。今日は友だちと飲みに行くって言ってた。楽しんでくれるといいけど。

　あたしはここのところ、ってゆーか何年も母さんと距離を置いてる。話はとてもシンプルだ。

　あたしはもう、あたしになんの関心もない母さんが嫌いになってしまった。

　そんでもっておんなじくらい、こんなに家の中が冷たくなっても何もしない父さんが嫌い。

　ひとりで動画を観てる時間は落ち着く。あたしにも一応友だちって呼べる人は何人かいて、放課後は遊びに誘われたりもするんだけど、三回に二回は断っちゃう。塾が忙しいとか理由をつけて。

　なんでかな。クラスメートと話してても、どっかしっくり来ないんだ。

　クレープ食べたり、お笑い番組観たり、カラオケで歌ったりしてても、どっかで「ここはあたしの居場所じゃない」って思っちゃう。

　みんなのことが嫌いなわけじゃないし、その時笑ってるあたしの顔だって決して全部が作り笑いってわけじゃないんだけど、楽しさと虚むなしさが一緒に迫ってくるみたいで、時々苦しくなる。

　チン、と電子レンジが音を鳴らす。テーブルの上に、海藻サラダと大盛りのカルボナーラとコーンポタージュが並んだ。

　晩ごはんは大抵コンビニで買ったもので済ませることにしてる。お手軽だし、栄養もとれるし、母さんに負担をかけることもないから。

　食べ終わったらきちんと「ごちそうさま」を言って、洗い物やゴミ捨てを済ませて自分の部屋に行く。不思議なことに、最近発売されたばっかのアクションゲームをやるのも、バラエティ番組を観るのも、ひとりだとわりかし楽しい。

　みんなでいると、空気読まなきゃいけないからね。

　小学校の頃から、周りに合わせて行動するのは上手かった。クラスでイケてる子が誰でイケてない子が誰なのか見分けて、なるべく面倒なことに巻き込まれないようイケてるグループに入っておく、みたいな。

　見た目を可愛くするのはけっこう好きだ。髪をピンク混じりの茶色に染めて、制服のスカートをひざより上まで短くして、校則で禁止されているネイルをバレないように左手の薬指にだけ塗ったりする。

　そうやってると、自然にテンションも上がってくる。女子で集まってネイルを見せ合いっこする時間とかもわりかしお気に入り。

　でもまあ、やっぱり、虚しいなって思うこともある。

　勉強は嫌いじゃないけどわざわざ大学行ってまでやりたくないし、

　かといって卒業してソッコー働くっていうのも不安だし、

　金持ちになりたいかどうかってのもよく分かんないし、

　クラスの女子たちみたいに「絶対彼氏が欲しい！」みたいに思ったこともないし、

　つまるところ、あたしの人生はまだシャボン玉みたくふわふわしてて、どこに着地するのかぜんぜん分からないってことなのだ。

　破裂しないよう、注意しなくちゃいけないね。

　こんな風に頭の中がもやもやして落ち着かない時、あたしはお気に入りのスポットへ出かけることにしている。別に山に登るとか海で泳ぐとかそんな大それた話じゃない。

　うちからわずか徒歩十分。そんな近くに最高のスポットがあるんだ。あくまであたしにとってのだけど。

　時間は夜の九時。外はもう真っ暗。父さんも母さんも帰ってこない。出かけるには絶好のタイミングだ。あたしは部屋着から、買ったばかりのおしゃれジャージに着替え、カーキ色のキャップをかぶって白のスニーカーを履いた。

　玄関のドアを開けて外に出ると、むわっとした熱気に包まれた。六月に入ってるんだってことを思い出す。考えてみると、この二ヶ月間、あっという間に過ぎちゃったな。

　あたしは部活もやってないし、今んとこアルバイトもしてない。

　ないかな、なんか楽しいこと。

　あたしがそこそこ自信を持って言えるのは、ダンスが好きってことくらいだ。自分が踊るのも楽しいし、人が踊っている動画を観るだけでもテンションは上がる。中でも、ヒップホップが一番のお気に入りだ。大技を繰り出すと、身体が思いっきり振り回されて、ちょっとしたジェットコースター気分が味わえる。

　でもまあ、今のところあくまでダンスは趣味の話。あたしはずっと続けていくつもりだし、ひょっとしたらダンスで食べれるようになるかもとか考えたりもするけど、どれくらい現実味のある話なのかは分からない。

　親は絶対、猛反対するだろうしね。

　そんなことを考えながら、歩道橋の階段を上がっていく。

　長く伸びた歩道の真ん中あたりまで進んで、手すりにもたれる。

　あたしの下をたくさんの車たちが、ライトを照らしながら走っていく。

　それはまるで光の波みたいに夜を刻んで。

　歩道橋からの風景は、何回見てもどれだけ見ても飽きなかった。ここに立ってると、世の中にはいろんな種類の車があるんだってことに気付く。

　白や灰色の車が多い。たまに真っ赤なフェラーリが走ってたりもする。荷台にたくさんの鉄パイプを積んだトラックは、倒れちゃったりしないか心配。スピードを出して車と車のあいだをすいすい抜けていくバイクも、転ばないか不安になる。ミニクーパーとか、ちっちゃい車が走っている様子はかわいい。

　落ち着くなあ。いつまでも、こんな時間が続けばいいのに。

　思っているうちに雨が降ってきた。ぱらぱらした感じじゃなく、ドドドドって一気に滝みたいに水が落ちてくる。ダッシュで帰ろうかと思ったけど、やめた。

　そうだ、雨の日に歩道橋からどんな景色が見えるのか、あたしは知らない。せっかくだから見ていこうと決めた。

　十分か二十分か、雨をはじいて走る車の様子を見ていたら、身体がぶるっと震えた。

　いくら夏が近いとはいえ、夜になれば気温はまだまだ低いし、濡ぬれネズミのまま突っ立ってたら寒くなって当然だ。

　そろそろ帰った方がいいかなと思った瞬間、自分の頭上に傘がさされているのに気付いた。

「あんた、こんな大雨の中で何やってるんだ」

　透き通るような声だった。

　男の人っていうよりも、ちょっとアルトがかった高く澄んだ少年の声。

　ビッグシルエットのＴシャツがよく似合っている。

　背は高くて色は白い。

　顔はたぶん、世間で言うところのイケメンってやつに十分入ると思う。

「あたし、雨に濡れるの好きなの。だからだいじょうぶ」

「ここで何してるんだ」

「別に。走ってる車を見てるだけだよ」

　そこで少年は沈黙してしまった。

　いぶかしむような目で、じいっとあたしをにらんでいる。

　あ、とそこであたしは気付いた。

　ひょっとしてこの状況、誤解されているのでは？

「あのさあ、もしやあたしがこっから飛び降りるとか思ってる？」

「……うん。だから、なんて言って止めようか、迷ってた」

「ばーっかじゃないの！　自殺するにしたって、こんなとこから飛ぶなんてごめんだよ。地面に叩たたきつけられた後で何台もの車に轢ひかれるとかマジ勘弁」

「じゃあ、死なないんだな」

「死にません」

「よかった」

　そう言って、少年はあどけない笑顔を見せた。思わずこちらが見み惚とれてしまうような、まぶしい表情。

「あんたは何してんの」

「買い物に行く途中。なんだけど、最近引っ越してきたばっかりでね、コンビニがどこにあるかも分かんないんだ。でかい通りに出ればなんとかなると思ったんだけどな」

「ローソンでいい？」

「えっ？」

「案内したげるよ、ついといで」

　的外れだったとはいえ、あたしを助けようとしてくれた少年だ。困っているなら道案内くらいしてやるのが人情ってものだろう。

　あたしはもう頭からつま先まで全身濡れちゃってるから意味ないのに、少年は律義にも傘の半分にあたしを入れてくれている。

「あんたさー、背ぇ高いね。あたしも女子にしては結構あるんだけどね、百六十八センチ。いくつ？」

「二年くらい測ってないけど、百八十二だったかな」

「わあ。百八十超えてるんだ。モテそうだね」

「ぜんぜんだ。謙遜とかじゃなく、ほんとにぜんぜんモテない。モテる秘ひ訣けつを誰かに教わりたいくらいだ」

　イケメンなりのギャグかと思ったが、声がマジのトーンだった上に背中を丸めてうなだれちゃってるもんだから、あたしはそれ以上モテ関連の話題に触れないことにした。

　コンビニなんてちょっと歩けばすぐに見つかる。あまりにも多すぎて、たまに嫌になっちゃうくらいだ。

　あたしが生まれてからずっと育ってきた東京という大都会は、あんまりにも便利で、だから時々さみしくなる。

　歩道橋を降りて、三分も歩いたところにローソンがあった。

「はい、コンビニー」

　あたしは店舗を指さして言った。

「助かった。俺ひとりだったら逆方向行って、たぶん迷子になってたよ」

「あは。その背の高さで迷子って」

　少年の言うことはいちいちあたしのツボに入った。なかなか面白いやつだなーと思う。

「なんか、食いたいものあるか」

「へ？　あたし？」

「うん、案内してくれたお礼。アイスでもチョコでも肉まんでも」

「マジかー！　あんたいいやつだね!!」

　あたしは二百四十円の宇治抹茶パフェを選んで、少年が持っているカゴの中へ放りこんだ。ちょっと高いやつでごめんね、と心の中で謝りながら。

　少年の方はといえば、普通に食事っぽいものを棚から取っている。スモークチキンのサラダ、大盛りのペペロンチーノ、インスタントのコンソメスープ。

　どこかで見たことがあるなあと思う。

　あたしはこのラインナップを知っている。

　ああ、そうか。

　これって、ほとんどあたしが今日食べた晩ごはんとおんなじなんだ。

　少年が会計を済ませるのを待って、一緒にコンビニを出た。傘は買わなかった。いまさら買っても意味ないし。

　あたしの宇治抹茶パフェだけは別の袋に分けてくれていた。なかなか気の利くやつだ。

「おごってくれて、ありがと」

「ん」

　あたしたちは傘を半分ずつに分け合いながら、歩道橋へ向かって歩く。どっちも別にしゃべらなかったけど、ぜんぜん気まずさを感じたりはしなかった。

　変なやつだ。

　ぶすっとしてて愛想がいいわけじゃないのに、横を歩いていると妙に落ち着く。

「ねえ、あんたって猫とか犬飼ってたことある？」

「いや？　これまで一度もない。生き物は……小学生の頃にカブトムシを飼ってたくらいか」

　ひょっとしたら動物を飼いなれてるから人を安心させるオーラが出てるんじゃないかと思ったが、そういうわけでもないらしい。とりあえずあたしは自分とカブトムシを同列に扱われるのはいやなんだが。

　歩いている途中、駐車場の隅っこに真っ赤なサッカーボールが転がっているのが目に入った。あたしはタタッとそこへ駆け寄り、靴底で上から圧力をかけてみる。空気はまだ十分に入っている。

「ほいっ！」

　あたしは少年に向けてボールを蹴った。シュートみたいな勢いをつけたわけではなく、あくまで簡単にトラップできる程度のスピードで。

「わっ」

　少年は右手で傘をさして左手には買い物袋を持っているという不安定な体勢のため、もうちょっとで転びそうになったが、どうにか飛んできたボールを止めた。

　そのまま、右足だけでリフティングを始める。一、二、三……十、二十、三十……七十八十……。

「わあ」

　思わず感嘆の声が漏れてしまった。少年のリフティングが安定してることに驚いたっていうのもあるけど、それ以上に傘と買い物袋を持ったままサッカーボールを足で操る器用さに感動してしまった。

「ほら」

　百回を数えたところで、少年はあたしにパスを出した。

「上手うまいね。体格もいいし、ひょっとしてサッカーやってたりする？」

「小学生の頃に、地元のサッカークラブに入ってたってだけ」

　パス交換をしながら、あたしと少年は会話する。

「今は？　部活は体育会系だったりしないの？」

「部活以前に、不登校ぎみでね」

「そっか」

　あたしはそれ以上何も訊きかなかった。初対面の相手にそこまで踏みこむのは、なんとなく失礼な気がしたのだ。

「家では何してるの」

「普通だよ。映画観みたり、マンガ読んだり、スマホいじったり」

「普通だねえ」

「あとは、絵描いたりしてる」

「普通じゃないねえ。それは趣味？」

「分かんない。デザインの仕事したいんだ。美大か専門学校を出て、ポスターとかデザインする仕事やってみたい。もともと絵を描くのは好きだけど画家やイラストレーターになりたいとは思わなくって。それよりもっと抽象的なデザインを作る方が自分に向いてる気がして、仕事としてやってみたい。そういう意味では、単なる趣味とは違うのかもしれない」

　あたしはそこで黙ってしまった。

「あ、悪い。初めて会ったやつにこんな話されてもキモいだけだよな」

「そんなことないよ！」

　そう、ぜんぜんそんなことはない。

　あたしは不覚にも、少年の話に感動していた。

　さっきまであたしとおんなじように仏頂面を浮かべていたはずなのに、デザインとやらの話になった途端、彼の目はイキイキと輝き出して、はじけるような声で夢を語り出す。

　いいな、この人は自分の未来をちゃんと見てるんだ。

　あたしはそのことがうらやましかった。

「そうやって好きなことの話、堂々とできるのってかっこいいと思うよ！」

　そう言うと、少年はボールを自分の足元で止めて、ぽりぽりと頭をかいた。きっと、彼なりの照れ隠しなんだろう。

　サッカーボールを元の場所に置いて、あたしたちはまた歩き出した。すぐに歩道橋が見えてくる。少年の動きに合わせるみたいにして、階段を上っていく。

「あんた、引っ越してきたってどのへん？」

「そこの階段右に下りて、五分くらい行って左に曲がったあたり」

「んー、なんか大きい公園ある？　超でっかい土管が二個並んでる」

「ある！　なんなんだあの土管、小さい子どもが乗っかって遊んでたけど大丈夫なのか」

「あたしが幼稚園の頃からあるねえ。一応、転がったりしないように安全対策はしてるらしいよ」

　ゆったりとした足取りで進んでいても、すぐに歩道橋の端まで来てしまう。

「あたし、左に下りてったとこだから、ここでお別れだね」

「ああ。道案内してくれて、ほんとにありがとな。助かった」

「ご近所さんだから、また会うこともあるかもね」

「そうだな」

「じゃあね」

「じゃあ」

　妙な気持ちだ。初対面の男の子に道案内をしたってだけなのに、心臓の鼓動がちょっぴし速くなってる。

「あ、ちょっと待った」

　後ろから呼び止める声がした。

「なにー？」

「あの、そのさあ」

「なんだよー、なんでもじもじしてんのさー」

「名前！」

「名前？」

「あんたの、名前、よかったら教えてくれないか」

　声の震えだけで分かるくらいに、少年はガッチガチに緊張していた。

　え、何これ。

　別に名前を教えるとかぜんぜん嫌じゃないんだけど、なんかまるで深夜にナンパされてるみたいで、こっちまで緊張しちゃうじゃん。

　あたしは強こわ張ばった身体をゆるめるため、思いっきり大声で返事することにした。

「ルイだよ！　佐島ルイ！　あんたは!?」

「リョウマ！　卯うつ木ぎリョウマだ！　また会うことあったらよろしくな！」

　身体のでっかい少年は、それだけ叫んで歩道橋を駆け下りていった。

　動作のひとつひとつがちょっとかわいらしくて、笑える。

　なんだか久しぶりに気分がいい。

　雨の音も、バイクのエンジン音も、駅の方から聴こえてくる酔っ払いたちの声も、なんだか全部が楽しい。

　リョウマ、と小さくつぶやいてみる。

　リョウマ。リョウマ。

　なるほど、割と雰囲気や見た目に合ってる名前かもしれない。

　そういえばウツギっていうのはどんな字を書くのかな、なんてことを考えつつ、あたしは水たまりを飛び越えながら家に帰った。




　　　　†††




　キンコンカンコン鐘が鳴る。

　授業の始まる音が鳴る。

　あたしは教室の左端の席にすわって、窓の外を眺めている。

　花を散らせてしまった桜並木、新しい校舎を建てている工事現場、教室にこもっているのがもったいなくなるくらいに青い空。

　ぼーっとしてると教師が入ってきて、これまたぼーっとした調子の授業を始める。

　あたしは学校の授業がキライだ。

　正確には授業をしている時の先生たちがキライだ。

　学校の授業を受けていると、なんだか自分が人間じゃなくなったような気持ちになる。先生たちはお仕事としてただ淡々と授業をやって、あたしたちのことを椅子にすわってる彫刻くらいにしか思ってないんじゃないかな。

　勝手に数学や世界史の話をして、ここテストに出すからなとか言って、別にあたしはテストでいい点とるために生きてるわけじゃねえんだよなあ、とか思う。

　あたしは授業をほとんど聞かず、その時間を使って自分の好きなマンガや小説を読んでる。机の下でこそこそするんじゃなく、机の上に堂々と出して読んでるから先生たちにも当然バレてるけど、誰も注意してきたりはしない。

　静かにさえしてれば、生徒にいちいち関心を持たないのか。

　それともあたしが問題児ってことで見捨てられてるだけなのか。

　どっちかは分かんない。

　小説を読むようになったのは、二年生になってからだ。一年生の頃はずっとマンガだけ読んでた。そうしたら一度だけ、授業も聞かずにマンガばっかり読んでたら馬鹿になるだけだぞ、と教師に言われてカチンときたので、授業は聞かないけどその代わりに小説も読む、というスタイルに替えてみた。

　まともに小説を読んだことはあんまりなかったけど、最近はちょっとずつハマりつつある。もともと小説にいいイメージって持ってなかった。暗い、重い、むずかしい。大体そんな印象だったからわざわざ読もうとは思わなかったのだ。

　けど本屋や図書館の中を歩き回って、気になった本をめくってみると、ぜんぜん違った景色が広がる。もちろん、あたしが苦手な堅苦しいやつもいっぱいあったけど、それ以上に、軽やかで読みやすいのに心をガシッとつかんでくるような作品もたくさん並んでいた。

　あたしは時々文庫本を買ったり、高い本は図書館で借りたりして、授業中や寝る前にぱらぱらと読んでいる。不思議だ。マンガと違って絵は描かれてないのに、上手い作家が書いた文章を読んでると、時々目の前に小説通りの風景が広がるように感じる瞬間がある。キャラクターの顔がくっきり見えてくる時がある。

　割と、楽しい。

　昼休みは大抵、チトセとトモヨと三人でごはんを食べる。

　学食へ行ったり、こっそり校舎裏から抜け出してコンビニで買い物したり、さまざまだ。

　あたしたちにはお気に入りのスポットがある。

　北校舎の裏にはちょっとした森が広がっていて、そこに小さなベンチとテーブルが置かれてる。

　ほとんど誰にも知られてない秘密のスポットだ。コンビニの焼きそばパンも森の中で食べると、なんだかおしゃれアイテムみたいに見えてくる。

「うちの担任、マジ昭和って感じだよね」とトモヨが言う。

「分かるー。体育会系のノリっていうか熱血っていうか、もし竹刀しないとか持っててもぜんぜん違和感ない」、チトセが返事する。

　二人の言ってることがあまりにピンポイントで、思わずあたしは笑ってしまう。

　そうだよな。

　大人連中を嫌いなのは、あたしだけじゃないんだ。

　けどいつまでも愚痴を引っ張らず、あたしたちは次の話題へ移っていく。

「おもろい芸人見つけたー」

「どれー？」

「これこれ」

　あたしたちはユルっとした会話をしながら、大抵は YouTube や TikTok を観つつお昼ごはんを食べる。

　恋バナをすることもわりと多い。とはいえ、あたしは今んとこ恋に縁がないので、チトセとトモヨの話に相あい槌づちを打つくらいしかできなくて残念。

　トモヨは中学生の頃からおんなじ人を好きでけっこう一いち途ずなところがあるけど、チトセの方はだいぶチャラい。二週間に一回はあたらしく気になる男の子ができて、また別の人を好きになったら捨てる、とかそんなサイクル。

　またキンコンカンコン鐘が鳴る。あたしたちはだらだらとしゃべりながら、教室に戻る。午後の授業は英語から始まる。中間テストを返却するぞ、と教師が言った。呼ばれて取りに行ってみるとまあまあの点数だった。九十二点。

「うわ、ルイ、九十点超えってマジ!?　あたしの二倍近い点数なんだけど！」

　チトセが大声でわめく。トモヨの方も出来は悪かったらしく、二人そろって、いいなーいいなーとこちらにぶつくさ文句を言ってくる。

　あたしは学校の授業はほとんど聞いてない。その代わり、家では毎日二時間くらいテスト用の勉強をしてる。

　あたしは別に勉強がキライってわけじゃない。単に、教師が教科書を棒読みしてるだけの授業を受けたくないってだけだ。家で自習して、分かんないところがあってもグーグル検索すれば、大抵はその部分を丁寧に解説してくれる動画が見つかる。

　それでも分かんない場合は、父さんに質問しちゃう。詳しいことは知らないけど、大学教授で分子生物学ってやつの研究をしてる人だから、高校レベルの理系科目や英語なんかはスラスラ解けてしまうのだ。それこそ、目にもとまらぬスピードって感じで。

「これで分かったか？」

「うん、ありがとう、父さん」

　これがあたしと父さんの会話のすべて。趣味の話とか近況報告とか、そういうのはなんもない。父さんは帰りが遅いだけじゃなく、日曜や祝日に家にいる時も大抵は書斎にこもってるか、さもなくば外出したりしている。話しかけても、「いま忙しい」しか言わない。

　けど、あたしが勉強のことで質問しに行くといつだって嬉うれしそうに答えてくれる。この人はあたしを有名大学に行かせてエリートってやつに育てたくて仕方がないらしい。父さんと母さんはおしどり夫婦ってわけじゃないけど、あたしの教育方針については意見が一致しているみたい。

　あたしにとっては、今みたいなスタイルが一番楽だ。

　毎日二時間、家で勉強するのは面倒っちゃあ面倒だけど、勉強してますアピールをしとけば両親の機嫌はよくなるし、家の中がギスギスしてるよりよっぽどいい。いわゆる処世術ってやつだ。

　ただ、まあ。

　こんな風にしか生きられない自分に、いらついたりもするけれど。




　　　　†††




　今日の分の勉強が終わった。

　英単語と英熟語と長文読解を四十分ずつ。

　数学で微積分とかやっててもなんの意味があるのか分からないけど、英語の文章をちょっとずつ読めるようになっていくのは、将来役に立つイメージが具体的に湧いてくるから好きだ。外資系の企業に入って、ニューヨークに行ってバリバリ英語で仕事しちゃったりしてる自分を想像するのは意外と楽しい。

　んーっと大きく伸びをした。

　同じ姿勢で勉強してたので身体がこり固まってる感じがする。

　めずらしく父さんと母さんがそろって早めに帰宅してるけど、談笑が聴こえてきたりはしない。

　父さんは父さんで勝手に外で食事を済ませていて、母さんの方も何も言わずにウーバーイーツを注文する。何年も前から、うちはこんな感じだ。

　夜の十一時過ぎ。

　まだ眠くはないけど、動画を観みて過ごすような気分でもない。

　中途半端な感じ。

　不意に、昨日会った少年の顔が浮かんだ。

　リョウマ、か。

　あたしは別に人懐っこいタイプじゃない。どちらかと言えば人見知りで、仲良くなるまでには時間がかかる方だ。

　けど、なんでだろう。

　昨日、歩道橋でリョウマに話しかけられた時にはこれっぽっちも緊張しなかった。

　まるで、幼馴染おさななじみから気軽にあいさつされたような感覚だった。

　なんだったんだろうな、あれ。ぜんぜん、嫌な感じとかではなかった。

　なんとなく散歩をしたい気分になって、あたしは髪を後ろでまとめ、外行きのジャージに着替えて外へ出た。玄関のドアを閉める時に、思いっきりバタンと音を立ててやった。

　運動がてら、軽く走りながら交差点を目指す。なんだかいつもより足が軽い。

　階段を上がって、普段通りに走る車を眺める。

　深夜で空いているからスピードを出す車も多くて、事故ったりしないか他人ひと事ごとながら心配になる。

「佐島」

　しばらく手すりに身体をあずけていると、後ろから呼びかけられた。

　ほら、やっぱり。

　おんなじようなこと考えてるんじゃないかって、思ってたんだ。

「来るかなって思ってたよ」

　あたしは率直な感想を伝えた。

　照れ臭いとか恥ずかしいとか、そういうのは一切ない。

　ただ、リョウマがあたしの予想通りの行動をしてくれたことが嬉しい。

「俺も、もしかしたらいるんじゃないかなって」

　リョウマの方はなんかもじもじしてる。

　見た目に反して照れ屋なのかもしれない。

「佐島は、毎晩ここに来てるのか？」

「毎晩ってわけでもないよ。週に三日か四日か、それくらい」

「結構多いね。……楽しい？」

「ん、楽しいよ」

　リョウマはいまひとつ納得がいってなさそうな顔で腕組みをしている。

「俺、この街に馴な染じめる気がしないよ」

　ちょっと弱気な声でリョウマが言った。

「引っ越してきたばっかりって言ってたね。前はどこにいたの？」

「静岡の、海沿いの町。すぐ後ろには山があった。港までもチャリで十五分あれば行ける。めちゃくちゃ田舎いなかだよ」

「港が近いっていいね。釣った魚や獲とれた貝、その場で焼いて食べられそう」

「そうだな、朝に浜辺を散歩してると、漁師のおっちゃんたちが獲ったばっかのサザエを網で焼いて食わせてくれたりした」

「いいね、そういうの」

「景色もよかった。山をゆっくり登ってる途中、カーブのところで海が見えるんだよ。赤くなった空に合わせて、海も色を変えていく。それを見るのが楽しかったんだ」

「素敵なところだね」

「田舎で不便なことも多かったけど、俺は潮のにおいや草のにおいも含めて、あの町が好きだった。こっちに来て一週間くらい経たったけど、やっぱ落ち着かない。人で街が混雑してて、空を見ようとしてもビルが絶対、視界に入ってくる。夜景が好きって人もいるんだろうけど、俺はビルがぴかぴか光ってても綺き麗れいとは思えないんだ」

「なるほどねえ」

　リョウマが言ってるのは景色や風景だけの話じゃないんだろう。

　ずっと東京に住んでるあたしだって、たまにこの街を冷たく感じたりするくらいだし。

　中学一年生の頃、渋谷のスクランブル交差点でお財布を落としたことがある。母さんに買ってもらったばかりの、真っ赤な革の財布。あたしは慌ててその場にかがんで拾おうとするんだけど、人が多すぎてなかなか手が届かない。

　そうこうしてるうちに信号が赤になってしまう。一旦歩道に戻ってそれがまた青になった瞬間、一直線に駆けていくとどうにか財布は拾えた。

　でもその時あたしは、その場にいた大人が誰もあたしを助けてくれないことが哀かなしかった。

　僕が代わりに拾ってくるよと言ってくれるお兄さんも、だいじょうぶだから落ち着いてねと頭を撫なでてくれるお姉さんもいなかった。ここで暮らしてる人たちは、子どもにも他人にも関心を持てないんだって、そう思った。

　でも。

「あたしも全部が好きってわけじゃないけど、この街にもさ、ちょっとはいいとこあるよ。それこそ、この歩道橋からの景色とかね」

　あたしがそう言うと、リョウマは顔の向きを変えた。

「リョウマが好きな山とか海みたいなのとは違うかもしれない。でもさ、ほら、見て。高速で走る車のひとつひとつが、光の粒みたいじゃん。それがいくつも連なって、ひとつが去ったらまた次の粒が追いかけてくるんだ。もっと遠くまで見てごらんよ。ビルの光と重なって、小さな宝石のかけらがこの世界にあふれてる。そんな風には、見えないかな」

　リョウマは左手の人さし指をくちびるに当てて、少しだけ考えこんだ。

「そうだな。なんだか、佐島の言うことを聞いてたら、ほんとにそんな風に見えてきたよ。こっからの眺め、俺も好きだな。東京に来て初めて、何かを綺麗だって感じた」

　ありがとな、とリョウマは言った。

　律義なやつだ。あらたまってお礼なんか言われると、こっちはなんだかむずがゆくなってしまう。

　あたしは照れくささを誤ご魔ま化かすみたいにして、コンビニ行こうよと提案した。リョウマは何か疑問に思った様子もなくあたしの横に並んで歩く。

　一緒に缶コーヒーを買って歩道橋に戻り、宝石の粒が流れていく様を見ながらゆっくりと飲んだ。

　リョウマと話していると、時間が経つのが早い。

　いつの間にか時刻は深夜二時を回っている。

「しまったー。これじゃあ五時間くらいしか寝れないなあ。はあ、学校だるい」

「佐島は、ちゃんと学校行ってるんだな」

「む、なんか気になる言い方するね。そんなサボってそうなキャラに見えた？」

「いや、そういう意味じゃないよ。ただ、偉いなって」

「……別に、家にこもってても特にやることないからね。話し相手はいるし、暇つぶしにはちょうどいいってだけ」

「俺も、今日は学校行ってみるかな。転校してきて、初日からすぐに嫌がらせされるようになったんだ。いろいろクラスメートから質問されたけど、緊張してたし、みんなの話すスピードについていけなくて、上手く答えられなくて。そうしたら田舎臭いとか、でくのぼうとか言われたり、三日目には頭からジュースかけられたりもしたよ」

「そんで、登校を拒否るようになったってわけだ」

「ダサいよな」

「はあ？　そんな風に思うわけないじゃん。つまんない場所、つまんない人間。そう思ったんなら、その感情にしたがって逃げればいいんだよ」

　あたしは腹を立てていた。

　自分のことを悪く言うリョウマにも、リョウマを馬鹿にするどっかの学校の連中にも。

「佐島はかっこいいな」

「はあ？」

　今度の「はあ？」はさっきのと意味が違った。

　怒りでもいらつきでもなく、恥ずかしさから飛び出した「はあ？」だ。

　まだ会って二日だけど、こいつはこういうところがずるいって思う。

　人を誉ほめることに対して、ためらうとか悩むとかがほとんどないんだ。

　いいと思ったらいい、だめと思ったらだめって言う。

　それはきっと、こいつの素敵なとこなんだろう。

「ありがと」

　だからあたしは照れながら、小さい声でお礼を返した。

「学校行ってみて、もし困ったことがあったら相談に乗ってくれよ」

「あたしでよければ、お安い御用だよ」

「よかった。学校、けっこう遠いんだよな。早起きしなきゃいけないのが面倒だ」

　そう言ってリョウマは屈託のない笑顔を見せる。

「あのさあ」

「ん？」

「あんたが嫌だったり、忙しかったりするなら別にいいんだけど」

「なになに」

「えっと、夜になったらさ、ここで会うことにしない？　や、その、あたし毎日テレビとか動画観てるだけだし、お互いヒマつぶしになるならいいかなって思っただけで。あ、でも！　別に無理に誘ってるわけじゃないから！　その、気が向いたらというかなんというか」

　なんでこんなに緊張してるのか、自分でもよく分からない。

　別に告白するわけでも大事な秘密を打ち明けるわけでもなく、ただ夜の散歩に誘う程度のことなのに。

　けど、リョウマはあたしの様子がおかしいのを察してか、はっきりした声で、いいよと言ってくれた。

「断る理由がない。俺にとって佐島は、こっちに来てできた初めての友だちなんだ。毎日会って話せるなんて、嬉うれしい以外の要素がないよ」

「なら、よかった」

　あたしも、ちょっぴり素直になって返事をする。

　あ、そうだ。

　別れる直前、ひとつ思い出してあたしはリョウマを呼び止めた。

「あたし、ルイだから」

「ん？」

「だから、佐島じゃなくてルイって呼べって言ってんの！　あたしだけリョウマって呼んでたら不公平でしょ」

　何が不公平なのか分からないという風にリョウマは苦笑した。

「分かったよ、それじゃあまた明日な、ルイ」

「うん」

　あたしは小走りで帰宅し、シャワーを浴びて布団にもぐった。

　起きてれば起きてるだけ睡眠時間を削る羽目になるのに、脳みそが興奮しているせいでなかなか寝付けなかった。




　　　　†††




　それから四日間、あたしたちの深夜の散歩は続いた。

　連絡先もちゃんと交換して、待ち合わせはいつだって歩道橋の真ん中。

　でもやることは毎晩違った。

　公園のベンチで Switch のゲームやったり、

　リョウマが好きなバンドのライブ映像を一緒に観みたり、

　地べたにすわってカップラーメン食べたりした。

　昨日は一緒に歩けるところまで歩こうって話になったんだけど、気付いたらもう太陽が昇る時間で、しかも渋谷から埼玉まで進んじゃってたから、仕方なく高い交通費払って電車で帰宅した。

　そんな感じであたしらは、深夜だけの友だちって感じで楽しくやってた。

　問題が起こったのは五日目だ。

　その日あたしは朝から肌の調子がよかったこともあって、浮かれながら学校に行った。教師にバレない程度にナチュラルメイクをして、授業開始ギリギリに教室へすべりこんだ。

　そのままこっそり小説やマンガを読んだり、スマホをいじって時間をつぶし、昼休みになったらチトセとトモヨと一緒に学食へ行った。

　あたしらはそろってカツカレーを食べて、お腹なかを満たしてから教室へ戻ろうとした。

　その最中に、足を止めた。

　や、止まってしまったという方が正確かもしれない。

　渡り廊下の正面から男の子が歩いてくる。

　それだけなら普通のことなんだけど、あたしにとってそいつはここにいるはずのない人間で、幻覚か幽霊かと、脳が混乱してぐらぐらする。

　おんなじようなことを相手も思ったようで、この上なく目を見開いた仰天顔で、足を止めた。

「ごめ、二人とも先行ってて。食堂に忘れ物！」

　チトセとトモヨにそう言って、あたしは廊下を小走りで戻った。廊下に突っ立っている男の子に、あごをクイクイやって、ついてこいという合図を送りながら。

「なんでリョウマがここにいるんだよ！」

　追いついてきた男の子に向かって、あたしは困惑の声を思いっきりぶつけた。

「そんなのこっちの台詞せりふだよ！　めちゃくちゃビビった。『なんかルイによく似た女の子が歩いてるなあ』と思って近寄ってったら、どう見ても本人なんだもん」

「待て待て。状況を整理しようぜ、リョウマくんよ。あたしはこの学校の正式な生徒、二年Ｂ組のアイドル、佐島ルイ。それはオーケー？」

「アイドルかどうかは知らないけど、まあオーケー」

「で、きみは最近この街に引っ越してきたばかりの少年、卯木リョウマ。きみはあたしにこう言ったね、学校が遠いから早起きしなきゃいけないって」

「言った」

「どちゃくそ嘘うそじゃん！　あんたの家の正確な位置知らないけど、あの歩道橋から学校まで歩いて十五分だぞ!?　電車にすら乗らなくていいんだぞ？」

「だからさ、徒歩十五分って遠いじゃん」

「遠くねえよ！　この世で働くすべての会社員に謝れよ！　大抵は学生も会社員も乗りたくもない満員電車に詰めこまれながら毎日がんばってんだよ！」

「俺、インドア派だからさ」

「知らねえよっ!!」

　ああ、おしとやかで売ってきたあたしのキャラがリョウマのせいで壊れていく。

　チトセやトモヨや他のクラスメートに見られたら学校生活終わるわ、これ。

　山とか海のそばで暮らしてたくせに徒歩十五分が遠いっておかしいだろ、そもそも。

「そんなに責めるなよ。俺だって驚いてるんだ。まさかルイがおんなじ学校なんて、考えもしなかったからな。こうやって太陽が出てる時間に会ってるだけで不思議な気分だ。それに」

「それに、何さ」

「ジャージ以外の服、初めて見た。ルイ、制服似合うんだな、脚が長いからかな」

「なっ」

　思わずあたしは声を詰まらせてしまった。怒るべきか、照れるべきか、礼を言うべきか分からなかった。リョウマはこういうナチュラル口説き文句を時々かましてくるあたりタチが悪い。

「あ、脚とかじろじろ見ないでよ！　このエロ坊主！」

「エ、エロって言い方はないだろ！　俺はただ、ルイはスタイルいいからそういう服も似合うんだなって言いたかっただけで……」

　そう言って、リョウマは自分がものすごく恥ずかしい台詞を言ってしまったという風に頭をかいた。

　制服が似合うっていうなら、むしろあたしがリョウマに言うべき台詞なんじゃないだろうか。

　深夜にしか会わないあたしたちはお互いの雑な格好しか見たことがない。ただ、あたしは外で着ても恥ずかしくないそこそこイケてるはずのジャージを着てるが、リョウマの方はもっと雑だ。首のところがダルっとなったＴシャツと、意味もなくぶっといスウェット。顔がととのっている分、服装の手抜き感が余計目立つ。

　……ってゆーか、脚の長さならリョウマも相当じゃないか。身長もあるし、体格にしたって肩幅があるわりにスラッとしていてモテそうだ。

「ふーん」

　あたしはリョウマの全身を、余すところなく観察した。

「な、なんだよ」

「あんたもなかなかやるじゃんと思って」

「そりゃどうも」

「いやー、でも一週間も気付かないとは不覚だったわ。そういや転校生がどうこうって、クラスで騒いでる子たちいたなあ。まさかリョウマのことだったとは。何組？」

「Ｆ組」

「隣の校舎か。それじゃあ、むしろ今日こうやって会えたのがラッキーだね」

　うちの学校は一学年あたりの人数が多いから、ＡからＤとＥからＨとで校舎が分かれてて、片方からもう片方に行くためには渡り廊下を通らないといけない。

「どうよ、学校馴な染じめてる？」とあたしは訊きいた。

「前よりは、ちょっとマシかな」とリョウマは答えた。

「なんか、話してくれるやつが二人できた。普段何してるのかって訊かれたから、家では絵を描いたりしてることが多いって言ったら、興味持ってくれたんだ。好きな画家の話とかでちょっと盛り上がった。それから休み時間になると、ちょこちょこ会話してる」

「ふーん。よかったじゃん、おめでとー」

　おめでとーと言いながら、あたしの声はどこかふてくされていた。あたしは画家の話なんてほとんどできない。何しろ知ってる画家自体、五人もいない気がする。ゴッホとピカソとダ・ヴィンチとムンクとマネ、とかそんなもん。

　むー、なんかちょっと悔しい。誰だって、自分の好きなことや好きなジャンルの話で盛り上がれるのは楽しいもんね。あたしもちょっと、絵とかデザインのこと勉強してみようかな。

「でもやっぱ、俺のことどうしても嫌いって人もいるよ」

　リョウマはちょっとだけ顔をゆがめながら、左の手首のあたりを撫なでた。

「どしたの、それ」

　そこには紫のあざができていた。かなり大きなものを強く打ちつけた、って感じの。

「あー、まあ別に大したことじゃないよ」

「ダメ、ちゃんと言いなさい」

「うちのクラスに大河内おおこうちっていうガタイのいいやつがいてさ」

「大河内って、野球部の大河内？」

「うん、それ」

　普通に知ってる名前だった。

　というか、学年一の有名人と言ってもいい人物だった。

　大河内は野球部のエースで、どこまで真しん実じつ味みがあるのかは分からないけれど、彼が活躍すればひょっとするとうちの高校は甲子園にまで行けるんじゃないかとうわさになってるほどだ。

　そんな甲子園級のピッチャーだから、当然ガタイはいい。腕の筋肉なんか、ひょろっとしたリョウマの十倍くらいあるんじゃないだろうか。日焼けしていて浅黒く、腕も足も肩幅もとにかく全部がイカついからものすごい迫力だ。

　でも、野球に興味のないあたしにとっては、その辺の情報はどうでもいい。

　問題なのは、あたしが大河内に告白されたことがあるっていう点。

　や、告白っていうほどきれいなものじゃなかったな、あれは。

　単に、ちょっと見た目が好みで軽そうな女を口説いてやろうっていうような、下げ卑びた感じが言葉や動作のあちこちからにじみ出てた。

　だからあたしはアッサリごめんなさいしたんだけど、そのことで一部の大河内ファンの女子からは恨みを買ってしまったらしい。

　めんどくさいやつだとは思ってたけど、そのめんどくささがリョウマにまで及ぶってのもびっくりだ。

「そのアザ、大河内にやられたの？」

「うん、まあ。投球練習とか言われて」

「昨日まで、嫌がらせされてるって言ってたのも大河内のこと？」

「そうだね」

　だんだんむかっ腹が立ってきた。

　体力とか筋力がすごいってだけで、人に暴力を振るえる大河内に。

　それから。

　そんな大河内に正面から喧けん嘩かを売ることを考えると、ちょっと怖いと思ってしまう自分に。

「ねえ、あたしから教師に言おうか。甲子園出場が期待されてる希望の星が、その前に暴力沙ざ汰たで出場停止になっちゃうかもですよーって」

「ありがと。でも別に、そんな大げさな話でもないんだ。田舎いなか者ものって笑われたり、陰口叩たたかれたり、まあたまにこうやって物理攻撃喰くらったりもするけど、せいぜい、ちょっとした嫌がらせくらいだよ。ルイは、なんも心配しなくてよろしい。ごめんな」

　ぽんと、リョウマはあたしの頭に手を置いた。

　体温と重みが伝わってくる。

　それだけであたしは安心しちゃって。

　なんだか全部だいじょうぶな気になって。

　分かった、と返事をした。

「ただ、なんかあったらちゃんと相談すること。いいね」

「うん、約束する」

「そんじゃ、あたしは教室戻るから。……今日って、夜、来るよね」

「行くよ、もちろん」

「おっけ！　そんじゃね！」

　気分が良かったので、午後の数学と現代文は真面目に授業を受けてみた。

　やっぱつまんないなーとか思いながら。




　　　　†††




　あたしの部屋には全身が映る姿見があって、ダンスの練習をしたい時にはそれを使う。

　スマホで YouTube を開いてダンス動画を観みるんだけど、あたしと同い年や年下でもめちゃくちゃ上手うまい人たちが大勢いるってことに時々ヘコむ。人によってはプロで活動してたりもするしね。

　おこがましいのは承知で、あたしと彼女たち、何が違うのかなって考える。

　もちろん、見栄えのする技を繰り出せるかとかむずかしい曲にノレるかとか色々あるんだけど、それよりもっと基本的なところの差が気になる。

　上手い人たちは、まるで全身が水になったかのように踊る。

　キャップからスニーカーまで、タコとかイカみたいに自由自在にやわらかく身体が動いて、しかもそれがちゃんとリズムに合ってるんだ。

「そんな風に肩の関節動く!?」とか、「そのタイミングで腰を落とすの無理じゃね!?」とか、動画を観てると無限にツッコミを入れたくなってしまう。

　上手い人のダンスは、あたしが音楽を聴いてイメージする身体の動きそのもので、実力差があるって分かっててもやっぱり嫉妬しちゃう。

「ふう」

　だいぶ汗を掻かくまで踊ってから、練習を終わりにした。そろそろ、自己流でやるのも限界かもしれないなあ、とか思う。ちゃんとスクールに通って習うとか、ヒップホップのダンスのグループに入れてもらうとか、とにかく他の人の目に触れる機会を作るのが大事な気がする。




　そんなことを考えながら、歩道橋へ向かう。

　ジャージばっかりと言われたのを思い出し、ピンクのＴシャツに着替えてから。




　スマホを見ると、《ルイ、ダッシュで来て！》とメッセージが入ってる。なんだろう。とりあえずあたしは、ジョギングしてる人たちを追い抜くスピードで向かった。

　リョウマはあたしより先にいて、下ではなく上を眺めていた。

「ルイ、見てあれ、真っ赤！」

「うわ」

　リョウマが指さした先には見事な満月が浮かんでいた。

　でもそれはあたしの知っているものとは違う。

　そこにある月は黄色じゃなくて、血の色を連想させるほどに赤いものだった。

「すっごい！　何これ!?」

「今日、皆既月食なんだって。俺もさっき知った。見れて、よかった」

　月。

　赤黒い月。

　おとぎばなしの世界から飛び出してきたような朱色が、退屈な都会の夜を照らしている。

　月の光は人を狂わせる、なんてよく言うけれど、その意味が分かる気がした。

　赤い月の下で純粋に笑うリョウマはいつもと違って見える。

　大人びているというか、色気があるというか。

　──噛かみつきたくなっちゃうな。

　あたしはリョウマの真横に立って、ねえ、と声をかけた。

　当然、リョウマはこちらを向く。

　そこへ顔を近づけて、くちびるとくちびるを重ねた。

　おどろいたのか、リョウマは後ろに飛び跳ねて、あたしと距離をとった。

「はあっ!?」

　そんで、奇声を上げた。

「え、ルイ、ちょっと、え、何やってんの？」

　あらためて、言葉にするのはちょっと恥ずかしい。

「キスした。リョウマに」

「それは、分かってる、けど」

　リョウマは必死になって、次の言葉を探しているようだ。

　あたしはもう一度、赤くまんまるな月を仰いだ。

　きれいで、とてもたくましく映った。

　あ、心臓がバクバクいってる。

　あたしだって何も感じずにキスできるほどスレてない。そもそもファーストキスだし。

　ほんとは、もっと前からこうしたかったんだと思う。

　近くに身を寄せ合って、

　お互いの背中に両手を回して、

　くちびるにくちびるを重ねたかったんだ。

　ドキドキしてる。緊張してる。

　だけどこれはあたしにとって、すごく自然なことだった。

「あのね、リョウマ」

「待って、ルイ。頭ん中、整理できた。俺から先に言いたいことあるんだけど」

「なに？」

「俺、ルイが好きだ」

　今度は、あたしの方がぽかんと口を開く番だった。

　や、それ今からあたしがあんたに言おうと思ってた台詞せりふなんですけど？

　でも、自分が言われる立場になるとぜんぜん違う。

　さらっと流す大人の女を演じたかったけど、そんな余裕はこれっぽっちもなくて、あたしは顔を真っ赤にしてうつむくことしかできなかった。

「最初にコンビニ案内してもらった時から、かわいい子だなって思ってた。いや、見た目だけの話じゃなくて、声とか喋しやべり方とか、そういうの全部含めて。会えば会うほど、会ってない時間をさみしく思うようになった。家で、ひとりでからあげ弁当食べてる時とか、ここにルイがいてくれればなって考えるようになった」

　リョウマが必死にしゃべっている。

　あたしに想おもいを伝えようと、必死に。

「こっちに引っ越してきてから、もう楽しいことなんてなんもないんじゃないかなって考えてた。生きてるって感じられるのも、絵を描いたり、デザインを考えたりしてる時だけだった。でもルイと会ってる時間は違うんだ。夜の歩道橋が、小さい頃に遊んでた公園みたいに思えてくる。今日は何をして遊ぶんだろう。すべり台かな、ブランコかな、砂場かなって、考えるだけでワクワクしてくる。ルイと一緒にいる時間は、まぶしい。だから」

　言葉はもう十分だった。

　あたしはリョウマの身体を引き寄せて、もう一回、お互いのくちびるを引っ付けた。

　今度は舌もねじこんでみた、ノリで。

「あたしも、リョウマが好きだ」

　言葉にすればこんなに簡単なこと。

　リョウマがたくさん話してくれたおかげで、あたしの方は冷静になることができた。

　自分に好きな人がいる。

　そう思うとこそばゆくて、変な感じがする。

「じゃあ、その、今後ともよろしくです」、リョウマがぎこちないあいさつをしてくる。

「はい、こちらこそよろしくです」、だからあたしもぎこちなく返事をして。

　そうして顔を見合わせ、二人で声を出して笑った。




　あたしたちは歩いて一時間くらいかかる公園を目指した。

　貴重な皆既月食を見ながらの散歩は心地よく、あたしたちのあいだに話題は尽きない。

　リョウマと出会ってから初めて、共通の趣味とか話題がほとんどなくっても、楽しく会話は続けられるんだってことを知った。

　リョウマは口数が多い方じゃないけど、それは単に女の子と話し慣れてないってくらいの話で、会話自体は得意な方だと思う。

　なんていうか、こっちが話してる時にはじっと目を見ながらいいタイミングで相あい槌づちを入れてくれるし、自分が話すターンになっても何かを押し付けたりはせず、こっちの波長に合わせてくる。

　そこであたしの脳内にひとつの懸念が浮かんだ。

　ひょっとして、このまま学校に馴な染じんだらこいつ、クラスでモテてしまうのでは？

　いやそれどころか、あたしが知らないだけで、すでに「卯木くんっていいよねー」「リョウマくんって素敵だよねー」とか言ってる女子がいてもおかしくない。

　なんかムカついたので、繋つないでいるリョウマの手をぎゅうっと握ってやった。痛いよルイ、という声は無視だ。

「あ」

「どしたの、ルイ」

「訊ききたいことあったの、ずっと忘れてた。あのさ、リョウマの名字の卯木って何？　初めて聞いた時からきれいな響きだなって思ってたんだ」

「十二支のうさぎの卯に、簡単な方の木で卯木。夏の初めに白い花を咲かせる木なんだ。母さんの名字なんだけど、俺はずっと好きじゃなかった」

「どうして」

「卯木の幹ってさ、中が空洞なんだって。太い幹に育っても、きれいな花を咲かせても中身は空っぽなんだ。俺は、ずっと自分が虚しい人間だって言われてる気がして嫌だった」

「そっか」

「でも今は違うよ。ルイが、俺の幹になってくれてる。空っぽだった部分を埋めてくれてる。だからネガティヴに考えたりしない。卯木って名字を、最近ようやく大事に思えるようになったんだ」

　なんだか、あたしの存在がリョウマの役に立ってるみたいで嬉うれしくなる。

　あたしがだんだんあたしのことを好きになってるように、リョウマももっとリョウマのことを好きになっていってくれたら嬉しい。

　お母さんの名字、か。

「あのさ、答えたくなかったら流してくれていいんだけど、リョウマの家って、お父さんどうしてるの」

「うちはね、俺が小学生の時に離婚してるんだ。その時母さんの方についていくって決まって、名字も卯木に変わった。父親が何してるかは知らないし、知りたいとも思わない。ロクでもないオヤジだったよ。俺も母さんも毎日のように殴られて、怒鳴られた。なんも悪いことなんかしてないのに」

　うすうすそうかなあとは思ってたことが的中した。

　リョウマの家庭については、何度か話題に上ったことがある。

　お母さんの話もよくしてくれて、ああ、お母さんが好きなんだなあ、そういうのなんかいいなあ、って思ったりしてた。

　でもその話の中に、父親が登場したことは一度もなかった。

　だからまあなんとなく、何かしらのかたちで〝いない〟んだろうなとは予想してた。

「母さんは離婚してからずっと、近所のスナックで週五で働いてた。なんだけど、そこの店が潰れることになっちゃってさ、だったら心機一転したいってことで東京に出てきたんだ。もともと母さん、せまい町で悪口言われるのに疲れてたし、俺もどっか別の場所に行きたかったからちょうどいいかなって」

　リョウマの口調は、別に暗いものじゃなかった。

　ただ、そこにはいろいろ複雑な感情が混じっている気がした。

　前に住んでた町だって、単に疎ましく思ってるとかじゃなくて、愛着とかなつかしさだってあるはずなんだ。

「引いたりしてない？」

「なんも引く要素ないでしょ」

「よかった。その、ルイの家はどんな感じなの？　あんま聞いたことないよね」

　喉の奥が詰まる感じがして、上手うまく言葉が出てこなかった。

　どうってことない話なのに、リョウマに対して、恥ずかしいって気持ちがあった。

「あ、別に話したくないなら無理に訊くつもりないから」

「いやあ、別にどうってことない家だよ。父親は大学教授で母親は出版社の営業職。兄や妹なしのひとりっ子」

「んー、それって多分、だいぶ金持ちだよね」

「うん。わりとごっついマンション住んでる。家具とかもいちいち金かかってる。でも、あたしは家がキライ。父親も母親もキライだよ。あの人たち見てると、一緒に暮らしてて夫婦でも、愛情なんかなくなっちゃうんだなって思う。三人で食事することなんか、もう何年もないしね。お母さんのこと好きって言えるリョウマが、ちょっとうらやましいよ」

　あ、まずいな。

　ちょっとだけ、メンタルに来てる。

　あたしの中の黒い部分が顔を出す。

　愛されない、大事にされない、かわいそう。

　一回、自分のことをそんな風に思ってしまうと、負の思考はどこまでもスパイラルを起こす。

　なんであの人たちはわざわざあたしを産んだんだろうね。

　単にデキ婚なのかな。

　家の中にあたしの居場所はない。父親がいても母親がいても、普通の会話なんかほとんどしない。なのに、二人はあたしにいい大学へ行ってほしいらしい。なんでなんだろうね。自分たちの作品が〝成功〟なんだって思いたいのかな。

　嫌になる。

　ほんとに、嫌になる。

「ルイが思ってる感じとは、たぶんちょっと違うよ」とリョウマが言う。

「たしかに俺は母親のことが好きだし、大事に思ってるけど、嫌なところが何もないってわけじゃないんだ。けっこう頻繁に、彼氏を作るんだよね。だけど相手の人は奥さんがいたりして、大抵母さんはもてあそばれて捨てられる。そのたびに俺は八つ当たりされるんだ」

　リョウマの顔はいつもの冗談を言う時みたいに余裕がある感じにも見えたし、あと少し踏みこんだら泣いてしまいそうにも見えた。

「その場の勢いで言っただけって分かっててもさ、アンタなんか産まなきゃよかったって台詞は、きついよ」

　あたしの親はあたしに無関心で、あたしはそれにうんざりしてる。

　リョウマの親はリョウマに関心があるけれど、代わりに傷つける言葉もたくさん投げてる。

「生きるのってむずかしいね」とあたしは言った。

「ずっとこんな感じでやってくのかな」とリョウマはしょぼくれた声を出した。

　汗を掻かいた手が湿っているのをまったく気にせず、あたしたちは手をつないで街を歩く。楽園もユートピアも見えてこない。乾燥した大通りが、永遠に延のびているような気がした。

　あたしたちは、どこへも行けない。

「なんかすごいことが起こればいいのになー」、おどけた調子であたしは言った。

「たとえばどんなの？」

「んー、核戦争」

「や、俺たち死んじゃうじゃん。ぜんぜんお得じゃないよ」

「そうだねえ」

　すごいことってなんだろう。

　真面目に考えてみると意外にむずかしい。

　隕いん石せき落下、疫病のまん延、第三次世界大戦、どっかの国で革命、ある日ミサイルが飛んでくる、南極の氷がめっちゃ溶ける、進化したＡＩが人間に戦争を仕掛ける……。

　ダメだ、どれも話がでかすぎる上に遠すぎて、ぜんぜんリアリティがない。

　しかも、ひとつとしてあたしにメリットがない。

　ミサイルが飛んできたって、まったくエモいことなんかない。

　ただたくさんの焼死体ができあがるだけだ。

　なかなかないね、すごいこと。

「リョウマはなんかないの、自分にとってのすごいこと」

　純粋な好奇心から訊いてみた。

　リョウマはあたしとは違う感性で生きている。

　この人だったらどんなことを考えるのか、知りたいと思った。

「うーん、絶対ルイに笑われそうだからやだな」

「笑わない、約束する」

「俺はさ、《世界の最深部》を見てみたいんだ」

「せかいのさいしんぶ？」

　笑うとか笑わないとかの前に、リョウマが何を言っているのか分からなかった。

　頭の中で、聴こえた音を漢字に変換してみる。

　あ、世界の最深部、か。

「何それ。マリアナ海溝に潜ってみたいとか、そういう話？」

「物理的な意味での最深部じゃなくて。……むかし読んだ本に書いてあったんだよ。この世界にはまだ誰もたどり着いてない最深部があって、そこは言葉をしゃべる動物や妖精があふれてる楽園みたいな場所だって」

「それは小説？　それともマンガ？」

　リョウマは首を横に振った。

「覚えてないんだ。エッセイだったかもしれないし、ひょっとしたら雑誌や新聞の片隅に書いてあっただけかもしれない。それでも、そのフレーズはずっと俺の脳内に残ってる。言葉にすると、ちょっとだけ勇気が湧いてくるんだ」

「《世界の最深部》ね。いいじゃん」

　あたしは本心からそう言った。

　あたしの世界はどこか濁っていて、しんどかったり退屈だったり未来が見えなかったりで憂鬱になってしまうから、いつだって助けてくれる言葉やイメージを求めてる。

　リョウマだってそうだ。あたしの前ではいつも笑ってるけど、きっと家に帰ったら泣いたり吠ほえたりしてるんだと思う。

　大通りをいくつもの車が猛スピードで走っていく。この世にはたくさんの車があって、たくさんの人間がいるのに、あたしたちを楽園まで乗せていってくれる人たちはどこにもいない。

　世界の最深部、ともう一度つぶやいてみる。

　うん、本当だ。

　胸の奥が熱くなってくる。

　ささやかな勇気が湧いてくる。

「あたしも探そっと」

「《世界の最深部》を？」

「そう！」

「見つけたいな、ルイと一緒に」

　テンションの上がってしまったあたしたちは、たわいもない雑談をしながら、四駅分の距離を歩いた。

　さすがにヘトヘトだったのでファミレスに入り、ドリンクバーだけで粘りながら、始発が動き出すのを待った。

　だんだんと昇ってくる太陽に、ゆっくりと夜の闇が溶けていく。

　ファミレスの窓から見える景色も悪くないなと思いながら、あたしはその場に突っ伏して眠った。
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　今年の梅雨つゆは早く明けた。

　そもそも晴れてる日が多くて空から梅雨って言われてた上に、六月の最終週には梅雨明けだと発表されたので、水不足とかにならないか心配だ。

　夜はともかく、昼間はやっぱり晴れている方が気持ちいい。

　七月に入ると、おんなじ晴れでもじめっとした感じがなくなる。

　リョウマとは三日に一回くらい、一緒に学食へ行ったり、放課後に校舎裏の芝生に寝転んでだべったりしている。

　本当は毎日でも一緒にいたいくらいなんだけど、あたしの方もチトセやトモヨを無視するのは嫌だし、リョウマがクラスで友だち作るチャンスをつぶしてしまうのも避けたい。

　それに、あたしとリョウマの関係について色々うわさしている連中が、早くも結構いるみたいだし。

　ほどほどの距離で会えれば、あたしたちは満足だった。どうせ、夜には毎日顔を合わせるんだから。

　そんな感じで、あたしは平和に楽しく毎日を過ごしているつもりだったんだけど、いつだって幸福のすぐ後ろには罠わなが用意されてるものなんだ。

　あたしが異変に気付いたのは昼休み、リョウマと一緒にドッジボールをやっていた時だった。

　都合よく体育館の裏にバレーボールが転がっていたので、顔を狙うのはなしというルールでお互いにボールを投げ合った。やっぱり顔面は嫌だよね。これでもお互い高校生だから、それなりに投げる球のスピードも出るし。

　そんなわけで、あたしはリョウマのボディ目がけて思いっきりボールを投げることにした。

「そりゃあっ！」

　威勢のいい掛け声とは裏腹に、ボールはひょろっとした放物線を描く感じで飛んでいった。うーん、なかなか投げるのもむずかしい。

　こんなん簡単にキャッチされちゃうだろうと思ったし、実際にリョウマは軽々とボールをとった。

　──そのまま、わき腹の部分を押さえて、ちょっとしたうめき声を上げてからしゃがみこんだ。

　なんか変だ。あたしは慌てて駆け寄って、大丈夫かと声をかけた。

「ぜんぜん平気。なんもないよ」

　その台詞せりふとは裏腹に、リョウマの額には脂汗が浮かんでいた。

　近くに寄ると、Ｔシャツの隙間から鎖骨の辺りが見えた。

　紫色ににじんでいる。

「リョウマ、ちょっと服脱いで」

「や、ほんとになんもないって」

「いいから脱ぎな!!」

　渋い顔をするリョウマを無視して、あたしはＴシャツを強引に剥はぎ取った。

　リョウマの身体にはいくつものアザがあった。

　紫色に、変色した。

　胸にも腹にも背中にもあった。

　きっと二の腕とか太ももとかにも、アザはできているんだろう。

　ドッジボールなんか、やれる状態じゃないじゃないか。

「これ、誰にやられたの」

　あたしは怒気を隠さずに訊きくけど、リョウマは答えない。

「大河内おおこうち、でしょ」

　一瞬、リョウマの身体がぶるっと震えた。

　ビンゴだ。

　大河内のうわさは一年の時からいろいろ流れてきた。野球部のエースだってのを鼻にかけて他の連中を見下して、気まぐれに殴ったり蹴ったりする。

　前にもリョウマがアザを作っていたことはあった。そのことをリョウマは嫌がらせっていう言葉で表現してた。

　でも、これは違う。絶対に違う。

　嫌がらせなんかじゃない。

　はっきりとした暴力だ。

「ルイっ！」

　リョウマの声をシカトして、あたしは校舎に向かって駆け出す。

　２年Ｆ組を目指して。




　ガラリと。

　音を立てて教室の扉を開ける。

　昼休みで学食や外に行ってるやつが多いからか、中にいる生徒たちはまばらだ。

　その中に、見知った顔があった。

　坊主頭で、顔つきはごつごつしていて迫力がある。

　身長はあたしよりずっと高く、ガタイもいい。

　そんなやつが取り巻きを二人横にしたがえて、のんきそうにコーヒー牛乳を飲んでる。

　見てるだけで、余計に腹が立った。

　あたしは一直線にそいつのところへ歩いていった。

　向こうがこちらを視界にとらえ、声をかけてくる。

「お、佐さ島しまじゃん」と大河内が野太い声を出す。

「あんた、何やってんの？」

「は？　何がだよ。顔こええぞ、おまえ」

「茶ちや化かさないで。あのさ、卯うつ木ぎリョウマ、知ってるよね」

「おう、知ってるよ。転校生の卯木な。あいつが何？」

「あんた、リョウマに暴力振るってるだろ」

　そう言うと、大河内は一瞬きょとんとした顔を浮かべ、それから取り巻き連中と一緒に笑った。

「おまえ、ひょっとして卯木のことでおれにキレてんの？　え、あいつのどこがいいわけ？　弱っちいから母性本能とか刺激されちゃったのか？」

「リョウマに、暴力振るったんだな」

「うるせえな。大げさな表現使うんじゃねえよ。何発か、ゲームで腹にパンチや蹴り入れただけだろ。遊びだよ遊び。男子高校生のかわいいじゃれ合いだ」

「悪いことしたって自覚はないんだね」

「だから大げさだっつーの。おまえ、ああいうひょろっとしたのが好みなのか。まあ、お似合いなんじゃねえの。学校の隅っこで、二人でぷるぷる慣れ合ってろや」

「分かった」

　もう、言葉を交わす必要はなかった。

　あたしは接近し、大河内のあごに、全力の回し蹴りを叩たたきこんだ。

　左足を軸にして、高く振り上げた右足をきれいに回す。

　足の甲に、固い物を蹴ったっていう感触がはっきりと残る。

　けど、あたしはそこで止まらない。

　相手が本気で反撃してきたら、到底あたしじゃ勝てないんだ。

　いきなり蹴り喰くらってキョドってるうちに、どんどん攻撃を叩きこんでやる。

「ふざけんじゃねえぞ、この野郎」

　自分でも驚くくらいに冷ややかで低い声が出た。

　あたしは大河内の胸倉をつかんで、相手の顔面にこぶしを叩きこむ。

　一発。二発。三発。

「ちょっと野球が上手うまくて喧けん嘩かが強い程度で、何してもいいと思ってんじゃねえぞ。リョウマが転校生で、こっちに慣れてないからって舐なめてんじゃねえぞ。何がエースで甲子園だ。そんなんどうでもいいんだよ。あんたなんかより、リョウマの方が一億倍、優しくて誠実でイケてるんだよバカヤロウっ！」

「ルイ、止やめろっ！」

　四発目のパンチをぶっ放そうとしたところで、ストップが入った。

　耳に馴な染じんだリョウマの声。

　あたしは羽交い絞めにされてもなお、興奮冷めやらずに襲いかかろうとしていた。

　大河内の方も一方的に殴られたことでキレたのか、あたしが女とか関係なく、椅子を振り上げてぶん投げようとしていた。

　それを見たリョウマがすぐさま飛びかかってくれたおかげで、あたしは甲子園ピッチャーが投げる椅子を喰らわないで済んだ。

　野や次じ馬うまが集まってきて、ガヤガヤと騒がしい。

　リョウマひとりじゃ到底大河内はおさえられないけど、他の男子や教師も一緒になって、大声で「あの女、ぶっ殺してやる！」と叫ぶ彼を制止してくれている。

　騒ぎが落ち着いたところで、あたしたちは教師に連行されることになった。

　大河内とあたしは別々の部屋に入れられたが、リョウマはあたしと一緒の個室にいる。

　あたしたちは立ったままなのに、目の前でこちらをにらんでくる教頭はご立派な椅子にすわっていて、軽くむかついた。

　あたしとリョウマの担任も、無言のまま横に立っている。

　あたしたちが暴れ出した時に鎮圧する役目なんだろう。

　やだなあ。

　自分がそもそも教師をキライなんだってことを久しぶりに思い出しちゃった。

「佐島ルイさん、先ほどの昼休み、きみがいきなり大河内くんに襲いかかり暴行を加えたと聞いています。これは事実ですか」

「事実です」

「どうしてそんなことを？」

「あたしの大事な人に、暴力を振るったからです」

　あたしがそう言った瞬間、事前に打ち合わせをしていたわけでもないのに、リョウマは上半身を裸にした。

　こんな場所で服を脱がせることは申し訳なかったが、いくつもの紫のアザを見せた方が説得力ははるかに増す。

「ご覧の通りです」、とリョウマが言った。

　普段よりも力強く、たくましい声だった。

「このアザは全部、大河内くんにやられたものです。殴られたり蹴られたり、ああ、硬球をぶつけられたこともあります。田舎いなかからの転校生が気に入らない、と彼は言ってました。便所臭いとか、そういった悪口も言われました。佐島さんが大河内くんに手を出したのは、僕を守るためです」

　なるほどねえ、と教頭は言った。

「卯木リョウマくん、大変でしたね、身体はまだ痛みますか？」

　教頭がこちらを心配するような台詞を吐いたことに、あたしはちょっとおどろいてしまった。

「あ、はい……そうですね。寝ている体勢から起き上がったりする時に、わき腹や背中の筋肉が痛んだりはします」、とリョウマも意表をつかれた様子で答える。

「そうですか、そうですか。ちょっとじゃれ合いが行きすぎましたね。卯木くん、大河内くんには私の方からしっかり注意しておきますから、もう心配しなくてだいじょうぶですよ」

「はい？　注意ってのは……どういうことですか」

「ええ。今彼は校長室にいると思いますが、後ほど私の方で面と向かって、誤解されるような真似まねは慎むようにお説教しておくという意味です」

　リョウマは目を丸くして、目の前にいる教頭を見つめていた。

　何か、自分には理解できない異質なバケモノと相対しているみたいに。

　あたしもそうだ。

　教頭の言っていることに、脳みその処理が追い付かない。

　けど。

　一個一個、脳内でパズルを組み立てていくと、教頭の狙いや言葉の意味が見えてきた。

「それって、大河内のやつを見逃せって意味ですかね」

　一歩前に出て、あたしは教頭をにらみつけた。

「佐島さん、あなたが今回振るった暴力についても不問とするつもりです。友だちを守ろうという気持ちが先走ってしまったんですよね？　もちろん暴力はよくないことです。しかし、大河内くんもあなたを許すと言ってくれているらしい。だったら、我々教師が介入しすぎるのもよくないでしょう。あなたへの罰則はなしと……」

「あいつが甲子園を狙えるからかよ!!」

　あたしは教頭と自分のあいだに置かれた大きくて高そうな机を思いっきり叩いた。

　手のひらがジンジンと熱い。

　あたしの怒りが、憤りが、そのまま乗り移ってるみたいだ。

「あいつがリョウマにやったことこそが暴行だよ。一回だけじゃない。何度も何度も、陰湿に、バレないように殴ってきたんだ。あたしが気付かなきゃ、きっともっと続いてた。暴力で、イジメで、最低の行為だよ。こんな不祥事明らかになったら、出場停止で甲子園目指せなくなっちゃうよな。あんたらは、甲子園って名誉にしがみつきたいんだろ!!」

「佐島！　言葉を慎みなさい!!」

　普段は生徒にまったく関心を示さない担任が、教頭へのグッドなアピールと言わんばかりに説教をかましてくる。

　知るもんか、そんなの。

　この場の正しさは、あたしとリョウマにある。

　大人たちが恫どう喝かつしようが、そのことは絶対に揺らがない。

　あたしたちは、ブレたりしない。

　するもんか。

「なんとか言えよ！　大河内が暴力事件を起こしたって、認めろよ!!」

「……佐島さん、もう一度言います。私たちの認識では、暴力を振るったのはあなたの方です。生徒にも教師にも証人が大勢います。あなたは先ほど、大河内くんに暴行を加えた。これは事実ですね？」

「そうだよ。別に、そこを否定するつもりはない」

「軽く小突いたという話ではない。大河内くんの顔は何度も殴られています。重い、暴力です」

「何が言いたいんだ」

「あなたに『反省』の色が見られない場合、私と校長は、あなたを退学にすることを検討しています」

　瞬間、思わず身体が固まった。

　教師なんか怖くない、こんな汚い連中に負けたくない。

　強くそう思っているのに、退学という言葉があたしの動きを止めた。

　父さんと母さんの顔が浮かんだ。

　あの人たちはあたしが学校で優等生をやっていて、いい大学に行っていい会社に就職すると、当たり前のように信じてる。

　あたしが退学ということになれば、二人は醜い喧嘩を始めるだろう。どっちが悪いかの言い合いが延々と続く。それからあたしが責められる。出来の悪い娘に育ってしまったと言って、あの人たちは勝手に泣いたりするんだ。

　その光景に耐えるのは、つらい。

　両親のことは好きじゃないけど、それは喧嘩されても平気って意味とは違うんだ。

「ルイ、もういいよ」

　リョウマが、ぽんとあたしの肩を叩いた。

「教頭先生、大河内くんとの〝じゃれ合い〟がちょっと行きすぎてました。僕も、自分の方で注意しますよ」

「賢明ですね。自分の身は、自分で守らないといけない」

「そうですね。ただ、ひとつ言っておきたい。今回みたいに僕が不利益をこうむるのはともかく、またルイを傷つけるような対応をあんたたちが取るんなら、僕は絶対に許さない。あんまり、ガキを舐めんなよ、クソ野郎」

　凛り々りしい顔つきでそう言い放ってから、リョウマはあたしの手をとって、教頭室を出た。




　　　　†††




　あたしたちは手をつないだまま、学校から家に向かう川べりを歩いた。

　これまでに何度もリョウマと手をつないできたけど、それは大抵が夜のことで、こんな風にお互い制服を着たまま触れ合うのは初めてだったからちょっと緊張する。

　教頭から退学をちらつかせて脅迫されたことへのむかつきはあるけど、リョウマが横を歩いてくれることで、どうにか落ち着いていることができた。

「あ、そうだ」

「なに？」

「前から言おうと思ってたことあるの思い出した。リョウマ、うちの学校の制服、似合ってるよ」

「ずっと言い忘れてたのかよ。でも嬉うれしいな。さんきゅ」

　ちょっと芝生で寝っ転がっていこうよとあたしは提案した。

　今日は最高にいい天気でごろごろするには最高だし、何より、学校での嫌な思いを抱えたまま家へ戻るのは避けたかった。家の玄関は、気分良く通りたいものだ。

　リョウマが川に向かって水平に石を投げた。パチャパチャと水面を跳ねていく。水きりだったらあたしも得意だ。ちょうどいい大きさで平たい石を見つければ、十回くらい跳ねさせることもできる。

　しばらく二人で水きりの回数を競っていたが、ふと気付くとリョウマの姿が見えない。

　背の高い草の陰にでも隠れてしまったんだろうか。

「あれー、リョウマー？」

　呼びかけても返事がない。

　川に落ちたりしてないかと不安になり、そちらの方へ探しにいってみる。

　すぐに見つかった。

　リョウマは草むらの中にしゃがみこんでいた。

「いるじゃん。何やってんの」

「あー、ルイ、こっち来ないで。すぐ戻るから」

「どした？　お腹なかでも痛くな──」

「来るなって！」

　あたしは、リョウマがさすっているものを見てしまった。

　白い子猫。

　もう動かず、今もまだゆっくりと血を流している。

　あたしは大声を出して泣いた。

　泣いたというより、叫んだとか吼ほえたって表現の方が近いかもしれない。

　学校では堪こらえていたけどもう無理だった。

　堤防が一気に決壊して、洪水のように涙があふれた。

　数えてないけど、だいぶ長いことあたしは泣いていた。明るかった空が夕暮れを通り越してはっきりとした夜を迎えるくらいに。

　リョウマはずっとあたしの背中を撫なでてくれていた。

　だんだんと気持ちが落ち着いて冷静になるけど、その代わりに、どうしようもない絶望があたしをつつんでいた。

「今日は最悪だね。厄日ってやつかな」

　猫の背中には大きな矢が突き刺さっていた。ボウガンの矢だと思う、とリョウマが言った。なんでそんなことができるのか、あたしにはまったく理解できない。誰かの痛みを痛みとして理解できない人間がいるってことが、たまらなく腹立たしかった。

「教師はクソだし、ボウガン撃つやつもクソだ。ちくしょう。どうして猫を殺せるのか、ちっとも分かんない。ただむかつく。猫の背中に矢が刺さっているのを見てると、あたしがやられたような気分になるんだ。上手うまく言えないけど、きっとこの猫の一部はあたしなんだよ」

「だったら、俺だって猫の一部だ」とリョウマは言った。

「見てると背中が痛いんだ。すごい悪意をまともに受けたみたいでつらいんだ。大河内に殴られたり蹴られたりした時の痛さとはぜんぜん違う。直接、心をわしづかみにされているような痛さだ」

　そう言って、リョウマはあたしの背中に爪を立てた。

　怒りとか悔しさとか情けなさとか、いろんなマイナス感情ががーっと束になって押し寄せてくる。

　この瞬間、あたしたちは響き合っている。

「みんな怒ってるのかもしれないね」とあたしは言った。

「怒ってる？　誰に、猫に？」

「もっとふわふわしたものかな。親とか社会とか、ひょっとしたら世界とか。自分の生きてる世界で起こる、山のような理不尽に納得できてないんだと思う。だから時々こうやって、自分の中のもやもやを吐き出すんだよ。自分よりも弱い存在を傷つけることで、自分を確認してるんだ」

　安っぽいよね、とつぶやいた。

　リョウマは駅前とかで配ってるティッシュを制服のポケットから取り出して、あたしの涙とか鼻水を拭いてくれた。

　リョウマも泣きそうな顔をしてる。

　でも彼は、自分の方は絶対に泣くのを我慢しようって決めてるように見えた。

「なあ、ルイ」

「ん」

「俺たちはさあ、かっこよく生きていこうよ。生きるのがしんどかったり、退屈だったり、腹が立ったりしても、こんな、子猫を撃ち殺すような真似は絶対しないって約束しよう」

　リョウマがあたしに向かって小指を伸ばしてくる。

　それを見て、あたしの方も自分の小指を彼の指にからめ、上下に何度かゆすった。

「約束だ。あたしたちは、かっこよく生きていこう。最後まで」




　　　　†††




　雨の日が続いた。

　あたしとリョウマは二人でレインコートを買いに行って、濡ぬれて泥まみれになっても問題ない服装で遊んだ。

　ファミレスで何時間もダベったり、

　ヘタクソ同士でボウリングのスコアを競ったり、

　空き地でサッカーの練習をしたり、

　美味うまいと評判のラーメン屋を目指して二時間歩いたり、

　とにかくリョウマといる時間だけは、いつだってまぶしくきらめいていた。

　リョウマとは大体週に五回、夜の歩道橋で待ち合わせをしている。

　お母さんの働いているスナックではいつでも裏方の人間が不足していて、リョウマはたまにそこを手伝っている。

「ルイと会う時間を削られるのはむかつくけど、週二だけのバイトって思えば悪くないかな」

　リョウマの方もちょっとばかし充実した様子でそんなことを言うもんだから、あたしも彼の深夜のバイトを応援している。

　今日もリョウマはそっちの仕事が入っていて会えないけれど、天気を見る限り、それは好都合だったかもしれない。

　大型の台風が東京を直撃していた。

　十年に一度の強風をともなうやつらしく、外歩いてたら立て看板とか割れたビンとかがガンガン飛んでくるから絶対に出歩かないようにとニュースキャスターが言っていた。

　その割には風も空も穏やかだなあと思ってたんだけど、夜の十一時を回ったあたりから台風さん、本気出してきた。

　大雨になって風がごうごうと唸うなる音が聴こえてきただけじゃなく、あたしの部屋の窓に何か硬いものがぶつかって、めちゃくちゃビビった。それこそ硬球をストレートで投げつけられたみたいな音がして、さすがにこれは外出しないでおとなしくしようと思った。

　──そんな風に思った瞬間、リョウマから電話がかかってきた。

　時刻を見ると、深夜一時を回っている。

　めずらしい。

　遅い時間に電話するような場合には、あらかじめメッセージを送って話せる状況かを確認するのが常なのに。

　机の上でガタタタとスマホが振動し続ける。

　あたしはそれを手に取って、緑色の通話ボタンを押す。

《もしもしー、どしたのこんな時間に》

　あたしはペットボトルのルイボスティーを直に飲みながら電話に出たが、リョウマからの返答はない。代わりにごうごうと、風や雨の暴れる音がひどくなるばっかりだ。

《ちょっと、リョウマ。聴こえてる？　ってゆーか、音すごいんだけど、ひょっとしてあんた、外いるの？》

《ルイ、見つけたよ》

《え、なに？　見つけた？》

《そう、見つけたんだ》

《何を。落とし物かなんか？》

　そうじゃないよ、とリョウマは言った。

《俺たちの世界を、変えるもの》




　すぐに歩道橋まで来てほしいというリョウマの言葉を受け、あたしは鏡も見ないで外へ飛び出した。水が跳ねる。遠くの方で雷鳴がとどろく。

　途中で思いっきりすべって転んだ。ジャージのひざのところが破れ、割と深く肉がえぐれて血が出てる。

　でもそんなこと、どうでもよかった。

　あたしは少しでも早く、リョウマが手に入れた〝モノ〟を見てみたかった。

　歩道橋の近くに来て、目線を上げる。

　なんだ、リョウマのやつもレインコート着てないじゃん。

　傘もさしてないから、びしょびしょだろう。

　けどめずらしく、何か小さなカバンみたいなものを大事そうに抱えている。

　階段を駆け上がって、息を切らしながら、おっすと挨あい拶さつをする。

　リョウマの方もおっすと返してくれる。

「冗談とかじゃないんだよね？」

　あたしは真剣な目で、リョウマに確認する。

「そんなつまらない冗談は言わない」

　そんな風にリョウマが答える。

「どっか、屋根のある場所に行こう。もし雨に濡れて、ダメになっちゃったら笑えないし」

「そうだね」

　あたしはリョウマの背中を見ながら歩道橋を降りて、二十分くらい歩いたところにある高架下を目指す。リョウマといる時は大体あたしが前を歩いてるから、こんな風に先導されるのはなんだか変な感じだ。

　リョウマが持っている黒いカバンに目が行く。

　夜の闇の中でもカバンの黒はより深いものに映った。

　あたりに人の気配はない。きっともう午前三時近いだろう。

　台風はまだ続いている。

　飛ばされないように気を付けてね、とリョウマが声をかけてくれる。




　川沿いに一定間隔で設置されてる街灯のおかげで、高架下は思ったより明るかった。

　少なくとも、リョウマの顔とかカバンの形とかははっきり判わかる。

「お互いぐしょぐしょだな、タオルくらい用意できたんだけど。興奮してて、全部忘れちゃった」

「あたしも。レインコートとかタオルのこととか、なんにも考えなかったな」

「ルイ、それひざのとこ、擦りむいてる。だいじょうぶ？」

「こんくらい全然だよ。ねえ、それより早く見せてほしい」

「分かった」

　リョウマの手つきは慎重だった。

　壊れやすい宝石にでも触れるかのように、カバンの中へ両手をそっと差しこみ、〝モノ〟を取り出す。

「これだよ」

　──リョウマの手には、拳銃が握られていた。

　銃ってほとんど真っ黒なイメージだったけど、目の前にあるやつは銀色に塗装されててまぶしい。

「あたしも持ってみていい？」

「うん、銃口はちゃんと下に向けてね」

　両手を差し出すようにして、銀色のかたまりを受け取った。

　うわ。

　ずっしりとした感触がある。

　人の命を、奪ってしまえるような重さだ。

「店の後片付けやってる時に、見つけたんだ」

　リョウマのお母さんが働いてるお店は深夜一時に閉まる。

　客層はあまりよくないらしい。

　普通のスナックで、当然おさわりは禁止だしスタッフに失礼なことをしつこく言うようなお客さんは出入り禁止になるんだけど、ヤクザってだけで追い出したりはしない。

　杉すぎ本もとさんっていうヤクザが、ずいぶんリョウマのことを気に入ってるって聞いた。

　遅い時間にアルコールも飲まず、健気けなげに働いているところがいいって話だけど、あたしはリョウマに取り入ってリョウマのお母さんにいいとこ見せようとしてるんじゃないかなーとか、そんな風に疑っている。

　ともかく、杉本さんは週に二回か三回というハイペースで来る。ハイペースで来てはそれなりの金を落としていくから店にとっては大事な〝お客さん〟だ。

　今日も杉本さんは酔っぱらって、リョウマのお母さんや店の女性にひと通り絡んだあと、眠くなってソファーで横になってしまった。

　それでも閉店時間ですよと伝えると、「悪い悪い」と言いながら会計を済ませ、店を出ていってくれた。

　リョウマだけが、黒いカバンの存在に気付いていた。

　危ないってことくらいは分かってる。

　すぐに杉本さんを追いかけて、これ忘れ物ですよ中は見てません、と言ってカバンを渡してしまうのが一番の安全策だろう。

　けど、リョウマはそうしなかった。

　ヤクザが大事そうに抱えていたカバンの中身に対する興味が、恐怖心を上回った。

　店の営業中、杉本さんはどれだけ女性にデレデレしていても、そのカバンは大事そうにふところに抱えていた。

　そうした理由からリョウマはカバンをこっそり持ち出し、店の外で中身を確認してから、興奮しつつあたしに電話してきたというわけだ。

「モデルガンってことはないのかな」

　そうじゃないといいなあと思いつつ、あたしはつぶやいた。

　せっかく、リョウマが楽しいことを見つけてきてくれたのに、これが単なるモデルガンだったら意味がなくなってしまう。

　後から笑い話にはできるだろうけど、あたしたちが感じている、生きることのしんどさは何も変わらないままだ。

「試してみるしかないね。俺もルイもぜんぜん銃の知識ないわけだし、持っただけじゃ分かんないよ」

「そうだねえ」

　あたしはもう一度、手に持った拳銃らしきものに目をやってみる。

　ほとんどの箇所は銀色にきらめいているが、手でぐっと握る部分だけは黒く、星のマークが刻まれている。

「貸して、俺がやるよ」

「うん」

　リョウマの言葉は普段よりも静かで、あたしは当たり前のように銃を手渡した。

　ガシャンとかカシッと金属の音が聴こえる。

「何してるの？」

「弾倉を入れたいんだけど。思ったよりむずかしいな……っと。ハマった。これで、ちゃんと撃てるはずだ」

「どこに撃つ？」

「そこのソファーなんか、手ごろでいいんじゃないかな」

　高架下にはいろんなものが捨てられている。

　ブルーシート、使い古された冷蔵庫、砂に汚れたビニールプール、サッカーのゴールネット、脚の折れたベッド、それから、まだ使えそうなソファー。

　そのソファーはひとり掛けのもので、茶色い革がまだ光沢を放っていて、捨てちゃうのがもったいなく思えた。

　あたしとリョウマは YouTube で銃を撃つ時の姿勢とか持ち方とか注意点を確認してから、ソファーの正面に立った。

　リョウマが、銃を持った手をすうっと前に伸ばす。

　ほんの少しだけ、震えているように見える。

「よし、撃つぞ」

「うん」

「モデルガンだったとしても、あんまガッカリしないでくれよな」

「そしたら笑い話になるよ。ついでに教頭の背中に乱射しちゃおう」

「お、それいいね」

　おしゃべりはそこまでだった。

　空気が静せい謐ひつさをまとう。

　リョウマの指が、引き金にかかった。

　でも、すぐには引かない。

　トリガーに触れて、離れて、触れて、離れて。

　そんなことを何度か繰り返した後、

　リョウマははっきりと覚悟を決めたかのように、

　強く引き金を引いた。




──生まれて初めて聴く銃の音は、想像していたものより乾いていた。




　深夜の高架下に音が反響する。

　あたしの身体にまで振動が伝わってくるようで、心地よかった。

　吹っ飛んだソファーには、はっきりと穴が開いていた。

　弾丸はソファーを貫通して、背後の壁にまで届いている。

　ヤバいな、という感情が最初に来た。

　本物の拳銃を自分たちが持っているとか、ちょっとこれまでの日常から遠すぎて、少し、怖い。

　だけどすぐに、その不安をすべてかき消すくらいの高揚感、とんでもないワクワクが身体の深い部分から湧き起こってきた。

「すごい！　本物じゃん！　本物だよリョウマ!!」

　あたしはめちゃくちゃにテンション上がった状態で、リョウマに抱き着いた。

　けどその瞬間、リョウマはこちらの勢いに対応できず、尻もちをついてしまった。

「腰が抜けた。銃を撃つって、反動すごいんだな。知識としては知ってたけど、体験するとぜんぜん違う。肩持ってかれるかと思った。いや、びびった」

　びびった、と言うリョウマの顔は笑っていて、こいつ、先にひとりであたしの知らない世界を体験しちゃってずるいなと思った。

「次はあたしの番。あたしだって撃ちたい！」

　力強くそう宣言したが、リョウマにはダメだと言われてしまった。

「え、なんで？　自分だけずっこい！」

「さっきの一発でもだいぶでかい音響いたでしょ。ひょっとしたら近くを歩いてた人が通報とかしてるかもしれない。いったんここから離れよう」

「むー」

　割り切れない気持ちは残ったが、リョウマの言うことは正論だ。

　せっかく面白いおもちゃを手に入れたのに、その日のうちに逮捕されたんじゃ意味がなくなってしまう。

　あたしたちはできるだけ目立たないよう静かにその場から離れた。

　部屋でじっくり見てみたかったので、銃はあたしが預かることにして。

「あのさ、ルイ」

「なに。深夜のラーメンでも食べたくなった？」

「違くて。今日、俺ずっとルイと一緒にいたい。別々の家に帰ったら、なんか銃を撃ったこと自体が夢になっちゃいそうで嫌なんだ。だから、その、うちに泊まってかない？　母親はいるけど、どうせ昼か夕方まで起きないし」

　うお、っと思わず声を上げそうになった。

　あたしとリョウマは、両思いだってことが分かってからも特に進展がない。

　けど今、奥手なはずのリョウマがあたしを自宅に連れ込もうとしている。

　たぶんリョウマとしてはぜんぜん深い意味はなくて、銃を手に入れて気分がいいからもうちょっと一緒にいようよ、っていうそれだけなんだろうけど。

　でもお泊りってことになれば、なんかの間違いで、間違いが起こったりするかもしれないじゃないか。

「いいよ」

　ただまあ、どっちにしても断るっていう選択肢はなかった。

　あたしもリョウマと同じ気分だったから。

　まだまだセカイは退屈で、ダルくて、たまに生きてるだけで面倒になったりもするけれど、風穴を開けられるかもしれないって思えた。

　弾丸がセカイに穴を開けて、あたしとリョウマにとっての突破口になってくれればいい。

　ひょっとしたらその先に、《世界の最深部》ってやつが待っているかもしれないんだし。




　リョウマが暮らしている団地は、あたしの家とほんとにご近所さんって感じの距離にあった。

　歩いて十五分はかからないだろうってくらいに近い。

　リョウマはぼろっちい見た目でごめんって卑下してたけど、白い建物の外見は渋くて風情があって、なかなかにあたし好みだった。

「言うの忘れてた。うち、六階だけどエレベーターついてないんだ」

「そんなの気にしないよ。でも年とった時につらそうだね」

　深夜だからそおっと、誰にも気付かれないようにあたしたちは階段を上っていく。

　気にしないと言ったものの、六階分の階段を上るのは、そこそこ太ももの筋肉に負担のかかる行為だった。乳酸がたまって、はち切れてしまいそう。

　最上階について、リョウマは鍵を取り出して部屋のドアを開けた。

　小声でおじゃましまーすと言って、あたしも中に入る。

　リビングは間接照明がつけっぱなしになっていて、ぼんやりとオレンジ色に光っている。

　リョウマのあとについて、お風呂場へ向かう。

　とりあえずはお互い、濡ぬれた服を着替えないとベッドもびちょびちょにしてしまう。

　順番にシャワーを浴びようという話になっていた。

　そうして移動している途中。

「あれ、お帰り」

　背後から思いっきり、女の人の声がした。

「うわっ！」

　どうにか声が出るのを我慢したあたしの代わりに、リョウマが全力でおどろいてくれた。

「なんで、母さん起きてるのさ！」

　決まりが悪そうにリョウマが声をあらげた。

「あ～ん？　あたしがいつ寝ていつ起きようが、あたしの勝手だろうがバカ息子。あんたの方こそなんだいこんな時間に。もう太陽が昇ってくるような時間じゃないか。いつの間にか不良に育ったもんだねえ」

「べ、別に悪いことしてるわけじゃないし」

　女の人は部屋の入口にあったスイッチを押して、蛍光灯を点つけた。間接照明よりもずっとまぶしく白い光に照らされる。

　たしかにリョウマは母さん、と言った。

　そうか、この人がリョウマの。

　あたしはどんな風に自己紹介すればいいかとか、きれいな人だなあとか、深夜まで自分の息子を連れ回すヤバい女と思われないかなとか、瞬時にさまざまなことを脳内で考えていた。

「あれ、あなたはどなた？」

　気付かれた！

　どうしよう。

　とりあえず無言はよくない。

　なんか、しゃべらないと。

「あの、あたし、佐島ルイと言います！　こんな時間にお邪魔しちゃってすいません！　えっと……リョウマくんと交際させてもらっています！　ふつつかものですがよろしくお願いします!!」

　部屋に完全な静寂がおとずれた。

　お母さんもリョウマも沈黙を保っている。

　あたしはこの感覚、この状況を知っている。

　パーフェクトなまでに、あたしはスベった。

「えっと、ちょっと整理させてね」

　リョウマが、なぜか顔を真っ赤にしながら、お母さんとあたしのあいだに移動してくる。

「ルイ、気を遣って自己紹介してくれたのは嬉うれしいんだけど、その、俺たちってつきあってるの？」

　は？

「はあ!?　え、何それひどくない？　ウチらお互いに好きだって言ったじゃん。なに、友だちとしての好きだったとか言うわけ？　それとも、あの時は好きだったけどもう冷めたとか？　そんなのひどいよ……」

「待って待って泣かないで。うん、言った。たしかにお互い、好きって言った。でもさ、つきあいましょうとか、そういう話ってしてなくない？」

　あっ。

　あたしは自分の記憶をたどってみる。

　うん、言ってない。

　あたしたち、どっちも、交際しましょう的な話してない。

「え、マジ!?　じゃあ、あたしとリョウマ、つきあってないってことじゃん！　やっばい、ずっと彼氏彼女の関係だと思ってたあたしがバカみたいじゃん！」

「あの、ルイ……それに関してはさ、俺の方から言いたいこととか伝えたい台詞せりふとかいろいろあるんだけど……そのね……やっぱり自分の母親がいる前でっていうのは、ちょっとね……」

　あっ。

　本日何度目になるかも分からないやらかし。

　大失態ってやつだ。

　リョウマはもう完全にノックアウトされたボクサーみたいになってて、顔色はむしろ青白くなっている。

　そのタイミングで、リョウマのお母さんはあっはっはと、大声で笑った。

「なんだい、リョウマ。面白い娘こつかまえてんじゃん。あんた根暗だからねー、もし彼女ができるにしてもおとなしいタイプだと思ってた。でも予想外れたな。ずいぶんとまあ、はっちゃけたお嬢さんだ」

　あたしは瞬時に顔が真っ赤になって、うつむくことしかできなくなった。

　最悪だ、マジ最悪だ。

　彼氏彼女が成立してるとかそんなのはどうでもよくて、興奮しすぎたせいでリョウマのお母さんの前でバカップルみたいなやり取りをしてしまったことがたまらなく恥ずかしい。

「ああ、ごめんね。とりあえず風邪ひく前にシャワー浴びちゃいなよ。着替えは……あたしの部屋着でよければ使ってもらってかまわないよ。あ、下着もまだおろしてないのがあるからどうぞ。安物だから気にしないで」

「ちょ、母さん。下着とか、そういう話は俺に聴こえないようにやってくれ」

「なんであんたが照れるのさ。ごめんね、ルイちゃん、ウブな子に育っちゃって。いろいろ面倒くさいだろう」

「いえ、そんなことないです。ぜんぜん、ほんとに」

「そっか。ま、シャワー浴びたらいろいろ話そうね。濡れた服はそのまま洗濯機に放りこんじゃって。洗うくらいはしておくから」

　そう言って、リョウマのお母さんはリビングの方へ向かった。

　バスタオルは洗濯機の上に置いておくから、というリョウマの台詞を聞いた後で、あたしは一気に服を脱いだ。

　他人の家のお風呂場を使うというのは、どうにも緊張してしまう。当たり前のことだけど、シャンプーやボディーソープの配置も、床や湯船の色合いも、お風呂用の椅子のかたちも、何もかもが自分の家とは違っていて落ち着かない。

　これがホテルとか旅館だったら別に気にならないのかもしれないけど、好きな相手が毎日使っている場所に全裸でいるというのは、どうしたって恥じらってしまうものだ。

　壁には手ぬぐいがかけられていたけど、それを使うのは気まずく、あたしはボディーソープを全身に塗りたくって素手で肌をこすった。

　シャンプーとコンディショナーも使わせてもらったけど、やっぱりうちのとは匂いがぜんぜん違う。たぶん、こっちの方があたしの家のよりだいぶ高級品だ。深い緑色の容器がもう高そうだし、泡立ちとか洗い心地とかがもう別物だった。

　リョウマのお母さんはきれいな人だったし、ああいう大人の女の人が使ってるってことは、あたしみたいな小娘がネット通販で適当に買ってる国産の安いシャンプーなんかとだいぶ差がある商品なんだろう。

　ちょっとした贅ぜい沢たくで、得をした気分だ。

　なるべく時間をかけないようにあがって、用意してもらったバスタオルで全身を拭いてからドライヤーを借りた。洗濯機の上には着替えも用意されていた。上下グレーの動きやすそうなスウェット、それから、真っ赤な下着。

　真っ赤な下着？

　え、これ、ひょっとしてあたしのためにリョウマのお母さんが用意してくれたってこと？

　ショーツって言うか、ほとんど紐ひもなんですけど。

　あたしがはいたことないＴバックなんですけど。

　これは困った。

　おろしたてとか関係なく、真っ赤な紐パンＴバックをはくこと自体に抵抗はあったが、これを放置したらリョウマのお母さんの親切を無下にすることになる。

　あたしは一分ほど頭を抱えて悩んだ末に、えいやっ、と勢いで紐だかショーツだか分からない下着をはいた。

　普段のものとははき心地がぜんぜん違ったけれど、なるべく顔には出さないようにして、リョウマとお母さんに「シャワーと着替えありがとうございました」と笑顔で言った。

「俺も浴びてくるよ。なるべく早く出るから。母さん、ルイにうざ絡みとかすんなよな」

「分かってるよ。とっとと行ってきな」

　リョウマがいなくなると、必然的にリビングにはあたしとリョウマ母が残されることになる。

　好きな男のお母さんと、テーブルをはさんで二人きり。

　しかもあたしはさっき大失態をかましたばっかりだ。

　嫌な汗が背中をつたう。

　でも、そんなあたしの心理状態を見越してか、

「そんなに硬くならないでよ。別に息子の彼女にねちねち嫌いや味み言おうとか、そんなことまるっきり考えてないからさ。楽にしてよ」

　そう言って、リョウマ母はコーヒーをくいっと飲んで、手元のチョコレートをひとつ口に放りこんだ。

「むしろ、あたしの方が緊張したい場面なんだよ。彼女連れてくるにしても、まさか突発で深夜に来るとは思ってなかったからさ。化粧も落としてすっぴんだし、ほんとは部屋の灯あかりも点けたくないくらいだよ」

「そ、そうですよね！　普通、前もって連絡して、手て土産みやげ持ってお昼くらいにうかがうもんですよね！　あの、その、ごめんなさい!!　初めてお会いするのに、こんな非常識なかたちになっちゃって……」

「いやいや、怒ってるとか気ぃ悪くしてるとか、そういうことはぜんぜんないから。でも、単純に聞いてみたいな、いろいろ。リョウマさ、最近本当に楽しそうなんだよ。こっちに来て、初めて友だちができたって聞いたのが一ヶ月前くらいかな。それからは毎日、笑うようになった。だからあたしは、ルイちゃんに感謝してる」

　たしかに、リョウマはめちゃくちゃ明るいタイプとかでは決してないけれど、あたしの前ではよく笑う。

　花に語りかけるみたいにしてそっと笑ってる時もあれば、一緒にスマホでお笑いの動画を観みて大爆笑することもある。

　家でも、お母さんの前でも、そういう感じで笑ってるって話をされると、つられてあたしの方まで嬉しくなってしまう。

「ルイちゃんの話をしてる時、うちの息子は楽しそうだよ」

「どんなこと言ってます？」

「あんな脳みそぶっ飛んだ女の子には初めて会った、とか」

「普通に悪口ですよね、それ」

「いやあ、あいつなりの照れ隠しだよ。母親に素直な言葉なんか、そうそう話すもんじゃないからね。リョウマが言いたいのは、『あんな可愛かわいくて個性的な女の子には初めて会った』ってことだよ」

「そ、そうですか」

　リョウマ母はもじもじするあたしを見て、ひひひと楽しそうに笑った。

「そ、そんな笑わなくたっていいじゃないですか。あたしは、その、男の子とつきあったこととか、そもそもちゃんと好きになったってのがこれまでなくて、リョウマくんが初めてで、もしお母さんに会うことになったらきちんと礼儀正しくあいさつしようって思ってたのにもうなんかいろいろグダグダになって、わりと困ってるんですよ」

「あー、そういう面倒なあいさつとかあたし苦手だから、今日会えてよかったよ。あたしの仕事、聞いてる？」

「あ、はい」

「そっか。スナックの仕事ってさ、お客さんに勧められたらお酒飲まないといけないから、疲れるんだよ。単に男の人と気楽におしゃべりしてればいいって思ってる人も多いけど、実際はぜんぜん違う。他の職業と比べる意味はないけど、少なくとも昼の仕事とかより楽で儲もうかるなんてことはない」

「なんとなくは、分かるつもりです」

　これはあたしの本心。

　リョウマにお母さんの話を聞かされてから、ちょこちょこネットで水商売関係のことを調べてみた。キャバクラとラウンジとクラブとスナックが全部違う仕事なんだって、初めて知った。

　あたしが調べた範囲では、スナックだとそんなにお客さんと絡まなくてもいいらしい。カウンター越しにお酒を作って、カラオケを一緒に歌ったり話し相手になったりすればそれでオーケー。エロいおじさんとかにしつこく絡まれる心配とかはあまりなさそうだった。

　逆に、スナックで働いている人のブログなんかを読むと、どういう部分が大変なのかとかもぼんやり分かった。

　いつもお客の前で明るくしていないといけない、お酒を勧められたら基本的には飲まないといけない、セクハラまがいの発言をされても要領よくかわさないといけない、面白い話ができなければいけない、話を聞いたり相あい槌づちを打つのも上手うまくないといけない。

　これだけでも、大変な仕事だってことがよく分かる。特に、話すのも聞くのも上手くできなきゃいけないって部分が大変だ。あたしだって、仲のいい友達とかリョウマとかとだったら、すらすらしゃべれるし、真剣に相手の話を聞くことだってできると思う。

　でもリョウマ母は、それが初対面の男の人であろうとも上手くやらなければいけないのだ。突然店に知らない人が入ってきて、いらっしゃいって愛想よく返事をして、気分良く帰ってもらう。それはきっとものすごく難しいことだし、少なくともあたしは、自分がそれをパーフェクトにこなせるイメージなんか到底持てなかった。

　リョウマが戻ってくるまでのあいだ、あたしとリョウマ母はいろいろな話をした。

　あたしとリョウマの出会いとか、リョウマのどこが好きかとか、そういうところを突っこまれてたじたじになったりもしたけれど、下品な印象はまったくなくて、不思議と、話せば話すほどに落ち着く感じがあった。

　あたしはこの感覚を知っていた。

　もちろん、彼女がスナックで働いてるからしゃべりが上手いということもあったと思う。

　でもそれ以上に、リョウマ母はリョウマと雰囲気がそっくりだったのだ。

　どこがどうってわけではないけれど、こっちがしゃべってる時に威圧感を与えない程度に目を見てくる感じとか、ちょっとすねたように笑う時の口の角度とか、テーブルにひじをついて自分のあごを手に載せるところとか、そういうのが合わさって、似た空気をまとっていた。

　リョウマ母が好きだなと思った。

　うちの母親みたいに神経質でぴりぴりした感じがない。

　人によっては、リョウマ母のことをがさつとか雑とか言うのかもしれないけれど、あたしは、初対面なのにほとんど遠慮せず気楽にしゃべれる空間が気に入っていた。

　彼女はあたしが知らないリョウマの話も聞かせてくれた。

　小さい頃はよく女の子に泣かされていたとか、負けん気が強くてテストの点が悪いと落ちこんでいたとか、絵を描いたりマンガの模写をするのが好きだったとか、そんな感じに。

　話しこんでいるうちにシャワーを浴びて着替えたリョウマが部屋に入ってくる。

「もうちょっとゆっくりお風呂入っててもよかったのに」

　あたしが言うと、リョウマ母もまったくだよと同意してくれた。

「え、なに。もしかして二人、なんか仲良くなってる？　なんの話してたの？」

「リョウマが何歳までお母さんとお風呂に入ってたかを教えてもらってたよ」

「はあ!?　母さん！　妙な話、ルイに吹きこむなよ!!」

　ほんとはそんな話聞いてないんだけど、あわてふためくリョウマの様子が面白すぎたので訂正はしないでおいた。

　リョウマ母が作ってくれたココアを飲みながら、あたしたちは三人で歓談した。

　おだやかな時間だった。

　あー、家族って本当はこんな風にいられるのが理想なんだ。

　少しだけ、うらやましさと悔しさを感じた。

　不思議だね。うちには母親も父親もいて、経済的な余裕もそこそこあるはずなのに、三人でまったりココアを飲んだりして笑い合うような時間、一回も過ごしたことないよ。

　リョウマとリョウマ母のあいだに流れている空気はあったかい。お互いがお互いを大事にしてるってちゃんと伝わってくる。茶ちや化かしたりする気にはこれっぽっちもならない。

　やばいな。油断すると、泣きそうになってくる。

　こんな優しい二人のあいだに、自分を入れてもらえるって事実が本当に嬉うれしいし、ありがたい。

　リョウマのお母さんは、あたしがダンスをやってるということに興味を持ってくれた。リョウマ母があたしたちくらいの齢としの時には、パラパラってダンスが流行はやってたらしい。

「初めて聞きました、その単語。パラパラ……ロボットダンスみたいな感じですか？　語感的に」

「説明するのむずかしいな。あたしらの時はキムタクがテレビで踊って……いや、待てよ。そもそもルイちゃん、キムタクって分かるの？」

「さすがに、木き村むら拓たく哉やくらいは分かります」

「あ、よかった。まあキムタクのおかげでパラパラはブームになったんだけど、下半身をほとんど動かさないのが特徴かな。上半身、っていうか手の動きが重要で……いや言葉で説明するの無理！　リョウマ、ちょっと曲流して！　『NIGHT OF FIRE』ってやつ！　YouTube でも iTunes でもなんでもいいから!!」

　どうやらリョウマ母、言葉を使うより実際に行動する方が得意みたいだ。

　なんとなく、こういうところ、あたしに似てる。

　彼女は「これがユーロビートってやつよ」とか「女子高生にとって必須の動きだった」とか解説を加えつつ、音楽に合わせてダンスを披露してくれた。初めて見る種類の踊りで、あたしはシンプルにワクワクしたし、思わず拍手もしてしまった。

　踊り終わると、リョウマ母はどんなもんよとこの上ないドヤ顔でこっちを見つめてきた。ふふん、という鼻息まで聴こえてきそうだ。

「初対面のルイの前でダンスできる面つらの皮がすげえ……」

　リョウマはまったく別のところで母に感心していた。

　あたしも負けずにその場で踊りたかったが、見せてもらったパラパラと違い、あたしが得意なヒップホップはもうちょっと広い空間が必要になってしまう。

　なので自分が踊る姿を見てもらうのは今度にして、ヒップホップってのがどういうダンスなのか、上手い人が踊ってる動画で理解してもらうことにした。

「いや人間の動きじゃなくない!?」というのがリョウマ母の第一声だった。

　たしかに、あたしもヒップホップのダンスを最初に見た時、人類の動きとしてなんか間違ってる！って印象を持ったから、その反応は自然だ。リョウマ母は動画を視聴しつつ、すごいわー、かっこいいわー、と漏らし続けてくれて、あたしは大満足だった。

　結局、あたしたち三人は明け方までおしゃべりや動画の視聴に興じて、一秒たりとも眠らなかった。

　眠らなくていいくらいに、楽しかった。

　リョウマのことは好きだけど、そのお母さんまで好きになれるなんて思わなかった。

　これはきっと、あたしが思っている以上に、幸せなことなんじゃないかな。

　洋服も乾いた午前六時、あたしは自分から解散を切り出して、帰宅することにした。

　あたしとリョウマはまだ余裕があったけど、リョウマ母はかなり疲れていて眠そうで、申し訳ない気持ちになった。

「あの、ずうずうしくこんな時間まで居座っちゃってすいませんでした。お仕事、夜もあったんですよね？」

「ああ、いいのいいの。退屈だったんなら勝手に寝てるわけだし。ルイちゃんと話すのが楽しかったから、こうやって朝まで起きてるんだよ。まあ、若いあんたたちと違って徹夜は身体にこたえるってのも本当だけどね」

　リョウマ母は、あははと笑って、あたしの肩に手を回した。

「今日はありがとね、ルイちゃん」

　お礼を言われて、あたしは戸惑ってしまった。

　立場が逆だ。

　いきなり深夜におしかけて相手をしてもらって。

　ありがとうございますと言いたいのはあたしの方だ。

「リョウマは静岡にいた頃から人付き合い、得意なわけじゃなかったから。東京出てきたら、マジで困るんじゃないかなって不安だったんだよ。だから、ルイちゃんみたいな子が関わってくれてることが本当に嬉しい」

「ほめすぎ、ですよ」

　やだな。

　また泣いちゃいそうだ。

　あたしは自分の母親にだって、こんな風にまっすぐ誉ほめられたことは一度もない。

「こんな家でよかったら、またいつでも遊びに来なね」

「社交辞令じゃないですよね」

「当たり前でしょ」

「じゃあ、遠慮なくまた夜中に突撃してきます！」

「それか、店に遊びに来てくれてもかまわないよ。駅前のリリスってスナックだ。あたしは週六で店に出てるし、ルイちゃんくらい可愛いんだったらオーナーに頼んで雇ってみることも……」

「母さん！　妙な勧誘するなよ」、リョウマがストップをかけた。

「はいはい、冗談だよ。頭の固い息子だなあ。じゃあね、ルイちゃん。近いうちに、また絶対」

　あたしとリョウマ母はゲンコツとゲンコツを合わせ、それから別れた。

　リョウマは送ると言ってくれたけど、学校もあるし二時間くらいは寝ときなさいと言って断った。

　ひとりで、家までの道を歩く。

　朝六時の太陽は、まだそんなにギラギラしておらず、やわらかい光で世界を照らしていた。

　あたしは弾むような足取りで帰宅し、パパッと着替えて自分の布団に入った。

　目をつぶると、楽しいことばっかり思い出す。

　リョウマのこともリョウマ母のことも、あたしは愛いとしい。

　素敵な人たちに出会えて、こういうのを幸せって呼んだりするのかもしれないと思う。

　眠りに落ちる前、枕元に置いたカバンの中身を確認する。

　まぎれもない拳銃だ。

　ほっぺたに当てると、ひんやりしている。

　さあ、あたしたちはこれを、どんな風に使おうか？

　ひょっとしたらもう、あたしとリョウマの、ささやかな革命は始まってるのかもしれないな。

　心地よい夢を見ながら、あたしは深い眠りに落ちていった。

　あたしはそのまま三時までぐっすり寝てしまい、学校は完全にサボることになったけど、気にせず明日もがんばろう。
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「がんばろう」と張り切ったにもかかわらず、「明日」は祝日で学校が休みだった。

　張り切って朝早く起きたのになー、としょんぼりしてしまう。

　リョウマからメッセージが入ったのはそんな時だった。

《おはよ。ルイ、今日何してる》

《学校行こうとしたら休みで空回りしてる》

《ひま？》

《とてもひま。ひま・ワールドチャンプ》

《どっか行こう》

《いいけど。川沿い散歩でもするかい？》

《そういうのとは違って》

《なんぞ》

《水族館とか、好き？》

　おおっ。

　そこでようやくあたしは、リョウマのメッセージの趣旨を理解した。

　これは、デートのお誘いというやつだ。

　今リョウマは、ぎこちないけどリョウマなりにがんばって考えてメッセージを送ってきているに違いない。だったら、あたしも素直な気持ちで答えよう。

《水族館、好き。リョウマとなら一緒に行きたいな》

　そう送ると、次のメッセージまでは間が空いた。

《じゃあ、今日、行こふ》

「行こう」が「行こふ」になってることは気にせず、あたしは《オッケー》と送った。

　お昼に池袋の駅で待ち合わせることになった。

　池袋か。

　渋谷まで徒歩で行けるあたしにとって、実はあんまり馴な染じみのない街だ。渋谷だけで事足りちゃうというか。

　でも、だから余計にわくわくした。

　知らない街に行くのってあんまり得意じゃなかったりするんだけど、リョウマが横にいるなら、それはきっと適度に刺激のある冒険に変わってくれる。

　楽しみだなーと思ったところで、あたしは重要な事実に気付いた。

　これが世間で言うところのデートなら、あたしはデートにふさわしい格好をしないといけないんじゃないの？

　え、どうしよ。そんなの考えたこともないし。

　別に、男の子と二人で出かけるのが初めてっていうわけじゃない。自分で言うのもなんだけど、あたしは幼稚園から高校まで一貫してモテてきた。高校に入ってからもすでに十五人くらいからはコクられてて、そこそこすごい数字なんじゃないかと思ってる。

　大体はごめんなさいって言うと引き下がってくれるんだけど、たまに「一回だけ遊んでもらえたら俺の良さが分かるから！」とか言って食い下がってくるやつもいる。

　で、そういうのと仕方なく出かけたことが何度かあるわけだけど、別に気合い入れて服を選んだりはしない。あたしは楽に動ける服をボーイッシュに着こなすのが好きで、わざわざそれを変更する気分にはならなかった。

　一回、相手が気合い入れて高そうなシャツにジャケットを羽織って登場した時は、金持ちのおぼっちゃんとストリート系の女が並んで歩く感じになって、バランスの悪さに笑っちゃった。

　だけど今日の相手はリョウマだ。

　そう考えると、なんかいつもの服で待ち合わせ場所に向かうのが申し訳ない気持ちになってくる。せっかくのデートなのに代わり映えしなくてガッカリ、とか思われてもむかつくし！

　そんなわけで、あたしはクローゼットからカワイイ系とかキレイ系の服を取り出してベッドに並べてみた。そういうタイプの服だって、持ってないわけじゃない。ただ、なんとなく落ち着かないから普段着ないってだけで。

　さて、まずは方針を決めるべきだろう。

　大事なのは、女子にとってのカワイイと男子が考えるカワイイとのあいだには、決して越えられない深くて暗い川が流れているっていうこと。

　たとえばこのグリーンのチェックパンツ。これにサンダルと大きめの白いＴシャツ合わせたら間違いなくオシャレでカワイイんだけど、それは確実に男子受けが悪いやつになる。

　どういう服が男子受けするかは、時々チトセとトモヨが真剣な顔で話してるから、自然とあたしも知識としては理解している。

　要するに、分かりやすく〝女の子〟してる服装がやつらは好きなんだ。

　超しょうもないし古臭いし、価値観だっせえ！って思うけどそれが現実。他の男が相手だったらそんなダサいセンスは無視して着たい服を着るんだけど、まあ今日はリョウマだし、勇気出して誘ってくれたし、だったらあたしだって少しは服装に悩んであげてもいいかなーとか思っちゃう。

　しかし考えれば考えるほど分かんなくなってくる。

　とりあえずセクシー系は違うだろう。

　あたしが胸元の開いた服を着てハイヒールとか履いてったら、リョウマはドン引きすると思う。

　カジュアルすぎず、かといってドレッシーになりすぎず。

　そんなギリギリのラインを探すの、めっちゃ難しい。

　三十分経たっても、一時間経っても、あたしは服を決められずにいた。

　そして、だんだんと腹が立ってきていた。

　てか、なんであたしがリョウマのためにこんな頭使わなきゃいけないんだよ!!

　別にリョウマに頼まれたわけでもないし、あたしが勝手に悩んでるだけなんだろうけど、今頃あいつはごろごろと布団にくるまってスマホゲーでもやってるのかなと思うとムカつく。

　うーん……ダメだ。

　トップを決めてもボトムスが決まらなかったり。

　帽子をかぶるって決めたら全体のバランスが気になったり。

　だったらもう、シンプルであんま組み合わせを考えない感じで……

「ええい！　もうこれでいいや!!」

　積み重なった服の中からあたしは強引に一枚を引っこ抜き、それを答えってことにした。




　　　　†††




　そうしてデートの時間がやってくる。

　外は完璧なまでの快晴だけど、そのデート日和びよりって感じがあたしをちょっとばかり緊張させる。

　むうー。

　やな感じの言い方をすれば、これまであたしはどっちかって言うと相手を緊張させる側で、ちょっとばかり上から目線で「ふふんっ」って感じの余裕があったんだけど、今日はダメだ。

　家を出て駅に向かう最中でも、どっかでもうリョウマに見られてるんじゃないかと思ってしまって落ち着かない。

　渋谷駅から山手線に乗った。久しぶりの山手線は、相変わらずの混雑っぷりで、世界にはたくさんの人間がいるんだなあとか、安っぽい詩人みたいなことを考えてしまう。

　二十分くらい吊つり革かわにつかまってから、電車を降りた。

　リョウマはもちろん池袋自体が初めてだし、あたしは何度か来てるものの、いい感じに待ち合わせの場所を指定できるほどは慣れてない。

　いけふくろうとか母子像とか、駅には有名な待ち合わせスポットがあるけど、ネットで説明文を見てもどのあたりにあるのかぜんぜんピンと来ない。

　そうした事情もあって、あたしたちは絶対間違えない場所として、マツモトキヨシの前で待ち合わせることにした。

　これだったら駅から近いし、グーグルマップでも使えば絶対にお互い間違えることはない。

　人混みに合わせたスピードで歩き、東口に出る階段を駆け上がった。普段より小こ綺ぎ麗れいな格好をしているせいか、ちょっとばかり動きづらく、やっぱりあたしの基本形はジャージだったりスウェットだったり、ダンスに向いてる服装なんだなーと感じちゃう。

　地上に出ると、大きい道路をはさんだ反対側にマツキヨが見えた。

　そっちを目指して早足で進んでいく。

　待ち合わせの時間を五分くらい過ぎちゃってるので、少し焦り気味に。

　そうしてマツキヨの正面にやってくる。

　いた。

　リョウマはなんか、思いっきり目立ってた。

　たぶん、その近くにいる人たちも待ち合わせとかしてるんだろうけど、リョウマの周りだけぴかぴか光って、妙なオーラを発してる気がした。

　最初はあたしだけに見えてる錯覚とか幻みたいなもんかと思ったけど、どうもそういうわけではないっぽい。

　なんか、ナンパとかされてるし。

　最初は遊んでそうな二人組がにこやかに声をかけて、リョウマはキョドりながらもそれを断ってた。

　で、その三十秒後。

　今度は年上のお姉さんって感じの人が、あたしの位置にまではっきり聞こえる声で、友だちとイタリアン予約してたんだけどその子が来れなくなっちゃってよかったら付き合ってくれない、と明確なナンパをかましていた。

　リョウマはその話をうのみにして、キャンセルだとお店にも迷惑かかっちゃいますもんね、などと真面目に受け答えしていた。

　そのあたりであたしはもどかしくなって、ずんずん歩いてリョウマへ近づき、手をとった。

「すいません。こいつ、あたしと待ち合わせしてるんで。イタリアンは他の人探してくださいねー」

　思いっきりナンパ女をにらみつけて、またずんずんと歩いた。

「なんですっぱり断んないのさ。『これから僕デートなんで～』とか言えばいいじゃん」

「困ってる感じだったからさ、無視するのも悪いかなと思って」

「だーかーらー！　そもそも困ってないの！　友だちが来れなくなったとか、イタリアン予約してるとか、その辺の話、全部ウソだから!!」

「えっ、そうなの!?」

「当たり前でしょ。ナンパの常じよう套とう手段じゃん。何そんなのに引っかかってんの」

「え、待って、ルイ」

「なにさ」

「俺、ナンパされてたの？　経験ないから、そっちの方がびっくりなんだけど」

　ヤバい。

　あらためて気付く。

　本当にこいつはド天然なんだ。

　マジで育ち方を間違えたら、今頃はひどい女ったらしになって、五股とかするような男に成長していたかもしれない。

　きっとお母さんの教育と、静岡の環境がよかったんだろう。ありがとうございます。

「イタリアンの女の人も、その前に話しかけてきてた二人組も！　どっちもナンパ目的!!　もう、それくらい分かるようになってよね!!」

「ご、ごめん」

　む、言いすぎたかな。

　リョウマはうさぎのようにしゅんとして、背中を丸めてしまってる。

「ま、まあ。リョウマは背が高くて目立つし、その、結構なんて言うか、か、かっこいいから？　声かけられるのも仕方ないとは思うし、今回は許したげる」

　あたしは何度か台詞せりふを噛かみながら、とりあえずのフォローを入れておいた。

「ありがとう。ところでさ」

「ん？」

「ルイの今日の格好、めちゃくちゃ可愛かわいいね」

　唐突に、見えない角度から右フックを打たれた気分だ。

　完全に油断してた。

　いつもぼけーっとしててこっちの外見になんかぜんぜん興味なさそうなリョウマが、会ってすぐ服についての感想を口にしてくれるというのは完全に予想外だった。

　──結局、あたしはワンピースを着てデートに向かった。

　黒がベースで縦ラインが入ってるんだけど、肩から袖口にかけてはチェックになっている、シャレた感じのワンピース。

　それに赤のパンプスを合わせ、髪もアップ気味にまとめてみた。

　肩には少し大きめの黒いバッグをかけている。

　普段のあたしとはぜんぜん違う雰囲気になっていると思う。

　だからこそ緊張したし、リョウマが真正面から誉ほめてきたことがたまらなく嬉うれしかった。

「まあ、たまには気分転換ってことで」

　そんな風に言って誤ご魔ま化かしたけど、ほんとはもう抱きしめて頭を撫なでてやりたいくらいにリョウマがかわいい。

　デートでちゃんと相手を誉めるという基本をリョウマがこなしてきたのは意外だったが、結果オーライ。あたしはとても気分がいい。よくできました。

「うん、普段からルイは可愛いけど、なんて言えばいいのかな、今日はデートの時の服って感じがするっていうか……とにかく似合ってるし、すごい新鮮だ」

　はいはいありがと、と言って、あたしは歩き出す。

　本当はリョウマの格好とかも誉めたかったんだけど、照れくさすぎて無理。

　どこまで狙ってるのかもどれくらいお金かけてるのかも知らないけれど、リョウマの服装はなかなかにカッコよかった。

　ってゆーか、トータルとして、普通にめちゃくちゃイケメンだった。

　特別に派手とか、高いブランドものを身につけてるとか、そういうことじゃない。

　七分袖のＴシャツに黒のワイドパンツを合わせ、蛍光色のスニーカーを履いている。

　ただそれだけのシンプルなファッション。

　なのに、リョウマが着てるとそれだけで華やかになってしまう。

　顔立ちとか身長とかスタイルと合わせて、めちゃくちゃキマってしまうのだ。

　なるほどなあ、とあたしは思う。

　たしかにこれがひとりでボケーっと突っ立ってたら、声をかけたくなってしまうものかもしれない。

　あたしはほんとは「誉めてくれてありがと！　リョウマも超超イケてるよっ!!」とか言いたかったんだけど、キャラ的にそんなデレデレした台詞は吐けず、「リョウマもわりと七分袖似合ってんじゃん」と返すだけで精一杯だった。

　あたしたちはサンシャイン水族館を目指して、普段よりもちょっとゆっくりとした足取りで歩いていく。

　今日は別に、急ぐ必要なんか何もないんだ。

　太陽のぬくもりを目いっぱい受け止めながら、二人で歩く時間をゆっくり過ごせばいい。

「人多くて、はぐれそうだね」とリョウマが言った。

　それを聞いた瞬間、空気を読むのが得意なあたしの脳内でピピンと音がした。

　リョウマは今、はぐれないようにという建前のもと、手をつなごうとしている。

　たぶんネットで読めるデートマニュアルとかにやり方書いてあったんだろうなあ、とあたしは推測する。

　他の人に言われたら、めんどいとかうっとうしいとか思ったかもしれない。

　でも、不思議なことに相手がリョウマだと、デートのためにめちゃくちゃ下調べとかしたんだろうなあカワイイなあ、と思ってしまう。

　だからあたしは、自分の右手でリョウマの左手を握った。

「行くぞ！」

　勇ましい掛け声を上げてみる。

　デートっていうか、むしろ戦って感じの。

　リョウマはそれをスルーせず、

「おうよ！」

　と勢いよく返してくれた。

　お互いに手首がどくんどくんと脈打っているのを感じながら。




　晴れた祝日のサンシャイン通りは人が多くて歩きにくい。

　人混みには渋谷のスクランブル交差点で慣れてるつもりだったけど、別の土地に来るとやっぱ別のめんどさがあるもんだ。

　あたしたちはしっかりと手をつないだまま、ロッテリアやＡＢＣマートの前を通って目的地に向かっていく。

　サンシャイン水族館には、両親に連れられて小二か小三の時に来たことあるけれど、どんな感じだったかは覚えてない。

　あたしとしては、リョウマと回れるんならそれだけで楽しいし、水族館ってのはまあどこも似たようなもんだしねえって感じで、ぶっちゃけちょっと舐なめてた。

　──実際のサンシャイン水族館はすごかった。

　サメとかクラゲとかチンアナゴを見てるだけでも楽しかったんだけど、何よりあたしは、空を飛ぶペンギンに圧倒されてしまった。

　や、もちろん実際にペンギンがパタパタと羽根を広げたところで浮き上がったりはしないんだけど。

　でも、水族館の演出は、本当に「天空のペンギン」っていうキャッチコピーに恥じないものになっていた。

　あたしとリョウマの真上に巨大な水槽がある。

　何羽ものペンギンがそこをスイスイと泳いでいく。

　それは本当に空を飛んでるみたいで。

　不思議な光景だった。

　水の中を泳ぐペンギンと、池袋の高層ビルと、雲ひとつない青空とが全部まとめて視界に入ってくる。

　都会だからこそ成り立つおとぎ話だ。

　すごいね、きれいだね。

　かっこいいな、見み惚とれちゃうよ。

　あたしたちは茶ちや化かしたりすることなく、東京という街へ不意に現れた幻想的な光景にひたっていた。

　ペンギンたちが、とても自由に見えた。

　水族館とか動物園とかにいる生き物を見るのは好きだけど、なんとなく窮屈な印象を受けてしまうこともある。

　けど、ここにはそんな狭っ苦しさがぜんぜんない。

　群れをなして泳いでいくペンギンは、陸上を歩く時のよちよちしたイメージとはまったく違ってて、泳いでいる様子がひたすらに美しい。

　チラッと横を見ると、リョウマも真剣な顔で真上の水槽を見つめている。

　あたしと似たようなこと、考えてるのかもしれないな。

　ねえ、リョウマ。

　あたしが自由に生きられるのはあんたといる時だけなんじゃないかって、思うことがあるんだよ。

　学校でのあたしは明るいし、わりと頼られるし、友だちもいるし、男子にコクられたりもするけど、ちょっと違うんだ。

　あんたと出会うまでは、それが本当のあたしだと思ってた。

　ちゃんと笑えてるんだって思ってた。

　でもそうじゃなかったんだよ。

　あたしはこれまでずっと、作り笑いで上手に生きてただけで、本当に誰かを大事に思えるようなことはなかったんだ。

　だからずっと、息苦しい。

　チサトとトモヨには、真剣にダンスをやりたいって話したことが一回ある。

　だけど二人の反応は、そっかあ応援してるよ、くらいのもんで、それ以上あたしは真面目に話す気になれなかった。

　あたしの踊るところを見てみたいって、一回くらい言ってくれてもいいのになって思うよ。

「ルイ、飲み物買ってくるけど、何がいい？」

　休憩のためにすわったベンチでリョウマが訊きいてくる。

「うーん、爽健美茶」

「あるかなあ。なかったらウーロン茶とかでいい？」

「うん、ぜんぜんオッケー。ありがとう」

　リョウマと二人、ベンチで和みながら喉をうるおす。

「あのさ、変なこと訊いていいかな」とリョウマに尋ねてみる。

「なんでもどうぞ」

「前にリョウマ、デザインの仕事したいって言ってたよね」

「うん」

「それ、十年後の自分、叶かなえられてると思う？」

　んー、と喉を鳴らしながら、リョウマは手にしていたアイスのカフェオレをベンチに置いて、考えこんだ。

「前にさ、画家やイラストレーターになりたいわけじゃない、って話したの覚えてる？」

「うん、覚えてる」

「最近はちょっと考え方変わってきたんだ。やっぱり一番にやりたいのはデザインの仕事。企業のロゴとかオリンピックのエンブレムとか見てると、わくわくするんだよ。たとえばさ、フレンチファッションのブランドのロゴを作るとするとしたら、それだけでいろいろなこと勉強しなきゃいけないと思うんだよね」

「フランスの歴史とか？」

「そだね。文化や歴史を勉強して、そのブランドが服で何を表現したいのかを分かってからじゃないと、ブランドのロゴって作れないと思うんだ。面倒くさいこともあるだろうけど、俺はそうやって思いとか熱とかをデザインで表現したいって思ってる」

「うん」

「ただここんとこ、東京に出てきてからかな。描いたり表現してみたいものの幅が広がった気がする。油絵とかもやってみたいし、キャラクターのイラスト描くのにも前より興味ある」

「もしかしたら、マンガ描いちゃったりとか？」

「あるかもしれない。実際、マンガ読むのは好きだし。とにかくさ、デザインの仕事が一番やりたいってとこは変わんないけど、それ以外のことにも目が向いてきたって感じ。金の問題とかはあるんだけど、できれば美大行って、いろんな美術のこと勉強しながら将来について考えたい。そうやってるうちに、勝手に十年経たって、その時にやりたいことやれてればいいなって思う」

「そっかあ」

　相変わらず、リョウマの話はキラキラしてる。

　夢物語みたいなところもあるけれど、それならそれでいいじゃないかと思う。

　無邪気な目をしたリョウマは、夢を語ることもできない人たちの何万倍もかっこいい。

　空を泳ぐペンギンみたいだ。

　あたしは地上にいて、どこまでも広い空を進んでいくリョウマをただ見上げることしかできない。

「いいな、リョウマは。やりたいこと見えてて」

　ちょっと、愚痴っぽい言い方になってしまった。

「なに言ってんのさ。俺がこんな風に具体的な話できるようになったのは、ルイのおかげだよ」

「え、なんであたし？」

「ダンスがやりたいって、言ってくれたじゃん。口だけじゃなくて、実際めちゃくちゃ上手うまいし、知識もすごいあるでしょ。ルイがそうやってダンスに本気なのを見たから、俺も自分の未来について本気で考えられたんだ」

「そうなんだ」

　その台詞せりふがあんまりにも嬉うれしくて、リョウマの方を向けない。

　自分の夢を、未来を、認めてもらえるとこんな気持ちになるんだ。

　今すぐにでも、目の前のスペースで派手目のヒップホップを踊りたい気分だよ。

「そんなこと言われたら、あたしももっとがんばんないといけないじゃん」

「だな。うん、がんばればいいじゃん」

「簡単に言うなよー」

「十年後、俺は絵の仕事をやってて、ルイはダンスで暮らしてる。そんな未来、最高じゃね？」

　リョウマは冗談めかして言っているけれど、目はじっとあたしを見ていて、マジで叶えることができると思ってるのが分かる。

　だから、それにつられてあたしも、理想形の未来を夢見てしまう。

「リョウマの言う未来が実現したらさ、《世界の最深部》ってやつには近づけるのかな？」

「分かんない。でも俺、思うんだよ。《世界の最深部》ってのは、俺たちがぼーっと待ってても、向こうから歩いてきたりするもんじゃない。俺たちが考えたり動いたりして、何かを探していかないと見つからない気がするんだ」

　なんか、それを聞いて納得してしまった。

《世界の最深部》。

　退屈な今、退屈なこことは違う、本当に正しい場所。

　あたしたちはそこに近づいてるのかな？

　それとも逆に、遠ざかってたりするのかな？

　分からない。

　だけど。

　それでも。

　リョウマと一緒の船に乗っているなら、それが目的地へたどり着く前に沈んでも、後悔はしないだろうなって思えた。

「ところでさ、ルイ、ぜんぜん話は変わるんだけど……」

「イエスだよ」

「え、何が？」

「だから、今からリョウマが言おうとしてることに対して」

「俺がなんの話しようか分かってるってこと？」

「まあ、雰囲気でだいたい」

「ルイ、勘いいからな。でも、先に返事されたら俺がなんか馬鹿みたいじゃん。最後まで台詞、ちゃんと言わせてよ」

「むー、わがままだなあ。でもいいよ。ちゃんと聞いてあげる」

　んっ、んっとリョウマは何度か咳せきばらいした。

　そんでベンチから立ち上がってあたしの正面に立った。

「ルイ、俺はきみが好きだ。なんでって言われるといろいろ困るけど、ルイは俺が持ってないものをたくさん持ってる。ルイと一緒にいると、俺は自分に空いてる穴を埋めてもらって、マシな人間になれたって思えるんだ」

　茶化したりはしないで、真面目に聞く。

　ずいぶん遠回りしてるなあとか思うけど、熱のある言葉を受けて、あたしは動けなくなってしまう。

「それに、何より、ルイといると楽しい。俺は静岡にいた頃も、東京に来てからも、世界がモノクロに見えてた。くだらない世界で、くだらない生き方をしてて、でも自殺するような気力もない。そんなのが、俺だった」

　まるで、あたしの話を聞かされてるみたいだ。

　あたしにとっても世界は白と黒だけで、自分が生きてるんだって感覚を得られなかった。

　ひょっとしたらもうとっくに死んでて、幽霊みたいにさまよってるだけかもって、本気で考えたこともあるし。

「だけどルイと一緒にいると、世界に色がつくんだ。ルイがしゃべるたんびに、ルイがなんか行動するたんびに、赤とか緑とか黄色とか青とか、たくさんの色が世界を染め上げていく。生きることがそんなに悪いもんじゃないって思えてくる」

「そっか」

「俺の言ってること分かる？」

「ほとんど分かる。あたしとあんたはそっくりだ。くだらない世界から逃げたくて、逃げられなくて、それでもどっかで希望を信じてる」

「ルイのことが好きだよ。つきあってほしいんだ」

「言ったでしょ。答えはイエス」

　あたしは立ち上がってリョウマの正面に立ち、そのまま前に倒れるみたいにして顔を寄せた。

　三回目のキスだ。

　いや、四回目だったかな？

　もう忘れちゃったけど、別にいいや。

　これからは、数える必要もなくなるくらい、ずっと繰り返していくんだから。




　　　　†††




　あたしたちはしばらく池袋の街を歩くことにした。

「ＩＷＧＰって知ってる？」とリョウマが訊いてくる。

「何それ、知らない。プロレス団体かなんかの略称？」

「違うよ、『池袋ウエストゲートパーク』。俺たちが生まれる前だけど、すっごく話題になったドラマがあるんだ。原作の小説も大人気」

「それは舞台が池袋なの？」

「そうそう。カラーギャングっていう……色ごとにチーム分けされた不良の抗争を描いた感じのドラマ。題名の通り、池袋西口公園が重要な場所になってるの」

「それって、実在してる公園？」

「たぶん、そうだと思うけど」

「ちょっと調べる」

　あたしはスマホを取り出してグーグルの検索窓に池袋西口公園と打ちこむ。

　公園は実在していた。

　取り壊されることもなく、大勢の人を集めている。東京芸術劇場とセットになってるから、演劇やコンサートに行った後のカップルがベンチにすわって話してたりもするらしい。

「これ、駅の反対側だけど近いわ」

「俺、ちょっと行ってみたいんだけど」

「あたしも見てみたい、行こう」

　池袋駅の構内を抜けて反対側に出れるらしい。

　あたしとリョウマは、駅中で手をつなぐのはさすがに迷惑だし恥ずかしいということで、ちょっとだけ距離をとって歩いた。

　前から歩いてくる人たちのスピードが速い。

　正面からぶつかったら結構な事故になるねこりゃ、とか思いながら進む。

　東武百貨店のエスカレーターで地上に出た。

　少し歩くと、真ん中に大きな噴水のある広場に出た。

　池袋西口公園だ。

「うわ、本物だこれ。細かいとこは変わってるかもしれないけど、間違いなくドラマに出てきたやつだよ。なんかすげえ。フィクションの中に入りこんだ気分だ」

「あれだね、聖地巡礼ってやつだ。よかったじゃん、東京に出てきた甲斐かいもあったね」

「うん、めっちゃテンション上がる」

　さすがにリョウマほどではないけど、あたしもそれなりに気分を高揚させていた。

　代よ々よ木ぎ公園とか有あり栖す川がわ公園みたいに、広くて緑がいっぱいっていう場所ではないけれど、雑踏の中にぽっかり開けた空間があって、そこでみんながそれぞれの時間を過ごしているってのはなんか好きだ。

「ぜんぜん、カラーギャングとかいないね。むしろ治安いいじゃん。おじいちゃんとかおばあちゃんのカップルもまったりデートしてるよ」

「ドラマ放送されたの二十年以上も前だし。そりゃ雰囲気も変わるでしょ」

「たしかに」

　あたしはふと、小学生の頃に母親から聞いた話を思い出していた。

　当時から母親はあたしに大した関心を持ってはくれなかったけれど、それでも今と違ってそこそこ日常会話はしていた。

　そん時に、昔は渋谷ももっと治安が悪かったっていう話が出た。

　母親はチーマーとかコギャルとかよく分からない単語を使っていた。

　彼女が高校生の頃、高校生サークルってのが流行はやってて、いろんなところでイベントやパーティーを開いてたらしい。

　ガンガンお酒を飲むし、クスリに手を出す連中もたくさんいたという話だ。

　あたしはそれを遠くのおとぎ話のように聞きながら、心のどこかで、うらやましい話だなあと感じていた。

　別にクスリをやりたいとかはこれっぽっちも思わなかったけど、当時の話をする母親の顔は、あたしが知っている中で一番楽しそうに見えた。

　はっきりとは言わなかったものの、母親もきっとその高校生サークルとやらに混ざったりしていたんだろう。

　彼女の語り口は、まぶしかった自分の青春を思い出すような感じで、幸せそうだった。

　あたしは今、リョウマといて楽しい。

　五年先も十年先も、リョウマと一緒に出掛けたり騒いだり遊んだりして笑っていられたら、とっても素敵だなあと思う。

　けどそれは、きらきらした青春を過ごしてるってこととはちょっと違う。

　あたしはチサトとトモヨを友だちだと思ってるけど、親友ってのとは別だ。

　本当に困ったことやつらいことがあった時、きっとあたしはそのことを二人に話さない。

　向こうがあたしをどう思ってるかまでは分からないけど、きっとあたしたちは高校を卒業して別々の道を歩き始めたら、お互いのことを忘れてしまうね。

　学校の勉強は好きじゃない。

　部活をやりたいとも思えない。

　新しい友だちを作りたいなんて、考えたこともない。

　あたしとリョウマが一番似てるのは、お互いに人間と上手うまくやれないってとこだ。

　あたしはずっと、空気を読んで相あい槌づちを打って愛想笑いをすることで誤ご魔ま化かしてきた。

　リョウマはたぶん静岡でも東京でも、空気を読まないで率直な言葉を使うから、周りに疎まれたりもしたんだと思う。

　ちょっと、むかつくなあ。

　あたしはどう思われてもいいけど、リョウマがとっても素敵でカッコいいやつだってことは、もっとたくさんの人に知られてもいいはずだ。

　リョウマは見た目もいいし、頭の回転も速いし、何より人に対して誠実だ。

　不思議なのは、誠実な人間が好かれるとは限らないってこと。

　リョウマは人の話をちゃんと聞こうとする。

　クラスメートが冗談で「俺ももう死にてえよー」とか笑いながら言っている時、どんな風につらいのか、自分に助けられることはあるかって、真剣に相談に乗ろうとしたらしい。

　そんで笑われて、傷ついた。

　死にたいっていう人の力になりたかっただけなのに、なんで俺は笑われるのかな、とリョウマが悲しそうに言っていたのを覚えてる。

　リョウマ、あんたは何も間違ってないよ。

　誠実なのは、素敵なことだ。

　間違ってるのはセカイの方さ。

　あんたはたしかに不器用だけど、一生懸命で人間に優しくいようとしてる。

　困ってる人がいたら自分に得がなくても助けようとする。

　かっこいいじゃん。

　笑うやつらなんか、大っ嫌いだ。

　もしもあたしとリョウマがあと二十年くらい早く生まれて、もっとみんなが、街が、ワイワイやってるような場所にいたら、こんな面倒なことを考えなくてもよかったのかな？

　どっかに行きたいあたしたちは、地図さえ持っていないから、この場所で息をすることしかできない。

《世界の最深部》。

　きっとそこは昔をうらやむ必要もなくなるくらい、最っ高に刺激的で、最っ高に華やかな場所なんだろう。




　リョウマはちゃっかり、お店の予約をしていた。

　中華の点心が二千円で食べ放題のお店。

　あたしたちは翡ひ翠すい餃子ぎようざとかフカヒレ餃子とか小しよう籠ろん包ぽうとか大根もちとか海老えび春巻きとか空心菜の炒いため物ものとかをひたすらに食べ続けた。

　あたしも大概食べる方だけど、高校生男子の食欲って、すごい。

　ひと通りメニューの中で気に入ったものを食べて、いやあ流石さすがにもう限界だわーと思っていたところ、リョウマは店員さんを呼んで、チャーハンと汁なし担々麺と海鮮のおかゆを注文した。

　普通のやつよりちょっと少なめに出てくるとはいえ、あれだけ食いまくったのにまだ炭水化物を三種類もいけるんだってことにビビった。

　前に、父親がリビングで、四十を過ぎると炭水化物を食っただけで身体が重くなるなあ、と愚痴ってたことを思い出した。

　今はこんだけクマみたいにひたすら食欲を発揮してるリョウマも、そのうち食べる量が減ってしまうのかな。

　それを見た時あたしは、さびしいって思うのか、それともリョウマの変化を近くで感じられて嬉うれしいって思うのか。

　ふう、まったく予想もつかないね。




　たっぷりと池袋を満喫して、あたしたちは山手線に乗って、ホームタウンへ戻った。

　渋谷駅に着いて、三十分くらいかけて家の方へと歩いていく。

　だいぶ遅くなった。時計の針はもう、夜の十二時に差しかかっている。

　リョウマの方から積極的に手をつないできたので、これはなかなかいい傾向だな、なんて思う。

「ね、歩道橋寄ってかない。なんか飲みながら、もう少し話したい」

　リョウマのお誘いを断る理由はなかった。

「あ、でもあたし、一回家帰って着替えてきたいな。今日はさ、その、デート用の服選んだから、ちょっと動きづらいんだ」

　そう言うとリョウマはにやつきながら、ぷぷっと笑った。

「何がおかしいのさ」、とあたしはふくれっ面でたずねる。

「や、ルイらしいなと思ってさ。……うん、今日の服、すっごくかわいい。似合ってる」

「はあ、どうも」、照れながらあたしは応える。

「でもまあ、やっぱりジャージを着てるのが本当のルイって感じはするかも。あんまりにも見慣れすぎちゃったからかな。うん、この歩道橋で話すならお互い、もっとラフな格好の方がいいかもね」

　以心伝心。

　あたしが考えてたのとまったく同じことをリョウマは口にしてくれる。

「俺もさ、これでも今日のためにカッコつけたんだぜ。ネットで、ファッションのこととか調べたりして」

「ふふっ、そんくらい分かってるよ。……会った時に言い損ねたけど、リョウマもめちゃくちゃ似合ってる。ぶっちゃけ、惚ほれ直したぜ」

「そりゃ、よかった」

　あたしの千倍くらいリョウマは照れてて、真っ赤になった顔を見せたくないのかうつむいてしまっている。

「と、とにかく！　俺も普段着にきがえてくるから！　三十分くらいあとに、歩道橋の上でいいかな？」

「うん、おっけー。そんじゃ後でねー」

　あたしたちは道路の途中で反対方向に歩き始めた。

　すぐに家にたどり着く。

　なんだか、リョウマと一緒に小旅行へ出て帰ってきた気分だ。

「あー、疲れた！」

　自分の部屋へ戻って、ベッドに勢いよくすわった途端、そんな感じの声が漏れた。

　横になると、身体が布団にずぶずぶと沈みこんでいくのを感じる。

　満足ー。

　今日という日にとっても満足ー。

　だけどこのまま眠ってしまうわけにはいかない。

　リョウマとの約束のため、あたしは女子らしさをアピールした服をばさっと脱ぎ、普段通りのジャージを着てキャップをかぶった。

　姿見で全身を確認する。

　うん、ワンピースも悪くないけど、やっぱりこっちの方があたしらしい。

　踊ろうと思えばその場ですぐに踊れるような格好っていうのが、性に合ってるみたいだ。

　リョウマがジャージのあたしのことを、本当のルイって言ってくれたの、実はめちゃくちゃ嬉しかった。

　あたしの家から歩道橋までは歩いて十五分。リョウマの方は二十分。

　ちょっと踊ってから行こうかなと身体を揺らし始めてすぐ、スマホが振動した。

　当然、リョウマの名前がそこには表示されている。

　なんだろう。

　ちょっと遅れるとか、酔いつぶれたお母さんの介抱してから行くとか、そんなのかな。

　でも、なんとなく嫌な予感がして、あたしは慌てて通話ボタンを押す。

《もしもしリョウマ？　どした、電話って、なんかあった？》

《ルイ、ごめん。行けなくなった。こっちにもこないで絶対》

　後ろで男の人ががなり立てている。

　おらあ、とかふざけんじゃねえぞ、とか物騒な声が聴こえてくる。

　ガシャンと何かが割れる音がした。

　誰か、暴れているのかもしれない。

《え？　どしたの、なんかまずいの？》

《ごめん、とにか──》

　通話は途中で切れた。

　耳に当てているスマホからは、ツーツーと無機質な音が流れてくるだけ。

　どうすればいいかなんて、考えるまでもない。

　荷物をリュックに詰め替えて、背負う。

　ソッコーで家を飛び出して道路を駆けた。

　リョウマが来るなというのなら、それはなんかヤバいことになってるって話なわけで、だったらおとなしく家で待機なんかしていられない。

　デートでだいぶ精神力も体力も使ったけれど、女子高生のエネルギーは無限だ。

　どこまでだって走ってみせる。

　ハッハッハッ、と自分の呼吸音がはっきりと耳に届く。

　リョウマの家までどんくらい？

　十分、は厳しいかな。

　十五分以内には絶対着くようにする！

　さっきの声、聴いたことがない種類のやつだった。

　泣きそうな感じでもとぼけた感じでもなく、シンプルに一番重要な用事だけを伝えようとしてる感じ。

　季節はもう夏に差しかかろうとしている。

　空気がじめじめむわっとしていて、走っているあたしは汗をかく。

　水分補給をしたいけれど、駆けていく足を止めたくないという気持ちが勝った。

　そうして、あたしはリョウマの家に着く。

　セキュリティがなんにもなくて助かった。

　あたしは前来た時と同じように六階まで階段をダダッと上り、チャイムを連打する。

「リョウマ！　お母さん！　ルイです、いますか!?」

　ガンガンと金属製のとびらを叩くけど反応はない。

　ドアに耳をあててみる。

　中からはなんの音もしない。

　ここじゃ、ない？

　さっきの電話では……男の人の声と、それから、何か割れる音が聴こえた。

　ガシャン、ガシャンという乱雑な音。

　あれは、たくさんのガラスが割れるような音だ。

　たくさんのガラス……夜遅い時間……あれは、酒瓶？

　立ち止まっていても仕方ないので、また走る。

　駅前に向かって、夜の闇の中を駆けていく。

　リョウマのお母さんが言っていた駅前、って単語のことを思い出す。

　あのニュアンスは遠くの駅だったり、渋谷みたいなでっかいのを指してる感じではなかった。

　となると、リョウマの家から最寄りの駅前。

　たぶん、池いけ尻じり大おお橋はしだ。

　駅前に出ると、祝日ということもあって、ぎらぎらとネオンが照らす街の中に大勢の人が集まっている。

　スーツ姿の人はほとんど見られず、男の人も女の人も私服で、お酒を飲んだり仲間内で盛り上がることを楽しんでいる。

　どいつもこいつも、声が大きくてうるさいな。

　あたしは普段から夜に行動してるけど、それはひとりが好きだからだ。

　こういう、人がたくさん凝縮されたような場所に来るのは、やっぱり苦手。

　路地裏に入って、スマホで検索をかける。

〝スナック　池尻大橋　リリス〟

　出た。

　あっさり出た。

　あたしのいる開けた場所から裏路地に入ってすぐ！

　あたしは人混みを避けて、空いている場所を回りこむようにして走り出す。

　そうして入った路地に、〝Ｂａｒ　リリス〟と書かれたピンクの看板を見つけた。

　スナックに入ったことがなく、どんな場所なのかも上手うまくイメージできないので、ちょっとばかりその場でためらう。

　──瞬間、頭の上でガシャアッと大きな音が鳴った。

　見上げると、明かりの点ついた店舗の窓が、思いっきり割れている。

　あたしの立っているところにまでバラバラと大きめのガラスの破片が降ってきたが、ラッキーなことに当たったり刺さったりはしなかった。

　ビンゴだ。

　あそこにリョウマがいる。たぶん、リョウマ母も。

　雑居ビルの階段を一段飛ばしで跳ねるように駆け上がって、どことなく威圧感のある、スナックのとびらを開けた。

　一目見て、クソみたいな状況なんだって分かった。

　足が震えている、頭に熱が上がってくる。

　それでも、あたしは冷静にならないといけない。

　落ち着いた頭で状況を分析しないといけない。

　この場にいる人間は五人。

　あたし、リョウマ母、おそらく同僚の女の人、リョウマ、それからヒゲを生やした体格のいい男。

　リョウマ母と女の人はカウンターの中で泣いている。

　テーブルも床もめちゃくちゃだ。

　ビンやグラスが割れて、破片で危ない上にびしょびしょになってしまっている。

　そんで、リョウマ。

　リョウマはヒゲの男に胸倉をつかまれ、恫どう喝かつされていた。

「とっとと吐けこらあ！　おまえしかいねえんだよ、持ってったのはあ!!」

「だから、なんにも知らないって、言ってるじゃないですか……」

「間違いなく、この店に来るまで包みは持ってたんだよ！」

　ヒゲがリョウマにひざ蹴りを入れたり頬ほおを殴ったりしてる。

　どうしよう。

　後ろから飛び蹴り喰くらわせてやろうかと思ったけど、あたしとヒゲじゃ体格が違いすぎる。

　さすがに一発でＫＯはできないだろうし、その後ボコボコにされるのがおちだ。

　それに、今はもっと優先してやるべきことがある。

「お母さん」

　あたしはリョウマ母のもとへ駆け寄った。

　リョウマ母も、その奥にいる女の人も顔をだいぶ腫らしている。

　血は出ていないけれど、もしかしたら骨に異常があったりはするかもしれない。

「あれえ、ルイちゃんだあ。悪いね、面倒ごとに巻きこんじゃって……」

「どうしたんですか。なんであの男の人、あそこまで暴れてるんですか」

「銃がね、なくなったんだって」

「銃」

　ギクリとした。

　それはまさに、最強のおもちゃって感じで、リョウマが持ってきたものだ。

　そうすると、あのヒゲが杉すぎ本もとってヤクザか。

　あたしはヤクザの世界の常識とかルールとかぜんぜん知らないけど、銃をなくすってのがとんでもなくまずい事態だってことくらいは簡単に推測できる。

　自分の銃だったのか、他の人間に渡すための銃だったのかは知らない。

　けど、こんなに店をめちゃくちゃにして、三人の人間に暴行を働くってことは、なくした事実が偉い人にバレたらとんでもないことになるんだろう。

　それこそ、殺されちゃったりするのかもね。

　でも今、あたしは杉本の未来についてまで考える余裕はなかった。

　目の前で怪け我がして泣いている女性二人をとりあえず助けなきゃって意識でいっぱいだった。

「とりあえず外に逃げましょう。それで警察呼んで……」

「待って！　警察は、やめて」

　奥にいた女性が大声であたしを止めた。リョウマ母が、この人が店のママでオーナーだよ、と教えてくれた。

「警察を呼んでこの場をおさめてもらっても、そんなことしたら店もあたしも確実にヤクザから目ぇつけられちゃう」

「でも」

「細々とやってる店なんだ。ヤクザににらまれてるって知ったら他のお客さんは来なくなっちゃうし、安心して商売するなんて到底無理だ。お嬢ちゃんの言ってることは正しいんだと思うよ。でも、それは止やめてちょうだい」

　自分たちが殴られて、

　従業員の息子が殴られて、

　今も暴れているっていうのに、

　みんなの安全を守るのが仕事のはずの警察を呼ぶこともできない。

　クソみたいな世界だな。

　あたしはボソッと小声でそうつぶやいた。

　ヤクザもクソだし、オーナーの女性もクソだし。

　彼女の言ってることも分かるな、って思ってしまうあたしもクソだ。

「分かりました。警察には連絡入れません。でもとりあえず二人は逃げてください。顔、本当にひどいことになってますから。できれば、病院に行ってほしい」

「ルイちゃん……」

「お母さん、だいじょうぶっすよ」

　あたしはその場にふさわしくない、元気ハツラツで超絶かわいい笑顔を浮かべた。

「リョウマはちゃんとあたしが守りますから。だいじょうぶ、あたしケンカもその辺のヤクザより強いし、コミュ力も高いって教師に誉ほめられまくりなんですから」

　ほとんど嘘うそで塗り固めた台詞せりふだったけど、意識が朦もう朧ろうとしているリョウマ母はそれで納得してくれた。

「ルイちゃん、リョウマのことお願いね。ごめんね、だらしない母ちゃんでね」

「そんなことないですよ。リョウマもそんな風に思いませんよ。だから急いで、安全なところに行ってください」

「ありがとう」

　リョウマ母はあたしにぺこりと頭を下げてから、オーナーさんに肩を貸すようにして店の外へ出ていった。

　その動向に、さすがにヤクザも気付く。

「こらぁ！　なに逃げとんじゃあ!!」

　ったく、下品な声だな。

　低くて野太い声で脅せば、大抵のやつが自分にしたがうと思ってやがるんだ。

　マジ最低。あたしは、こういう大人が一番嫌い。

「あーあー、ちょっと待ってください。逃げるように言ったのはあたしで。勝手なことしてすいませんね」

「おまえはなんじゃい」

「あたしは……今、あなたが胸倉つかんでる男の子の友だちです」

「どうでもいいから消えろ。今こっちは大事な話をしてるんだ」

「や、それは分かるんですけど、あたしもほら、友だちがずっと殴られてるの見てるだけってわけにはいかないし。いったん落ち着きましょう。すぐにお茶とかコーヒーとか淹いれてきますし。ちょっと冷静に話しながら……」

「やかましい！　おまえからタコ殴りにすんぞ！　女だから殴られないなんてこたぁねえからな!!」

　その時、あたしは初めて正面から杉本の顔を見た。

　あたしが嫌いな、〝これぞヤクザ〟って感じの面構えをしている。

　眉間にしわを寄せて、目を細めて、相手に恐怖を与えようといろんな工夫をしている。

　おまけに左頬からこめかみにかけて大きなタトゥーが入っていて、あたしはタトゥー文化そのものは結構好きだし憧れてもいるんだけど、目の前にいる男が入れてるやつは生理的に無理。超キライ。

　杉本はあたしの方を見つつも、リョウマから手を離さない。

　意識が飛ぶくらい殴られてるんじゃないかって心配だったけど、リョウマの目はあたしをしっかりとらえていて、そんなにヤバい状態じゃあなさそうだ。

「ルイ！　俺はだいじょうぶだから帰ってろ！　だいじょうぶだ、ちゃんと杉本さんも分かってくれるはずだから、だいじょうぶだ」

　リョウマは何度もだいじょうぶって繰り返したけど、だいじょうぶなわけないじゃん。

　銃を盗んだ犯人がリョウマだって、目星付けてるから杉本だってここまでやってるんだ。

「もう一回訊きくぞ、小僧。一昨日おととい、店に最後まで残って後片付けしてたのはおまえだなあ。俺が酔っぱらって目を覚ました時、女二人はもう帰宅してて、おまえが水飲ませてくれたもんな。その時だろ？　おれが持ってたブツ、おまえがパクったのは」

「何回も言ってるでしょ。俺、なんも知りません」

　リョウマがこのまま黙っていれば、杉本は彼を半殺しにするまで止まらないだろう。

　こいつだって、命がかかってるかもしれないんだ。

　もちろん、あたしはこの状況を放っておくことなんかできない。

「や、すいません。ちょっと、一回落ち着きましょう」

　あたしはリョウマと杉本のあいだに体当たりするみたいな形で、二人を物理的に離れさせた。

「状況を整理しましょうよ。こいつ、リョウマ、銃を盗むなんて大それたことできるわけ──」

　あたしの言葉はそこで途切れた。

　思いっきり、杉本に殴られたからだ。

　あはは、マジで男女平等なんだね。

　平手打ちは何度かされたことあるけど、男からグーで思いっきり殴られるのは初めての経験だった。

　ふざけやがって。てめーにもおんなじ痛み味わわせてやんよ。

　そう思って立ち上がろうとするが、立てない。

　あれ、なんかおかしいな。

　両足ががたがた震えて、力が入らないんだ。

　そっか。

　情けないけど、あたしは目の前にいるヤクザが怖いんだ。

　殴られるとこんな風に吹っ飛ばされるってことも、ほっぺたの骨が削れるんじゃないかってくらい痛いことも、あたしはなんにも知らなかった。

　杉本はあたしなんか目に入らなかったみたいに、床へ倒れているリョウマへ馬乗りになって、さっきよりも体重の乗ったこぶしを振り下ろした。

　何度も。

　何度も。

「やめてよ！　やめてくれよ！　リョウマが死んじゃうよ!!」

　あたしは鼻水と涙で顔をべしょべしょにしながら、今自分にできることとして、思いっきり叫んだ。

　お願いだよ。

　そいつはあたしの大事なやつなんだ。

　生まれて初めてできた彼氏なんだ。

　これからずっと、このろくでもない世界で一緒に生きていきたいって思えたやつなんだよ。

　そんな風に心の中で思っても、ヤクザに届くわけはない。

「ルイ、逃げ、て……お願い、だから……」

　ボコボコに殴られながら、リョウマはあたしを心配してくれている。

　なんて、愛されてるんだあたしは。

　ありがとね、リョウマ。

　リョウマ母に会わせてもらった時も、緊張はしてたけどめちゃくちゃ嬉しかったんだよ。

　大事なお母さんに紹介できるくらい、あたしのことを大事に思って信用してくれてるんだなって。

　あんたは今、あたしを守ろうとしてくれてる。

　ヤクザにボコられてるのに、自分のことよりあたしの方を優先してくれてる。

　だったら、あたしも──

　あたしの覚悟に応えるように、

　足の震えはぴたっとおさまった。

　あたしは背負ってきたリュックの中から、重い鉄のカタマリを取り出す。

　杉本には気付かれないように、そっと、ゆっくり、静かに。

　こんなことになるんだったら、あたしもリョウマと一緒に高架下で一発撃っておけばよかったな。

　まさか練習なしに本番を迎えることになるとはね。

　外したらシャレになんないな。

　銃を奪われて、殺されるのはあたしの方かもしれない。

　そんな、とんでもなくおっかない状況にもかかわらず、あたしの心は落ち着いていた。

　思いっきりグーパンされたことで、かえって冷静になれたみたいだ。

　女だからって、ナメんなよ。

　すうっと、銃を持った右手を上げる。




　じりじりと杉本の方へ近づいていく。

　あと二歩で、相手に触れるってくらいに近い距離。

　そこであたしは、

　銃に弾倉が入っているのを確認し、

　狙いを定め、

　しっかりと構え、

　このふざけた世界への文句をすべてぶつけるような気持ちで──




　──引き金をひいた。




　もっとすごい反動が来るかと思ったけど、そうでもなかった。

　手のひらで重いボールを受け止めた程度の衝撃だ。

　弾丸はしっかりと発射され、そしてあたしの狙い通り、

　杉本の右肩をぶち抜いていた。

「ぬあああああああああああああ!!」

　杉本の悲鳴が店内に響き渡った。

　鮮血が宙を舞い、店の床を赤く濡ぬらした。

　肩からはドクンドクンと音が聴こえてきそうなくらい、勢いよく大量の血が漏れ出している。

　はあ、はあ、はあ。

　あたしの呼吸は緊張と、恐怖と、興奮とで、荒い。

「リョウマ!!」

　銃を撃った混乱がおさまらない脳みそをシャキッとさせて、あたしはリョウマの名前を呼んだ。

「立てる？　動ける？　生きてる？」

「なんとか、生きてる。それより、ルイ……」

「話はあとだよ！　逃げなきゃ、ここから」

「でも、どこに」

「とにかくどっかに！」

　リョウマの腕をつかんで、強引に立たせた。

　顔は赤く腫れている。

　頭も殴られたり蹴られたりしてるだろうから、脳震とうの心配もあるし、本当はこの場でゆっくり寝かせてあげたい。

　けどそんなんやってたら、あたしもリョウマもまとめて殺されちゃう。

　正面から戦っても勝てないし、なんだったら、あいつも銃を持ってる可能性はぜんぜんあるんだから。

　半分階段を転げ落ちるみたいにして雑居ビルを出た。

　路地を抜けたタイミングで空車のタクシーがこっちに来るのが見えたので、あたしは両手をぶんぶん振り回してそれを止め、中に乗りこんだ。

　どうしようかな。

　あたしの家には連れていけない。リョウマの顔を見ただけで両親は警察を呼びそうだし、すぐに追い出される可能性も高い。

　だったら。

「リョウマの家に行こう。鍵とかは持ってる？」

「うん、あるよ」

　運転手さんに住所を伝え、リョウマの家に向かってもらう。

　タクシーを走らせている最中もあたしはそわそわして、何度も背後を確認した。

　あの杉本という男が、すぐ後ろを追ってきていないか、怖くてたまらなかった。

　十分もかからないで着いたのに、すごく長い時間、乗っていた気がする。

　あたしはスマホを使って会計をすませ、リョウマと一緒に駆け足気味で団地の中へ入った。

　エレベーターがないってことが、今はちょっとばかりしんどい。

　リョウマから鍵をあずかって、ささっとドアを開け、中に入る。

　万が一のことを考えて、すぐさま鍵を閉めた。

「お母さん、いますかー？」

　リョウマ母が帰ってきているかもしれないと考えて呼びかけてみたが、返事はない。

　おそらくオーナーさんと一緒に、別の場所へ避難しているんだろう。

「リョウマ、平気？　頭、ぐわんぐわんしない？」

「だいじょうぶだよ。さっき、店出る時はちょっとふらついたけど、もう元気。どっちかというと、普通に顔とか腹が痛いよ」

　リョウマの顔はズタボロだった。

　両りよう頬ほほは腫れているし、くちびるは切れて血を流している。

　ただ、あのヤクザもリョウマを殺したりするつもりはなかったんだろうな。

　そんなことしたら、銃の隠し場所とかを知っててもしゃべれなくなっちゃうもん。

　血のついた服を着替えるついでに、リョウマに薬箱を持ってきてもらい、傷を消毒したり、ジップロックに氷を入れてほっぺたに当てたりした。

「ルイは、顔とか痛まない？」

「だいじょうぶ。ぜんぜん平気だよ」

「銃、撃たせちゃって、ごめん」

「なんで謝るのさ。彼氏のピンチを救うためだもん。ふつーのことでしょ」

「……そうだな。ふつーのことだ」

「後悔なんか、なんもないよ。むしろ……あたし、銃をぶっ放した瞬間、めちゃくちゃ気持ちよかったよ」

「そうなの？」

「うん。もちろんさ、人間を撃って、怖いとか悪いことをしたとか、そういうことも考えた。でもそれ以上に、スカッとしたんだ。上手うまく言えないけど、無敵になった気がした。この銃があればなんでもできる、退屈な世界にでっかく風穴を開けることができる。そんな風に、思えたんだよ」

「俺も高架下で銃撃った時、似たようなこと感じた。どんだけ喧けん嘩かが強いやつだろうと、どんだけ偉いやつだろうと、俺がこいつを使えば倒せるんだって感覚。ルイと一緒だよ。無敵になった気分だった」

「あたしたちって、どっかおかしいのかな？」

「おかしいのはセカイの方だよ。おかしいセカイにおかしいって言われるんだから、俺たちはふつーで真っ当ってことだ」

　そう言ってリョウマは、歯を見せて笑った。

　つられて、あたしまで笑顔になってしまう。

「どうする？　これから」

　さて、真面目な話をする時間だ。

　下手したらこのリョウマの家だって、すぐに安全じゃなくなるかもしれない。

　あの杉本ってヤクザの知り合いとか舎弟とかが、逃げていくあたしたちを目撃してたら、すぐに追いかけてくるだろうからね。

「俺、警察を頼るのは止やめた方がいいと思う」

　リョウマが強い口調で言い切った。

「母さんとかオーナーさんの心配をしてるってだけじゃない。一番危ないのは、ルイだよ」

「うん、間違いないね」

「俺はヤクザのこと詳しいわけじゃないけど、最低限のメンツを守らなきゃいけないってのはあると思うんだ。ヤクザがさ、女子高生に銃盗まれて、背後から撃たれましたなんて、面目丸つぶれじゃん」

「杉本は、血まなこになってあたしを探すだろうね。仲間とか部下とかも総動員するかも」

「警察に言ってさ、もし杉本が逮捕されても、ルイへの恨みは絶対消えないよ。刑務所に入ったって、わりとすぐ出てくるでしょ。銃を所持してたのと、店で暴れたってくらいなんだから」

「まいったねえ。おっかない」

　おっかない、と口には出してみたものの、あたしはこの状況をぜんぜん怖がってはいなかった。

　恐怖とか不安より、わくわくの方がずっと強い。

　何かが変わる気がする。

　何かを変えられる気がする。

　まだ手に感触が残ってる。

　鉄の重さ、トリガーを引いた時の反動。

　あたしとリョウマが持ってる、最強の武器。

「逃げよっか」

　その台詞せりふは、あまりにも自然にあたしの口から飛び出した。

「そうだね、逃げよう」

　さすがにリョウマからストップが入ったり質問が飛んできたりすると思ってたが、彼氏さんは一も二もなく首を縦に振ってくれた。

「リョウマ、ほんとにいいの？」、念のためにあたしは確認する。

「いいよ。ここに、この世界に退屈してるのは、ルイだけじゃないんだ。静岡での毎日はつまらなくて、母さんが東京に行くって言った時はこれで何かが起きると思った。でも、なんも変わんなかった。つまんない学校、つまんないクラスメート、つまんない世界。俺が落ち着くのは、自分の部屋で絵を描いたりデザインを考えたりしてる時だけだ」

「リョウマがあたしと同じ気持ちなのは知ってるよ。たださ、お母さんのことは、いいのかなって。ぜんぜん馬鹿にする意味とかじゃなくてさ、リョウマは、お母さんのこと大好きでしょ。あたしもあの人好きなんだ。よそよそしい感じとか、あたしがどういう人間なのかチェックしてくる感じとかぜんぜんなくて、ほんとに対等な友だちみたいに接してくれた」

「昔からああいう人だよ。だらしないし、いろんなことが雑だけど、本音で人としゃべるからわりと好かれるんだ」

「ヤクザから逃げるってさ、きっと簡単なことじゃないよ。少なくともあたしは、二度と東京に戻ってこれないだろうなーくらいの覚悟をしてる。リョウマはそれでいいの？　お母さんを置いてどっか遠くに逃げて、後悔しないって言える？」

「後悔しないよ」

　即答だった。

「ルイの言う通り、俺は母さんのことが好きだし、大事だよ。それでもさ、母さんといても、俺の心にぽっかり空いた穴は埋まらない。この世界がつまらなくてむかつくって感覚が消えてくれない。だから、申し訳ない気持ちはあるけど、俺は母さんを置いてルイと一緒に逃げるんだ」

「ん、分かった。リョウマがそれでいいなら、あたしはもうなんも言わないよ」

　どこを目指そうか、という話になった。

　あたしは北海道に行ってみたかったからダイレクトにそう伝えたんだけど、遠いし寒いし、何より逃避行で北に行くってのがダサいから嫌だというリョウマの言葉で一蹴されてしまった。

「じゃあリョウマはどこ行きたいのさ」

「俺？　俺は……福岡」

「福岡？　なんで？」

「本場のとんこつラーメンを食べてみたい」

「アホか！　グルメ旅行じゃないんだよ」

「そんなこと言われても、行きたい場所なんて急には思いつかないよ！」

　まあ、それはそうだ。

　そもそも彼氏彼女で旅行なんてイベント、普通はもっと後に来るもんじゃない？

　まさかちゃんとつきあってから一日も経たたないうちに旅行の予定を立てなきゃいけない羽目になるなんてね。

　しかも、失敗したら命を失うようなヤバい旅行。

　なかなかシビれるね。

「あっ」

　リョウマが何か思いついたように声をあげた。

「どした。行きたいとこあった？」

「行きたいとこってのともちょっと違うんだけど、伊い豆ず」

「伊豆かあ。なんで、温泉入りたいとか？」

「温泉は魅力的だけどそうじゃなくて。伊豆にさ、恋人岬って場所があるんだ」

「めっちゃそのまんまの名前だね」

「茶ちや化かすなよ。とにかくさ、静岡の高校でクラスメートが話してたんだけど、そこに行ったカップルは愛情がマシマシになって、一生一緒にいられるんだってさ」

「何それ、最高じゃん」

「しかもさ、そこ、別の呼び名があるんだ。今思い出した」

「どんなの」

「《世界の最深部》」

　マジかよ。

　たとえ、地元の人が適当につけた名称だとしても、このタイミングでそんな場所の存在を知ることになるなんて、こりゃあもう運命だ。

　呼ばれてる。

《世界の最深部》が、あたしとリョウマにこっちへ来いって呼びかけてるんだ。

「行こう！　そこ行くしかないじゃん！」

「だな、とりあえずの逃亡先は決まりってことで」

　リョウマとあたしはネットで日本地図を開いて、恋人岬の位置を確認した。

　伊豆半島の西端って感じの場所だ。

「リョウマ、元静岡県民なんだから土地勘あるでしょ。行き方調べてよ。あたし、地図とか電車の路線図見てると頭痛くなってくるんだよね」

「あのねえ、静岡って横にめちゃくちゃ長いんだぞ。俺が住んでたのは愛知県に近い西の方で、伊豆とは相当距離あるんだ」

「とりあえず伊豆半島に行ければいいんだよね？」

「そうだな。お、公式ホームページみたいなのもあるぞ。……ふんふん。そんなに行き方むずかしくないな。えー、まず修しゆ善ぜん寺じの駅に行きます」

「どこよ修善寺？」

「え、修善寺知らない!?」

「マジ!?　そんな反応されるくらい有名な場所？」

「えー、どうかな。俺が静岡いたから当たり前のように知ってるってだけかも」

「ふーむ、とりあえずどっから電車乗ればいい？」

「品川にまず行く。そっから東海道新幹線で三み島しま駅に行って、伊豆箱根鉄道の駿すん豆ず線に乗ればオーケー。ぜんぶで大体二時間くらいで修善寺まで着くよ」

「いいねえ、わりと近いじゃん」

「あ、でも恋人岬まで行くのはもうちょい面倒だな。修善寺からバスで七十分」

「そんくらい、ぜんぜんいいよ。あたしとリョウマが話してれば、七十分でも七百分でもあっという間に過ぎちゃうじゃん」

「……ま、そうな」

　返事をする時のリョウマは照れ臭そうで、あたしはその様子を見て嬉うれしくなる。

　ほんとに、そうなんだ。

　リョウマとはいくら話してても飽きるってことがない。

　お酒を飲んだりクスリやったりしてるわけでもないのに、あたしたちはいつだってテンション高くて、深夜から明け方までいくらでも会話を続けられた。

　あたしはダンスの話をしたり。

　リョウマはデザインの話をしたり。

　もちろんお互いに深いことは分からないんだけど、それでも真剣に聞いて、真剣に質問したりした。

　あとは前の日に観みたアニメ映画がよかったとか、最近面白いゲーム実況者がいるとか、始まったばっかりの医療ドラマが泣けるとか、そんなことを適当につらつらと話す。

　あんまり好きな言葉じゃないけれど。

　きっとあたしにとってのリョウマは、運命の人ってやつなんだ。

　リョウマの方もそんな風に感じてくれていたら嬉しい。

「宿は修善寺の近くでとればいいかな。どうなんだろう、直前に予約の電話してとれるもんなのかな」

「うーん、全部が埋まってるってことはないでしょ。あたしはでっかい露天風呂があれば、それだけでいいし。何かしら見つかるよ」

「おっけー、じゃあ修善寺駅で検索して……あ、忘れてた」

「なに？」

　リョウマは深刻そうな顔で、青ざめている。

「俺さ、お金、ぜんぜんないや。母さんも貯金とか、ほとんどないと思う」

「あー、そっか。お金」

　浮かれてて、そのことをぜんぜん考えていなかった。

　あたしたちはしょせん働いてもいない高校生で、こういう時、交通費だったり食費だったり宿代だったりが払えなくて、計画が詰んじゃったりするもんだ。

　あー、やっぱり高校入った時点でバイトしておけばよかったな。

　やってみたい仕事はいろいろあった。

　クレープ屋の店員、近所のお好み焼き屋さんのホール、時給のいいコールセンター、あとは半分ネタみたいなもんだけど、読モとかアイドルやってちやほやされる自分を妄想したこともある。

　高校に受かってすぐ、バイトをしたいって親に相談した。

　父親は言った。おまえはなんでそんなに頭が悪いんだ、って。

　いい大学を出ていい企業に入ればもっといい収入が入るのに、勉強時間を削って高校時代にバイトをやるようなやつは将来が見えてないただのバカってのが父親の考えだった。

　今思い出してもクソみたいな考え方だなーって思うよ。

　本気でアルバイトして、働くことの意味とか楽しさとかダルさを早いうちに知っておくとか、バイト先で一生モノの友だちができるかもしれないとか、そういう発想は父親にも母親にもなかった。

　ただまあ。

　親がそういう考えをする人間だったおかげで、リョウマとの逃避行に必要な資金にも困らずに済むんだけど。

「うっし。リョウマ、あたしいったんウチに戻ってくるよ」

「え、いま？　危ないよ。なんの用事で？」

「資金調達だよ」

　すぐ戻るからと言って、あたしはリョウマの家を飛び出した。

　スニーカーに履き替えといてよかった。

　デート用のパンプスじゃ、全力疾走なんかできやしないだろうから。

　普段と同じようにドアを開け、バタンと音を立てて閉じた。

　ただいまもおかえりもない。

　リビングには誰もいない。

　ひたすらに冷たい空間が広がっているだけだ。

　でも、この光景も最後なのかもしれないと思うと、少しだけさみしくなった。

　あたしはリビングを通り抜けて、そっと母親の部屋へ入る。

　ベッドで寝ている彼女にかなり大きな音を立てても起きないほど、眠りが深い。

　ブランドもののカバンが、化粧台の横に置いてある。

　そこから赤い財布を出して、中のキャッシュカードを抜いた。

　財布を元に戻し、ちょっと自分が緊張してるのを自覚しながら、ささっと部屋を出た。

　もう一回、リョウマの家へ戻る。

　いくつか不安な要素があるせいか、走っているあいだ、さっきよりも身体を重く感じた。

　チャイムを押すと、リョウマはすぐ出迎えてくれた。

「お帰り」

「ただいま」

　こんなたわいもないやり取りなのに、すごく貴重なものなんだって感じる。

「リョウマ、コンビニに行くよ」

「うーん、危ないから出歩かない方がいいと思うんだけど」

「いいから！　早めに確認しておきたいことがあるの」

　あたしたちは駅から反対方向の、しかも歩いて三十分くらいかかるコンビニに向かった。

　あんまり近くだと、ヤクザさんに見つかる可能性が高くなるからね。

　あたしは自動ドアが開くと、ＡＴＭに直行して、母親の財布から抜いてきたキャッシュカードを差し込んだ。

　前に使った時に教えてもらった暗証番号をささっと入力する。

　０８１５。

　あたしの父親の誕生日だ。

　わざわざそんな数字を暗証番号にしてるって、なかなかにキモいね。

　そのまま取引を進めて、あたしは、一日当たりの限度額になる五十万円を引き出した。

「ちょ、待って。五十万って……すごいな、こんなにアッサリ引き出せちゃうもんなんだ」

　リョウマは相当びびってたけど、あたしだって別に平常心を保ててたってわけじゃない。

　たしかにウチの親は金持ってるけど、あたしに大量の小遣いをくれてたとか、そんなことはないしね。

　五十万を手に取ると、思わずゴクリと唾を飲んだ。

　とりあえず、テキパキ作業をしないといけない。

　店員に不審に思われたりしても面倒だから。

　ひとまずは、これだけあれば十分だ。もうじき、新幹線も動き出す。

「お金、たくさんあるねえ」

「たくさんあるな」

「このまま、伊豆に行こう」

「いいよ」

「いったん帰らなくていいの？　大事なものとか、絶対持っていきたいものとか、ないの？」

「ないよ。着替えはどこででも買えるし。洗面用具もすぐそろうし。このまま行ける」

「ほんとに、いいんだね？」

　あたしの声は、自分でも分かるくらいに不安げだった。

「ルイ、逆に訊ききたいのは俺の方だよ。今だったら、俺が銃持ってヤクザに謝りに行けばそれで済むかもしれない。まあ、殺されるかなーとは思うけど、ルイを巻きこまないようにできるとは思う」

「そんなの、あたしが認めるわけないでしょ」

「うん、そう言うと思った。でも、ルイは引き返せるんだよ。このまま俺と逃げたら、家族を捨てて、学校を辞めて、友だちとも離れて。これまでの人生でルイが築いてきたもの、全部なくなっちゃうんだぜ。ルイは、それで本当にいいのかよ」

「それで本当にいいのだよ」

　あたしは即答した。

　考えるまでもない。

　あたしにとって本当に大事なのはリョウマとの時間だけで、他に守りたいものなんて特にないのだ。

　まともに会話もできないくらいに冷め切った家庭なんか大嫌いだ。

　生徒のことより自分たちの利益を優先する教師なんか大嫌いだ。

　なんの意味があるのか説明されないまま、ただ進んでいくだけの授業なんか大嫌いだ。

　当たり障りのない会話と作り笑いだけで、適当な時間を過ごしてるクラスメートが大嫌いだ。

　あ、でも、チトセとトモヨのことは、ぜんぜん嫌いじゃなかったよ。

　むしろ二人とも、わざわざあたしに話しかけてくれてありがとう、って気持ち。

　今だったらさ、二人の恋バナにきっとあたしも混じれるよ。

　そうしたら、これまでよりもずっとずっと仲良くなって、親友くらいまで距離縮められてたかもしれないね。

　だけど、ちょっと遅かった。

　リュックだけを背負って、あたしはリョウマと遠くへ行くよ。

　今日着てるのがお気に入りのパーカーとワイドパンツでラッキーだ。

　あたしの方も、わざわざ家に取りに帰りたいものなんかない。

　むしろこれからだ。

　これから、このクソみたいな世界で生きててよかったって思えるような、ハッピーな記憶をたくさん作っていくのさ。

　リョウマと、二人で。

「お互い、思い残しはないってことでオーケー？」、リョウマが訊いてくる。

「オーケー。あんたがいてくれれば、それで万事解決ってやつよ」

　あたしはリョウマのそばによって、ほっぺたを軽く舐なめた。

「行こう、リョウマ。最高にワクワクする旅になるといいな」

　品川駅までは歩いて一時間もかからない距離だ。

　着くころには陽ひがまた昇り、新幹線も動き出すだろう。

　とりあえず今はこの夜を楽しもう。

　あたしたちは弾むような足取りで、大通りを進んでいった。
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　普段品川駅を使わないから、その広さにちょっと驚く。

　人がまだそんなに多くないせいもあってか、ちょっと近代的な庭って感じ。

　たぶんだけど、天井も他の駅より高いんじゃないかな？

　とにかく空間を広く使ってるっていう印象だった。

　あたしとリョウマは五十万円を二人で分けて持っておくことにした。

　あたしが二十五万、リョウマが二十五万。

　あとは母親がカードを止めないように祈るだけだ。

　止められなければ、また明日、五十万円をおろせる。

　合わせて百万円あれば、だいぶ心強い。




　目的地へ向かう新幹線の始発はもう動いていた。

　なのですぐに切符を買ってホームへ向かってもよかったんだけど、そこであたしは気付いてしまった。

　衝撃の新事実。

「リョウマ」

「なに？」

「あたし、新幹線乗るの、初めてだわ」

「えっ」

　そんなことあるのかよ、って表情をリョウマが浮かべる。

　しかし事実なのだ。

　物心つく前、幼稚園とかに通ってた頃は東北にある親の実家に帰る時とかに新幹線を使ってたはず。

　だけど小学校に上がってから、あたしは東北に連れてってもらったことはないし、もちろん家族旅行なんてものにも縁はない。

　高校になってからは、名古屋とか大阪で開かれてるダンスの大会を観みに行こうかと思ったこともあるけれど、まだ自分はそのレベルじゃないとかなんとか言い訳して、結局は足を運べなかった。

　そんなわけであたしは、千葉、神奈川、埼玉くらいには行ったことがあるものの、つまるところはほぼ東京から出たことのない、ひきこもりちゃんだったというわけなのだ。

　別に新幹線に乗ったことないのなんて、恥ずかしいことでもなんでもないはずなんだけど、なんとなくリョウマがドヤ顔であたしを見ている気がする。

「なに、リョウマ。ちょっと自分が静岡生まれで新幹線何度も使ってるからって、調子乗んないでくれる？」

「や、なんも調子乗ってないし。完全にルイの被害妄想ね、それ」

「むー、なんか納得いかない」

「別にいいじゃん。俺からすればラッキーだよ。ルイが初めて旅行する相手、実質俺ってことでしょ？」

　む。

　なるほどそうなるのか。

　初カレと初旅行。

　そう考えると、なかなか悪くないじゃんって気分になる。

　でも、恥ずかしいし照れくさいから、あたしはそれをそのまんま口に出したりはしない。

「そう考えると、たしかにリョウマはラッキーだね。こんなかわいい初カノと一緒に旅行できるんだもんね」

「えっ？」

「えっ？　あれ、もしかして違うの？　リョウマ、前につきあってた子いるの!?」

　考えてみれば、確認したことはなかった。

　なんとなく初対面の時から気が合って、なんとなくこいつはあたし以外を好きにならないだろうと思いこんでたけど、別に元カノがいたって何もおかしなことはないのだ。

　顔がよくて、とっつきにくいオーラはあるけど話すと面白くて、誠実で優しくて笑顔がイケてる男。

　服の趣味もなかなかいいと思う。今着てるのは、青がベースのサマーパーカー、黒のパンツ、黄色と青を組み合わせたようなスニーカー。

　スラッとした体形に、ちょっとだけオーバーサイズの服がよく映える。

　や、そうだね、これまでもモテてきたよねきっと。

　微妙にあたしは落ちこんだ。

「冗談だよ」

　リョウマがぽんっとあたしの頭に手をのせた。

「もったいぶった言い回ししてみたかっただけ。俺も、ルイが初めての彼女だよ。てか、他に好きになった子とかもいないし。きっと、これから先もずーっといない」

　そう言って、リョウマは白い歯を見せて笑う。

「なんだよ、びっくりしたじゃん！　意地悪だ」

「や、たまには俺も、ルイのヤキモチ顔とか見てみたくてさ。嫉妬した？」

　今度こそ本物のドヤ顔で訊いてくるリョウマがむかついたので、あたしは返事の代わりに、肩へチョップをお見舞いしてやった。

　発車まであと十分。

　あたしたちは改札をくぐって、人でわちゃわちゃした構内を進んでいく。

　新幹線の駅のホームには、ほとんど人がいなかった。

「もっと人がぎゅうぎゅうに詰まってるイメージだったよ」

「それは夏休みの帰省ラッシュとかの話でしょ？　今日は平日の朝だからね。学校サボってる俺たち学生か、会社サボってるサラリーマンの人くらいしかいないでしょ」

「出張で新幹線使う真面目な会社員だっているんじゃない」

「まあそうか」

　たわいもない話をしていると、あっという間に五分や十分は過ぎてしまう。

　新幹線が来た。

　初めて間近で見る流線形のフォルム。

　あー、幼稚園とか小学生の頃、男子が変形ロボとかで喜んでたのってこういうことか。

　自分の知らないメカとかテクノロジーを目の当たりにすると、人間はワクワクしてしまうものなんだと初めて知った。

「ルイ、ちゃんと乗れる？」

「当たり前でしょ」

　まるでエスコートするかのように差し出されたリョウマの手をつかみ、ささっと新幹線の中へ足を踏み入れた。

　リョウマは慣れた様子で、切符をチラッと見ただけであとはスイスイ歩いていく。

　あたしなんか、乗車券と特急券を別に買わなきゃいけないってことすら、昨日ネットで知ったくらいなのに。

　青い座席がずらーっと並んでいて、やっぱり他の電車よりも遠くに行ける分、〝大人の乗り物〟って感じがした。

　右側の、二人用になってる方の座席にあたしたちはそれぞれ腰かけた。

　新幹線の乗り方が分からない高校生なんていくらでもいるだろうけど、なんだろうな、この感じ。

　本当は、やろうと思えばもっと早くあたしは遠くへ行けたんだ。

　父親や母親にお金をねだるのでも、アルバイトに精を出すのでもいい。

　働いて、貯まったら温泉に行って、美味おいしいご飯を食べて、お布団でごろごろ。

　もしそうやって生きてたら、きっと今よりはセカイのことを好きになれてた気がする。

　リョウマと会ってから、想像力がたくましくなった。

　あたしは前よりもずっと、楽しいことを想像してしまう。

　だから、今みたいに新幹線くらいで緊張する、子どもな自分を見つけると、ちょっとだけ、悔しくなってしまうんだ。

「リョウマは、実は大人なんだよなー」

「なに？　急に。俺はルイの方が大人っぽいと思うけど。話し方とか、しぐさとか」

「なんかそういうのとは違ってー」

　上手うまく説明できない。

　強いて言うなら、落ち着き？

　あたしとリョウマは似てるけど、どっかであたしの方が焦ってる気がする。

　だってほら、今だって。

　リョウマはなんか「新幹線から見える風景っていいよね」とかふわふわしたこと言ってるけど、あたしら、ヤクザに追われる身だからね？

　ちょっとミスって見つかったり捕まったりしたら、コンクリ詰めとかがあり得るやつだかんね？

　でもリョウマの表情から、そういう恐怖はぜんぜん見て取れない。

　昨日は動揺してたけど、今日はまったく。

　達観、っていうのかな、こういうの。

　たまに思うんだ。

　出会ってからずっと。

　ひょっとしたらリョウマは、本当は、死ぬことをそんなに怖がってないんじゃないかって。

　もちろん、これはあたしの妄想。

　死にたくないからこそ、今こうやって逃げてるわけだし。

　そもそもあたしが、彼女で恋人であるこのあたしが、そんな簡単に死ぬとか許さないし！

「ルイも、今のうちに車窓からの景色、楽しんどいたら？　あっという間に着いちゃうからね」

「三み島しまで一回降りるんだよね」

「うん、五十分もかからないよ」

「えっ！　そんなに近いの!?」

「そうだよー、ほんとにあっという間。だから駅弁とか食べてる時間も満足にない感じ」

　うわ、ネットでちゃんと検索したつもりだったのに、気付かなかった。

　あわててたから、最終的にどこで降りればいいかくらいしか、確認できてなかったみたいだ。

「そっか。じゃあせっかくの初新幹線だし、あたしもまったりモードで景色を堪能しようかな」

「それがいいよ。ね、俺、ちょっと音楽聴いてもいい？」

「もちろん」

「ルイも片方聴く？」

　うん、と言ってリョウマから右耳用のイヤホンを受け取って装着する。

　あ、イヤホンを分け合っておんなじ音楽聴くって、めちゃくちゃ恋人っぽいなとか、そんなことを思う。

「この曲知ってるなあ。なんて曲名だっけ」

「『浪ろ漫まん飛行』。今の俺たちの状況にぴったりでしょう」

「歌ってるの、男の人じゃなかったっけ？」

「これはカバーされたやつ。俺は本家よりこっちの方が気に入ってるんだ」

「リョウマってさ、なんかカバー曲聴いてること多いよね」

「あー、多いと思う。たぶん、カバーって概念が好きなんだ」

「よく分からん。どゆこと？」

「んー……カバー曲があるってことはさ、オリジナルの曲をめちゃくちゃ好きで、自分でも演奏してみたいとか歌ってみたい誰かがいるってことでしょ？　この『浪漫飛行』はたぶんこれまで十回以上、いろんなアーティストにカバーされてて、どれも歌い方やアレンジがぜんぜん違うんだ。カバーされた数だけ、別の『浪漫飛行』があるんだよ。それってなんかすごいことじゃない？」

「この曲愛されてるんだなーって感じがするね」

「うん。オリジナルを聴いてさ、その後でバラードっぽく仕上げたカバーとか、激しい感じにアレンジしたカバーとかいろいろ聴いてると、なんか嬉うれしくなるんだよ」

　リョウマの言っていることをあたしは直感的に理解できた。

　きっと彼は、自分が孤独じゃなくなる瞬間のことを話しているんだと思った。

　あたしにはリョウマがいて、リョウマにもあたしがいる。

　だけど。

　あたしがリョウマ以外の人間をそれほど大切に思えなかったのと同じように、リョウマもきっとあたしの他にすごく好きな相手はいないんだろう。

　だから、自分と同じものを好きになってくれる誰かが、この世界に生きているって事実が嬉しいんだ。

　音楽でも、映画でも、マンガでも、ドラマでも、アイドルでも、小説でも、動画でも、お笑いでも、芸能人でも舞台でも、なんだっていい。

　自分の好きなものをおんなじように好きな誰かがいるってことは、抱えてしまった孤独をやわらげてくれる。

　あたしだってそうだ。

　深夜に自分の部屋とか公園で、ひとりきりで踊っているとどうしようもない寂しさに襲われることがある。

　誰にも見られてない場所で、こんな下手なダンスを踊ってなんの意味があるの？

　ダンスでお金を稼いで生きていきたいなんて考えるのは馬鹿なの？

　ひょっとしたら、あたしは誰にも求められてないんじゃないの？

　疑問は次から次へと湧いてきて、あたしはどうしようもない孤独に押しつぶされそうになる。

　そういう時、あたしはスマホの光へ手を伸ばす。

　新聞を読んだりニュースを聞いたりしていると、大人たちはとにかくあたしたちのことをスマホ中毒とかスマホ依存症とか呼んだりして、なるべくスマホに触れる時間が少ない方がいいって決めつけてくる。

　そんなことない。

　そりゃ、本当に中毒とか依存症になってて、スマホに触ってないと落ち着かないみたいな人はいじる時間を減らした方がいいかもしれないけど、全員がそういう状態になってるわけじゃない。

　前を向くために、スマホを使ってる子どもだっているんだよ。

　あたしはいろんなアプリに助けられてる。

　TikTok だったり、YouTube だったり、インスタだったり。

　とりわけ、TikTok で踊ってる子を見ると、勇気が湧いてくるんだ。

　住んでる地域も、齢としも、男とか女とかも関係なく、自分以外にダンスをしてる人がいて、今日のセカイを楽しく生きてる人がいるんだって分かる。

　それはあたしにとって、ちょっとした希望だ。

　自分ももっと上手くなって投稿すれば、希望を与える側の人になれるかもしれない。

　そいつはなかなか素晴らしいことだね。

　そうなったら、このセカイをちょっとは好きにもなれそうだ。




　本当に、あっという間に新幹線は三島駅に到着してしまった。

　あたしとしては初めての新幹線をもう少し体験してたかったんだけど、油断しすぎるのもよくないからあきらめた。

　そこから伊い豆ず箱根鉄道に乗り換えて、修しゆ善ぜん寺じに向かう。

　修善寺の駅を出るとちょうどいいタイミングで、恋人岬の方へ向かうバスが出てたので、あたしたちはいそいそとそれに飛び乗った。

　バスの中で、リョウマは最近知ったシンガーソングライターについての話をして、その動画を見せてきてくれた。

　けどすぐに、頭が前後にぐらぐらと揺れ出す。

　目も半分閉じてしまっていて、明らかに眠そうだ。

　ってゆーか、ぶっちゃけあたしの眠気も限界だった。

「ねえ、恋人岬停留所で降りた後、どっかで寝てかない？　このまま直で恋人岬に向かう元気はないっす」

「ん、賛成。でも、場所どうしよっか？　俺、マックのテーブルでうつぶせとかじゃなくて、大の字になって寝たい」

「それはあたしも同意。ってゆーか、野宿でよくない？」

「えー、俺はいいけど。どうなのかなあ、彼女をその辺の野原で寝かせる彼氏って」

「一般的にどうかは知らないけど、あたしはぜんぜんオーケーだよ」

「宿のチェックインが午後二時か。適当に散歩して、適当な場所で五時間くらい寝ようか」

「賛成！」

　そんな感じに、めちゃくちゃ雑な計画を立てて、あたしたちはバスを降りた。

　恋人岬の停留所は、小さな三角形の山小屋みたいになっていて、ちょっとかわいい。

「なんか、匂いが違う」

　それがあたしの第一印象だった。

　三島駅や修善寺駅で降りた時にもうっすら感じてたけど、今はっきり、自然の香りが直接鼻に届いてるんだってことが分かる。

　森の匂い、川の匂い、海の匂い。

　それらが全部混ぜ合わさった中に、あたしとリョウマが立っている。

「なんかいいね。自然に囲まれてるのって」

「久しぶりに静岡に戻ってきたけど、やっぱここも悪いことばっかりじゃないな。うん、やっぱりこの匂いとか、高いビルがなくて空が広く見える感じとか、俺は好きだな」

　すうっと。

　胸いっぱいに空気を吸いこむ。

　きれいなものが、身体に流れこんでくる感じがした。

「空気が美味うまい！」

「ほんとかよ」

　うっかり獣道に入ったりしないよう気を付けながら、あたしたちは歩いた。

　途中でわきにある森の中でガサって音がしたから、そちらを見ると、大きな獣が歩いている。

「うわ、イノシシ!?　え、あれ本物？」

「逆に偽物のイノシシってどんなんだよ。だいじょうぶ。高低差があるし、襲いかかってきたりはしないよ。挑発とかは絶対にしないで。そっと通り過ぎよう」

　そう言ってリョウマは舗装された道路をそれまでと同じスピードで歩いていく。

　けど、あたしの方は気が気じゃなかった。

　なんかの動画だったかマンガだったか忘れたけど、イノシシの体当たりを喰くらうと、牙で太ももをえぐられて失血死する、って見た気がする。

　リョウマの腕にしがみつきながら、斜め後ろをじいっと見てると、なんかイノシシの方もこっちを見てる。

　警戒してるのか威嚇してるのか分かんないけど、超怖い。

　三十秒くらい歩くと、やつの姿は完全に見えなくなった。

「はあー」

　そこであたしは大きく息を吐いた。

「め、めっちゃ緊張したんだけど！　ふっつーに死ぬかと思った!!」

「ふう。俺もちょっとびっくりしたよ。でもイノシシはあれで結構臆病なんだ。前住んでた家の近くでもたまに見たけど、こっちが静かに立ち去れば、向こうもいなくなってくれる」

「それ、だいぶ度胸いるねえ……」

「何より、イノシシ美味いからね。鍋にしてもいいし、しっとりローストにしてもいい。食べ応えあるんだよなあ」

　あたしは自分が根っからの都会っ子であること、それと、リョウマがあたしとは違う生活環境で育ってきた男なんだってことを実感していた。

　あたしにとってはイノシシににらまれてる時間は命の危機そのものだったのに、リョウマはやつを食材として考えていたらしい。

「ずいぶんとたくましいことですねえ」

「そうかなあ」

　皮肉を言ったつもりだったが、リョウマには通じなかった。

　はっきりと夏を迎えているのに、風は涼しく心地いい。

　森や川が近いおかげなのか、歩いていてもそれほど暑く感じることはなかった。

　一時間くらい、ぷらぷらと散歩しただろうか。

　あたしとリョウマはだだっ広い花畑に出た。

　──見渡す限り、一面のひまわり。

　視界のぜんぶが、まばゆい黄色に染まる。

　あたしもリョウマもしばらく声を出せなかった。

　あまりにも、景色に圧倒されてしまって。

「静岡って、こんな景色が当たり前なん？」とあたしは訊きいた。

「いや、ぜんぜんそんなことない。こんなでっかいひまわり畑、俺も初めて見た」

「あそこ、日陰になってる芝生あるじゃん」

「あるねえ」

「あそこで寝ちゃおうか」

「ひまわり見ながらか。最高じゃん」

　あたしたちはニカッと笑い、お互いのこぶしをコツンとぶつけ合った。

　芝生に寝っ転がると、空と雲とひまわりが同時に視界へ入ってくる。

　土の匂いが、さっきよりも強くなる。

　最高すぎる夏だなと思いながら、あたしたちはまどろみの中へ入っていった。




　　　　†††




　陽ひ射ざしを顔に受けて、目を覚ました。

　ものすごくグッスリ眠ってしまった。

　それこそ、一年に一回あるかないかくらいに深い眠りだった。

　太陽の位置がさっきまでと変わっていて、あたしたちのいる場所にも陽が射していた。

　スマホを取り出して時間を確認すると、午後二時半。

　もう、旅館にチェックインできる時間だ。

「リョウマ、起きて。宿行かないと」

「んー」

「起きなさい」

「いま直射日光浴びてるから、思いっきり日焼けしちゃうよ」

「分かったよー」

　ふわあ、と大きなあくびをしながらリョウマは起き上がった。

　リョウマもあたしも体中に草とか土がついている。

　さすがにこのままじゃあ旅館の人に失礼だろうと、お互いの汚れをできる限り払ってから、歩き出した。

「近いね、あたしの足でも二十分くらいかな」

「そだね」

　たわいもない会話をしながら、景色を楽しみつつあたしたちは進んでいく。

　旅館に着くと、すぐに仲居さんが出迎えに来てくれた。

　お待ちしておりました、と丁寧にあいさつされ、あたしとリョウマもかしこまりながら、ぺこりと頭を下げた。

　あたしたちはチェックイン時に記入する紙へ、できるだけ自然な動作で「21歳」と記入した。

　それから仲居さんに先導される形で部屋へ向かう。

　案内された桂けい花かの間という部屋は、圧倒的に広く、窓からは圧倒的な景色が広がっていた。

　これは、なんか、ものすごく高い部屋なんじゃないだろうか？

　仲居さんが去るのを笑顔で見送ってから、リョウマとこそこそ話をする。

「ちょっと。宿はあんたに任せたけど、値段とかちゃんと確認したの？」

「いや、ネットだと岬の近くの宿がほとんど埋まってたから、部屋の空いてる旅館見つけて、急ぎで電話かけただけなんだよね」

　二人でスマホをのぞきながら、旅館のホームページへ飛んで、部屋の値段を調べ、それで私たちはそろってすっころんだ。

「五万！」

　リョウマがでっかい声で叫んだ。

　あたしの方は、びっくりして声を出せずにいた。

　一泊五万円。

　しかも、ひとりあたり五万円。

　二人合わせて十万円。

「リョウマ、あんたなかなか凄すごいことするね……」

「ご、ごめん、ルイ！　俺、そこまで高い宿があるってこともあんまり知らなくて……」

「いやあ、ひょっとしたらこれは、あたしの人生で一番高い宿になるかもだね」

「どうしよ。俺、今から旅館の人に謝ってくるよ。そんでもっと安い部屋に替えてもらうとか、それが駄目ならキャンセルさせてもらうとか……」

「いいよ、リョウマ。このままでいいよ」

「でも」

「本当に、いいんだ」

　にっこり笑ってそう言うと、リョウマもあたしの気持ちを察してくれたようで、分かったと返事してくれた。

　こんな、子どもには分不相応な大金を持ってるんだもん。

　だったらいっそのこと、分不相応な使い方をした方が気楽だ。

　旅館なんて、一万円とか、高くても二万円とか、それくらいのイメージだ。

　五万円ってやばいね。

　きっと夕食とかもすごいのが出てくるんだろうな。

　あたしは楽しい方向へ、自分の想像を広げていく。

　ねえ、リョウマ。

　あたしたちはもう、突っ走るしかないんだよ。

　宿が高いとか、新幹線代が結構かかったとか、そんなんどうでもいいじゃん。

　二人で一緒にどこまでも駆けていこう。

　──それこそ、弾丸みたいな速度でさ。




　館内を歩いてみるとか、とりあえず温泉に入るとか、いろんな選択肢があったけど、やっぱりまずは恋人岬へ行ってみようってことになった。

　恋人岬。

《世界の最深部》と呼ばれている場所。

　そこに行ったら、何かが大きく変わるのかな？

　あたしは今、すっごい不思議な気分になってる。

　まるであたしが二人いて、それぞれまったく別のことを考え、感じてるみたいに。

　片方のあたしは、この瞬間を最高に楽しんでる。最高に素敵な彼氏がいて、そいつと温泉旅館に来て、今から《世界の最深部》を観みに行くことにワクワクしている。

　それと並行して、もうひとりのあたしはこの世界にうんざりしてる。

　いつまで逃げるつもりなの？

　親や警察に見つからないと思ってるの？

　リョウマとだったら、生きることに退屈しないって、心の底から思えるの？

　くだらない疑問がいくつも頭の中に浮かび、この瞬間を楽しんでる方のあたしは、それをひとつひとつでっかいハンマーでぶっ壊していく。

　決して、自分を誤ご魔ま化かしてるわけではないと思う。

　リョウマが好きだ。

　それは彼氏とか恋人とか男としてとか、いろんな意味があるけど。

　一緒にいると、翼が生えたような気分になれるんだよ。

　どこにでも飛んでいけそうで。

　誰にもつかまらなさそうで。

　それってつまりは、自由ってことだ。

　あたしは、あたしを最高にしてくれるリョウマが大好き。

「恋人岬って、パワースポットみたいになってるのかな？」とあたしははしゃぐ。

「地面からオーラが噴き出してるみたいな？」

「そうそう」

「いいじゃん。なんたって《世界の最深部》なんだ。俺たちの価値観とか、世界観とか、そういうのを全部ひっくり返してくれるくらいじゃないと困るよね」

「たっぷりオーラを浴びて、へとへとになるくらい歩いてから温泉を楽しもう！」

「だな！」

　あたしたちは意気揚々と、ちょっと出かけてきますと受付の男の人に伝えてから、旅館を出た。

　恋人岬までは、ほんの一キロ程度で着くらしい。

　それなりに汗はかいていたし、着替えたい気持ちもなくはなかったが、それよりもさくっと出発する方を優先した。

　どうせ着替えるなら、思いっきり温泉に浸つかってリラックスしてからの方が気持ちいいし。

　二十分くらい歩くと、岬の入り口に差しかかった。

「うわあ！　見晴らしいいねえ!!」

　思わずあたしは、大きな声を上げていた。

　海ってやっぱりでっかいなあ、とか小学生みたいな感想をあたしは抱いた。

　ざざーん、ざざーんと聴こえてくる波の音も心地いい。

「ルイ、もしかして海を見るのも初めてだったりする？」

「……今気付いたけど、あたし、東京湾以外の海見るの、これが初めてだ」

　自分でも意外な事実。

　わりとショック。

　そこそこ活動的に生きてきたつもりなのに、これじゃあ東京の中でイキってただけで、その外のことはなんも知らないお嬢様って感じじゃないか。

　ま、実際それで間違ってないんだけど。

　あたしはなんも知らない。

　東京と大阪がどのくらい離れてるのかも、アメリカまで飛行機で何時間かかるのかも、フランスとドイツのどっちが寒いのかも、ちゃんとしたベトナム料理が美味おいしいのかどうかも、沖縄にはシーサーって生き物が実在してるのかどうかも。

　本当に、なんにも知ってはいないんだ。

　自分のことも、それからきっと、リョウマのことも。

「進んでいったところの展望デッキに、『愛の鐘』ってのがあるらしい。それがとりあえずのゴール地点かな」

「待って。何その恥ずかしい名前。ダイレクトすぎない？」

「俺がつけたわけじゃないし。カップルで三回鳴らすと愛が実るんだってさ」

「や、うちらもう付き合ってるし。実ってるじゃん、すでに」

「いちいち俺に突っこまれても知らないよ！　いいじゃん、さらにラブラブでハッピーなカップルになれますってことで!!」

　ラブラブでハッピーなカップル。

　リョウマは自分で口にしたフレーズの間抜けな響きに気付いてか、自分の顔を両手で覆って天を仰いだ。

　見てて飽きないやつだ。

　うん、でも、いいじゃん。

　ラブラブでハッピーなカップル。

　この上なくダサくて頭の悪い感じだけど、あたしはこの先ずっと、リョウマと一緒にそうやっていきたいよ。

　あたしたちは〝手をつなぐみち〟って名称のボードウォークを歩いて、岬の先端を目指す。

「お、ルイ。顔上げてみ」

「うわーお。すごいね、海が一望できちゃうじゃん。あれ、なんて海？」

「分かんない。けど俺たち伊豆半島の西側いるわけでしょ。だから、多分……駿河するが湾わんじゃないかな」

「じゃあ、そういうことにしよう。駿河湾、景色サイコー！」

　手のつなぎ方が昨日までと違う。

　お互いの手のひらを重ね合うみたいなやつじゃなくて、今あたしたちは指と指をねちっこく絡めるようなやつになってる。

　いわゆるひとつの恋人つなぎ。

　けど、嫌じゃなかったし恥ずかしくもなかった。

　あたしにとっても、リョウマにとっても、きっともともとこれが自然な形だったんだ。

　両サイドに緑が生い茂っているボードウォークは、あたしたちを下へ下へと運んでいく。

《世界の最深部》に近づいてるんだなって、思える。

「どう、オーラとかパワー感じる？」、リョウマが真顔で訊きいてくる。

「んー、分からん！　分からんけど」

「けど？」

「リョウマの体温ははっきり感じるよ」

「恥ずかしいよ、バカ」

「ひひっ」

　岬の最先端までは、思っていたよりも距離があった。

　そんなに長い時間歩いたわけじゃないけど、道のアップダウンが激しかったからちょっとばかり息が上がっている。いやマジ、ハイヒールとか履いてこなくて本当によかった。

「お、あれじゃない？」

　リョウマが指さした先には、大理石っぽい白の柱に吊つるされた鐘があった。

　そこから少し離れた場所に、美術の授業で使われそうな像が立っている。

　近寄ってみると、それは頭に花をつけた女性が男性と一緒に、仲なか睦むつまじく手を取り合っているという構図の像だった。

「リョウマ、これ何？」

「恋人岬って、福ふく太た郎ろうとおよねって人の恋物語から付けられた地名なんだって。だからその像、福太郎とおよねなんじゃないの」

　リョウマがスマホで検索しながら、ガイドさんのように解説をしてくれた。

「そうすると、立場的にはあたしがおよねさん」

「俺、福太郎くんか」

　なんとなくお互いに顔を見合わせ、吹き出した。

　実在したかどうかも分からない人たちの伝説に、自分たちの恋を重ねてるって図式は、なんだか面白い。

「鐘、鳴らしてみますか」、なぜだかリョウマは敬語になった。

「そうしてみましょう」、つられてあたしも敬語になった。

　岬には他にもたくさんの観光客、っていうか観光カップルがいて、みんな自然に鐘を鳴らしてるんだけど、あたしはどうにもこそばゆい気持ちだった。

　赤と青のアロハシャツを着たガラの悪い男の人が二人、こっちを見ている気もしたけど、にらみ返して揉もめ事ごとになるのも嫌なのでさらりとスルーした。

　それにしてもこういうのは、もっと付き合いの長いカップルとか、お互いそこそこ恋愛が得意な人たちがやってくる上級者向けの場所なんじゃないの？

　恋愛に関してドがつくほど初心者のあたしにはちょっとばかりハードルが高い。

　けどまあ、ここまで来て何もしないというのももったいないので、頑張ってその高いハードルを飛び越えてみることにした。

「あ、待った。鐘鳴らすってどんな風にすればいいのかな。ルールとか手順とか、ありそうじゃない？」

「待って、今調べてる。えーっと……『愛の鐘』は恋人同士で三回鳴らすと愛が成就すると。で、一回目は自分の身を清めるために鳴らす。二回目で相手の心を呼ぶ。そんで三回目で二人の愛を誓う、って感じらしい」

「ふむふむ」

　分かりやすい。

　自分に向けて鳴らして、相手の心に向かって鳴らして、ラストに二人の愛を誓って鳴らすと。

「いや、けっこう恥ずかしいな！」

　愛って。

　恋よりさらに照れ臭い単語が出てきた。

　にもかかわらず、リョウマは平然としている。

　なんか、余裕を見せつけられてる感じがする。

「なんなん。なんでリョウマはそんなに普通なの？　もっとこう、照れるとかもじもじするとかないの？」

　これまでだって、あたしがちょっとからかったりしたら簡単に赤くなってたのに。

　なんで今回は平気そうなのか。

「だって俺、本気でルイのこと好きだもん。愛してるし」

　わりととんでもない台詞せりふを、リョウマはさらりと口にした。

　なんか、すごい。

　言葉の破壊力が、エグい。

　好きってのはこれまでにも言われてきたけど、真顔での愛してるは八割増しくらいの威力であたしのハートをぶっ叩たたいてきた。

　どうも、いつもと立場が逆転してる気がする。

　別にあたしはリョウマに対して偉ぶってるつもりはないけど、普段は自然と、あたしが余裕を見せてリョウマが困るってパターンが多い。

　今は完全に、あたしの方が余裕をなくしてる。

「なんか、今日のリョウマは強気だ」と文句を垂れてみる。

「強気とかじゃないよ。愛してる人にちゃんと愛してるって伝えるのは、大事なことだろう」

　この上なくパーフェクトに正論だった。

「分かったよ、あたしの負けでいいからその単語、連呼するのやめて。恥ずかしくて死にそうになるから」

「はいはい、了解」

「あと」

「ん？」

「あたしの方も、ちゃんと愛してるからね」

「……ありがと」

　あたしたちは鐘の前に立って、一緒に手を伸ばして紐ひもをつかんだ。

「せーの、で鳴らすよ」

「おっけー」

「「せーの！」」

　ガランガランと、かん高い金属の音が響き渡った。

　一回目は自分のために。

　二回目は相手のために。

　そして三回目は二人のために。

　あたしは紐をにぎる手に力を込めて、祈りが届くようにと願った。

「正月でもないのに鐘を鳴らすって、新鮮だったな」とリョウマが言う。

「うん、普段の生活にない動作だからね。なんか緊張した」

「あのさ、そこのステラハウス行かない？」

「いいけど。なんかあるの」

「その、恋人宣言証明書ってのを書けるらしいんだよね」

「なんかすごい名前だね」

「ルイ、重く感じたりしない？　ドン引きしてたりしない？」

「ぜんぜんしないよ。楽しそうだし、行こう」

　あたしたちは届け出用紙に、名前や日付といった必要事項を書いた。

　オリジナルのメッセージやイラストを添えるのもオススメと受付の人に説明されたので、お互いがお互いへのメッセージを書くことにした。

「茶ちや化かしたりギャグに走るのはナシだからね」とリョウマに念を押す。

「分かってるよ。ルイの方こそ、動物のイラストで誤ご魔ま化かすとかダメだからな。ちゃんと言葉で書くこと」

　あたしは用紙の右端に、リョウマは左端に書くことになった。

　お互い、書き終わるまで相手のは読まないと約束してから。

　リョウマに伝えたいこと、か。

　好きとか愛してるとかは今日だけでも二十回くらい言った気がするしなあ。

　大事に思ってますとか、結婚してくださいとかもなんか違う。

　うーん、意外とむずかしい。

　結局あたしは三分くらい悩んでから、今リョウマに対して思っている一番素直な感情をさくっと記すことにした。

「書いた？」とリョウマが訊いてくる。

「書いたよ」と答える。

「じゃあ、見せ合いますか」

「そうしましょう」

　あたしたちは、文字を隠していた手をどけて、お互いの文面に目をやった。




《ルイがいつまでも笑っていられますように　　リョウマ》

《リョウマにはずっと笑顔でいてほしいです　　ルイちゃんより》




　これは。

「……かぶった？」とリョウマが訊いてくる。

「かぶったね、まぎれもなく」

「すごいな、打ち合わせもしてないのに」

　こいつはなかなか感動的だなあ、とかあたしはそんなことをぼんやりと考えていた。

　お互いがお互いに願ってることが完全に一緒だなんて。

　運命って言葉を何万回使っても足りない。

　でも同時に、これってやっぱり悲しいね、って思う。

　だってずっと笑っていてほしいっていう願いは、相手がすぐに笑えなくなってしまうんじゃないかっていう不安と、表裏一体のものだから。

　笑って過ごせますように。

　あたしとリョウマが、いつまでも。

　受付の人が言うには、恋人宣言証明書を提出した後で結婚を報告すると、祝電や結婚記念品を贈ってくれるらしい。

　なかなか気の利いたサービスだ。

　でも、なんだろうね。

　結婚、って言葉は。

　今のあたしたちには遠い気がして。

　パンッと、ふさぎこんでしまいそうな自分のほっぺたに軽くビンタをかまして、あたしは気合いを注入した。

　帰ろうか、と元気よくリョウマに声をかけたところ、受付の人に呼び止められた。

　十九時くらいに見える夕ゆう陽ひは、この世のものとは思えない美しさらしい。

「十九時か。ちょうど二時間あるねえ。リョウマ、どうしたい？」

「俺、夕陽見たいな。ルイは？」

「ん、あたしもおんなじ」

「旅館の方に電話入れとくよ。夕食の時間、遅くしてもらえないかって」

　気の利く男だ。

　リョウマはスマホを取り出し、普段よりもちょっと高い声で、旅館の人と話す。

「うん、だいじょうぶだって。夕食、二十時にしてもらったから、ここでゆっくりしていけるよ」

　あたしたちは適当に散歩をしたり、地べたにすわってダラダラと雑談をして過ごした。

　なんとなく、安心感がある。

　鐘を鳴らしたり、恋人宣言証明書を書いたりしたからなのかな。

　さっきまでより、いっそう彼氏彼女って感じがして、あたしは照れくささを覚えつつ、横にいるリョウマのことを頼もしく感じていた。

「もう六時五十五分だ」

「早いね。ちょっと日の入りの正確な時間調べるよ。……おっ、ちょうどあと十分だ」

「先端の方、移動しとこうか」

　岬の先端には、あたしたちの他にも三組か四組くらいのカップルがいた。

　みんな、同じ光景を待ってるんだろう。

　すでに空はうっすらと紫に染まり、遠くの方でオレンジ色の太陽がゆっくり沈んでいく。

　今の時点で十分にきれいだなあとか思ってしまう。




　──けど、その後に訪れた光景は桁が違った。

　──あたしはそれを、一生忘れることはないだろう。




　空が橙だいだい色いろに燃えた。

　そう表現するのが、あたしには一番適切だった。

　朝や昼の太陽とは違う。

　オレンジ色のエネルギーのかたまりを、そのまま視界にぶつけられているような感覚があった。

　色はさらに濃さを増していく。

　オレンジの中に、赤が混じったようなせつなさへ変わっていく。

　丸く大きな太陽が、空と海を真っ二つに割っていた。

　ただそれだけのことなのに、ぐるりと地球が反転したみたいな衝撃。

　きれいだな。

　本当に、きれいだ。

　もう少し、がんばってみようと思った。

　ねえ、リョウマ。

　あたしね、ここで終わりかなって考えてたんだよ。

　この旅は、きっとそんなに長く続くもんじゃないだろうって。

　だって、普通に考えたらそうじゃん。

　今日にもあたしの母親はキャッシュカードがないことに気付いて、銀行へ電話して止めてしまうかもしれない。

　その場合、今ある資金が底をついたら、あたしたちは一文無しになってしまう。

　それに、追手だって複数迫ってきてるかもしれないね。

　あたしん家ちの親やリョウマのお母さんかもしれないし、警察かもしれないし、例のヤクザかもしれない。

　誰かに追いつかれたらそこで旅は終わっちゃうけど、いつまでも逃げ続けるなんて、現実的じゃなくない？

　お金が尽きたら終わり。探してる誰かに見つかったら終わり。

　だからあたしは、ここで最高の思い出を作ろうと思ってた。

　東京を抜け出して、最高の彼氏と一緒に最高の時間を過ごして。

　それで連れ戻されるんなら、もう仕方ないと思ってた。

　でもさ、違ったね。

　あたしたち、まだまだイケるじゃん。

　お金がなくなったらどうすればいいか？

　簡単だ、働けばいい。それだけだ。

　身分証明書くらいは持ってきておいてよかった。

　高校を辞めた十六歳って設定にすれば、アルバイトで雇ってくれるところもあるだろう。

　リョウマと一緒に働けば、生活していくお金くらい、きっと稼げるに違いない。

　追手をどうすればいいか？

　これだって簡単だ。

　あたしたちが、どこまでも逃げ続ければいいってだけだし。

　そうだ、どこまでだって逃げてやろう。

　西へ、西へ。

　なんなら日本の外へ飛び出したっていい。

　パスポート？

　そんなの知らない、必要があれば密航だってやってやる。

　あたしが覚悟を決めさえすれば、リョウマとの時間は永遠に近づいていくんだ。

　気付いたらあたしは泣いていた。

　あまりにもオレンジの光が優しくて。

　横からぐしゅぐしゅと鼻をすする音が聴こえてきた。

　リョウマのやつは、あたしの三倍くらいの勢いで涙を流していた。

「ちょっとあんた泣きすぎ。あたしが落ち着いて泣けないじゃん」

「しょうがないだろ。だって、すごいじゃん、この景色。単にきれいってだけじゃなくてさ、なんていうのかな……俺たちの苦しさとか、しんどさとか、そういうのを全部溶かしてくれるような気持ちになるんだよ」

　あたしはポケットティッシュを取り出して、リョウマと一緒に鼻をかみ、涙を拭いた。

　リョウマの言う通りだなと思った。

　二時間も待たされたけど、ここに残ってよかった。

　馬鹿みたいな話だけど、ちょっと夕焼けを見ただけで、人生が丸ごと変わっちゃうようなこともあるんだなって、そんなことを想う。

「なあ、ルイ」

「なに？」

「俺、ここに来てよかったよ」

「だね。ねえ、この場所、この景色。ひょっとしたら全部合わせて《世界の最深部》なんじゃない？」

　あたしがそう言うと、リョウマは一瞬きょとんとした顔を浮かべたあとで、

「そうだな。うん、その通りだ」

　と、納得していた。

　やがて、陽は完全に沈み、あたりから橙色は消えて完全な闇が降ってくる。

　またね。

　またね。

　あたしは何度も、あの美しく優しい夕陽にあいさつをして、宿への帰路についた。




　帰り道は危険がいっぱいだった。

　マジで、暗すぎて足元がまったく見えない。

　足を踏み外したり転んだりはぐれたり、そういうのを繰り返しながら進んでいくんだけど、ぜんぜんスピードが出ない。

　夕陽は最高だったけど、あたしたちはノープランすぎた。

　たぶん、見かねた大学生カップルが助けてくれなかったら、あたしたちはそのまま帰れず死んでたんじゃないかと思う。

　大学生カップルはあたしたちがおっかなびっくり歩いてるのを見て、歩調を合わせて懐中電灯で道を照らしてくれた。

　どうやら、恋人岬で夕陽を見ようとするなら、懐中電灯を持ってくるというのは常識らしい。

　情けないやら恥ずかしいやら。

　あたしとリョウマは大学生カップルにめちゃくちゃ感謝しつつ岬の入り口に戻り、しかも二人の車で宿まで送ってもらった。

　ぶっちゃけ財布の中に入ってるお金から十万円くらい渡したい気持ちだったが、それは逆に失礼になると思ったのでやめておいた。




　宿に戻ると、お帰りなさいませと言って仲居さんが迎えに来てくれた。

　めちゃくちゃに心配そうな表情であたしたちを見ている。

　考えてみれば当たり前か。

　せいぜい大学生くらいにしか見えないカップルがいきなり高級旅館へ泊まりに来て、出ていったまま夜遅くまで帰ってこないのだ。

　宿泊させている側としてはいろんな意味で心配になるに違いない。

「すいません、ご心配おかけしました。岬の方へ行って、夕陽を見てたんです。先にお伝えしておけばよかったですね」

　リョウマがきびきびと説明をしてくれた。

　八時までが夕食なのですぐに部屋へ運ぶかたちになってしまうがよいかと訊きかれ、あたしとリョウマはもちろんオーケーですと答えた。

　ただでさえ時間をずらしたりしてもらっているのだ。本当は先に軽くシャワーを浴びるか温泉に浸つかるかしたかったが、そんな贅ぜい沢たくも言っていられない。

　あたしたちは部屋に戻ってそれぞれ浴衣ゆかたに着替え、料理が運ばれてくるのを待った。

　──そこからは、ひたすらに魔法のような時間だった。

　部屋に運ばれてきた料理はとんでもなく豪華で、そしてとんでもなく美味おいしかった。

　秘伝のタレをつけて食べる湯葉、アジの洋風なめろう、りんごとチーズの生ハムづつみ、ホタテの茶わん蒸し、マグロやカツオのお造り、ハモを使ったお鍋、照り焼きソースとサーロインステーキ、つやつやに炊かれたご飯とおみそしる、そんで〆シメにアイスとくずもちと緑茶。

　この世の贅沢の限りを尽くしたって感じの夕食を、あたしたちは最高に楽しく食べきった。ちょっとだけ、慣れない豪華さに緊張していたけど。

　そうして、二人だけの夜になる。

「部屋に露天風呂があるって最高だよな」

　いきなりリョウマがそう言った。

　あたしは脳内で温泉についていろいろなことを考えている最中だったので、リョウマの台詞せりふを聞いて軽くパニックを起こしそうになった。

　え、実際この状況、あたしはどうすればいいの？

　ってゆーか、リョウマはどういうつもりなの？

　彼氏と二人で旅館に泊まる、というなかなかアダルティな状況を前に、あたしはだいぶ動揺していた。

　いろいろ分からん。

　一緒に部屋の露天に入った方がいいのか。

　それともリョウマが入っているあいだに、自分は大浴場へ行ってきた方がいいのか。

　そもそも障子を開けてると、窓の外にある露天風呂は丸見えなんだけどリョウマはどう思っているのか。

「ルイ」

「ひあっ!?」

　急にリョウマに肩を叩たたかれて、あたしはこれまで一度も出したことのないような悲鳴を上げてしまった。

「な、なに？」

「入る順番だけど、俺が先でいいかな？」

「え、うん、いいけど」

「分かった。なるべく早く出るから、ちょっと待っててな」

　そうしてリョウマは、あたしから見えない位置でポイポイと浴衣と下着を脱ぎ捨て、そのまま外へ出て湯を浴びていた。

　あまりにもやつが無頓着なので、あたしは内側から障子を閉めて、外の様子がのぞけないようにしておいた。

　二十分ほどして、つやつやした表情でリョウマが戻ってくる。

「いやあ、すっごい気持ちよかったよ！　こういう部屋に露天風呂がついてるのって俺初めてだけど、大浴場とは違った快感があるね。自分ひとりで夜空を見上げて湯に浸かるって、すごいリラックスできた」

「あ、そう。そりゃあ、まあ、よかったね……」

「ルイも入ってきなよ。シャンプーとコンディショナー、それからボディソープと洗顔用の石けんは置いてあった」

「うん、ありがとう」

「じゃあ俺は、お茶飲んで、チラシの裏に落書きでもして待ってるよー」

　そう言って、リョウマはあたしのことなんかすっかり忘れた様子で、浮かれながら畳に寝転がってくつろいでいた。

　なんか。

　なんかどうしようもなくムカつく！

　これじゃあ、悩んでたあたしがバカみたいじゃないか。

　ようするに、リョウマはガキで鈍感でデリカシーがないってことだ。

　向こうが悪い。

　でも、まあ。

　逆に、大人で敏感でデリカシーのあるリョウマを想像したら、それはぜんぜんあたしのタイプではなかったので、きっとリョウマはこのままでいいんだろう。

　このままのリョウマだから、あたしは好きになれたんだろう。

　てきぱきと着ているものを脱いで、ていねいにたたんでから、外へ出る。

　夏場だけど、夜の風はそれなりに冷たかった。

　湯船を近くで見て、思わず、うわあと声を上げそうになる。

　きれいだし、豪華だし、何より風情がある。

　手て桶おけがちゃんと木製なのも嬉うれしい。

　あたしは全力で髪を洗い、身体を洗い、顔面を洗ってから湯船にそっと足を入れた。

　ゆっくりと全身を沈めていく。

　めちゃくちゃ熱い。

　だけどそれが気持ちいい。

　温泉のお湯が家のお湯とぜんぜん違うんだってことを初めて知った。

　浸かってるとめちゃくちゃ分かる。

　温泉の方はちょっとピリピリする感じがあって、あー身体に効いてるんだなってはっきり分かる。

　本当ならやっぱり、リョウマと一緒に浸かって夜空を見たら、もっと楽しいんだろうなとは思ってしまうけど。

　あたしはわりと長く、おそらくは一時間近くお湯を楽しんでから、部屋の中に入って身体を拭いた。

　新しい下着に着替えて浴衣を装備し、洗面台の前で長く伸びた髪を乾かす。

「ふいー、いいお湯でした」

　そんな感想をつぶやきながら和室へ戻ると、リョウマはすでに眠ってしまっていた。

　すうすうぐうぐうと、かわいらしい寝息が聴こえてくる。

　しまった、さすがに待たせすぎたか。

　どうやら、夜のドキドキ展開はなさそうだ。

　残念に思う自分と、ほっとしている自分とがいて、戸惑う。

　部屋の真ん中には仲居さんが敷いてくれた、ふかふかの布団がある。

　あたしはリョウマの身体をそちらへ引っ張っていって寝かせ、自分も同じ布団に入った。

　二人分敷いてもらってるのにもったいない気もしたが、今のあたしにとってはリョウマとくっついてられるってことの方がはるかに大事だったのだ。

　いつものリョウマとは違う、石けんの匂い。

　たぶん、あたしの身体からもまったく同じ匂いがただよっているんだろう。

　温泉に入ったぽかぽかが消えないうちに、目を閉じて眠った。

　横にいる男の身体に、後ろから手を回すようにして。




　翌朝、ほとんど同じタイミングであたしたちは目を覚ました。

　いや、どっちかが身体を動かして、それでもう片方も起きちゃったというだけかもしれないけど。

　同じ布団で眠った後に、顔を合わせるのは思ったよりも恥ずかしかった。

「……お、おはよう」

　黙っていても仕方ないので、あたしの方から朝のあいさつをする。

「……ん、おはよう。俺、いつの間にか先に寝ちゃってたよね？　ごめんね」

「ぜんぜん、いいよ」

「なんか、朝からお互い浴衣ってちょっと照れるな」

　それを聞いて、あたしは慌てて自分の乱れた浴衣を整えた。

　布団でぐっすり眠れば着崩れるのが普通なのに、なんでわざわざそんなところを突っこんでくるんだ、この男は。

　リョウマも自分の発言が恥ずかしいものと悟ったのか、浴衣の前を閉じて帯をキュッと締め直した。

「いい朝だね」とリョウマが言う。

「うん、いい朝だ」とあたしが返す。

　あたしたちはしばらくして運ばれてきた朝食を食べ、美味うまい美味いと言い合い、それぞれ部屋の露天にもう一回ずつ入り、チェックアウトの時間まで布団でごろごろした。

「チェックアウトしたら、修善寺の駅に向かう感じでよい？　そんで、どっか西の方行こうよ」、とあたしは提案した。

「あ、待った。その前に寄りたいとこあるんだけど」

「うん、いいよ。どこ？」

「旅館出て、北の方に灯台があるんだ。そこに行ってみたい。昔から灯台って好きなんだけど、俺、映画やテレビでしか見たことなくてさ。本物を見て、ちょっとデッサンとかもしてみたいな」

「いいと思う。行こう行こう」

　あたしは本心から、いいアイディアだなと思った。

　あたしたちの時間はまだまだ続いていく。

　リョウマは本当に、絵描きとかデザイナーになるのかもしれない。

　この旅行がそれにとってもプラスの作用を及ぼすなら、単純にいいことだ。

「そろそろ時間か」

　名残惜しそうにリョウマがつぶやく。

　あたしたちは荷物をまとめ、簡単に部屋を片付けて、ロビーへ向かった。

「昨夜はよく眠れましたか」と仲居さんが笑顔で訊いてくる。

「はい。おかげさまでたっぷりぐっすりです！　温泉も料理も最高でした！」

「それはよかったです。お二人はこの後、お帰りですか？」

「いえ、ちょっと行きたい場所があって。灯台なんですけど」

「このあたりの灯台というと、北の灯台ですか？」

「あ、はい。そこです」

「そうですか……」

　ちょっと待っててくださいね、と言って、仲居さんは受付に歩いていった。

　中にいる年配の男性と何かを相談している。

「あたし、なんかおかしなこと言ったかな」

「いや、普通の会話だったと思うけど」

　ちょっとだけ不安になってるあたしたちのところに、仲居さんが急ぎ足で戻ってくる。

「あのね、もしよろしければなんですけど、あちらの者に近くまでお送りさせていただくというのはどうでしょう？」

「えっ。それは、車を出してもらえるってことですか？」

　仲居さんの言っていることが分からず、あたしは質問で返した。

「はい。灯台までは適当なバスもないですし、歩けば二時間近くかかってしまいます。タクシーを呼ぶことはもちろんできますが、どうせだったら無料で行ける方がよいだろうと思いまして」

「すごく、ありがたいお話ですけど、いいんですか？　その、お仕事とか」

「彼はちょうど仕事をあがるところで、しかも家がそちらの方にあるんです。灯台にちょっと寄るくらい、大した負担になりませんから、ご遠慮はなさらないでください」

　リョウマの顔を見ると、せっかくだからお世話になろう、と言ってくれた。

「それじゃあ、お願いします」

　そう言って、あたしたちは頭を下げた。

　会計をしてチェックアウトを済ませ、表に出ると、すでに受付の男性が車を回してくれていた。

「最高のお部屋とお風呂でした！　ありがとうございました!!」

　お世話してくれた仲居さんにお礼を言って、あたしたちは車に乗りこんだ。

　運転席にすわっている男性に、よろしくお願いしますとリョウマが声をかけた。

「お二人は、灯台に行ったあとは駅に向かわれるんですか？」

　仕事が終わっても、受付の人はあたしたちへの敬語をくずさなかった。

「はい。修善寺駅に向かって、そこから西の方へ行こうかなって」

「修善寺に向かうバス停までは、灯台から五キロくらいありますけど、だいじょうぶですか？」

「はい、ゆっくり歩きます。急ぐ旅でもないので」

　男性がそうですかと言って、会話は終わった。

　あたしたちの事情について、それ以上深く尋ねたりはしてこなかった。

　白いワゴン車が走っていく。

　たぶん六人乗りの車で、休日とかには奥さんとか子どもとかお孫さんを乗せて運転してるのかもなあ、とあたしは想像する。

　緑に囲まれた土地を駆けていく。

　と、不意に、後ろから黒い車が来ていることに気付いた。

　あたしたちを追い越そうとするような様子はなく、一定の距離でついてきてる感じ。

　なんとなく、気持ち悪い。

　リョウマと雑談しているうちに、車は灯台に着いた。

「このへんで止めていいですか？」と男性が訊いてくる。

「はい、わざわざありがとうございました」、リョウマと声をそろえるようにしてお礼を言った。

「今日はずっと晴れてるみたいだから傘はいらないですね。あと灯台のそばは、柵のない崖になってるので、すべったり転んだりしないよう、気を付けてくださいね」

「分かりました」

　車から降りて、もう一度受付の人に向かって頭を下げた。

　そのまま彼は去って、あたしとリョウマの二人だけになる。

「灯台、でかいね！」

　あたしは見たまんまの感想を口にした。

　リョウマとあたしのいるところからまだだいぶ遠くにあるのに、高さと太さがはっきり伝わってくる。

「カッコいいなあ」とリョウマが言った。

「あんまピンと来ないんだけど」

「え、そう？　なんか変形して巨大ロボになりそうな雰囲気あるじゃん。カッコいいよ」

　このあたり、リョウマの感性はよく分からない。

　でも、絵描きとかデザイナーを目指すなら、どこか人と違った感性を持っているっていうのも武器になるのかもしれないと思った。

　あたしたちが見ている灯台は、力強く天に向かって伸びている。

　つやめいた白が、空の青さに似合っている。

　途中には偵察用なのか脱出用なのか知らないけど、一定の間隔で窓がつけられている。

　てっぺんのところには、小さなお城みたいな部屋がついていてかわいらしい。

「中とか入れるのかな」と訊きいてみる。

「どうかな。とりあえず、もっと近くまで行ってみよう」

　そうしてあたしたちが歩き出した瞬間、低くうなるようなエンジン音を上げて、黒い車が走ってきた。

　スピード出しすぎ。

　ってゆーか。

　減速する気がない？

「リョウマ！　よけて!!」

　あたしはリョウマの身体を突き飛ばすようにして、横へ跳ねた。

　走ってきた車は、ちょうどあたしたちが立っていた位置に止まっている。

　あれ、これ、立ったままだったら轢ひかれて死んでるパターン？

　嫌な汗が背中を伝う。

　さっきまでの暑さは消えて、今はただひたすらに寒い。

　リョウマの手をにぎってみる。

　真冬のガラスみたいに冷たい。

　あたしもリョウマも、きっとこの状況を理解している。

　絶望的な、状況を。

　黒塗りの車から、三人の男が下りてきた。

　あたしは、その全員に見覚えがあった。

　赤と青のアロハシャツを着た二人は、昨日恋人岬で見かけた連中だ。

　くそっ、あの時に怪しいって思えればよかったのに。

　あいつらはあたしとリョウマをじろじろ見て、小声で話し合ってた。

　追ってきた連中だってことくらい、想像力を働かせれば分かったはずなんだ。

　あたしは、自分の油断とバカさを悔やんだ。

　それからもうひとり。

　こっちはもっとくっきり、顔立ちまで鮮明に覚えてる。

　東京のスナックにいたヤクザ、杉本。

　真っ黒のスーツを着ているせいか、前よりもヒゲが濃くなっているせいか、それともサングラスの下で光る眼めが吊つり上がっているからか。

　とんでもなく、威圧感がある。

　バトル漫画の修業後かなって思うくらい、このあいだよりずっとおっかなく見える。

　リョウマの手を握りながら、あれ、こいつ震えちゃってるじゃんと思ったけど違った。

　震えてるのは、あたしの方だ。

　足ががくがくして、歯の根がかちかちいってる。

　本当に怖い時、人間の身体がこんな反応するんだって初めて知った。

「やあっと、見つけたよお」

　最初に口を開いたのは杉本だった。

　赤シャツと青シャツはまさに舎弟って感じで、杉本より少し後ろに立っている。

「外国とまで行かなくても、西の方まで逃げられるだけで、探すのだいぶ面倒だったからなあ。伊豆らへんにいてくれて助かったよ。おかげで見つけられた」

「そっちの二人もあんたと同じご職業か」、虚勢を張るようにリョウマが言った。

「そうだよお。できた子分だ。おまえらの顔写真を出回らせてから、あっという間に見つけてくれた。赤いシャツ着た男はヤクザになる前は探偵やってたんだ。ガキ二人の足取り追って報告するとか、慣れたもんなわけよ」

　ゆっくりとした口調でしゃべりながら、杉本は煙草たばこに火を点つけた。

「杉本さん、すいませんでした」、突然、リョウマが頭を下げ謝罪した。

「全部、俺が悪いんです。初めて銃見て、浮かれちゃって」

「そっかあ。でも俺も大変だったんだよ？　あれ、取り引きに使う用の銃だったからさあ、このまま取り返せず失くしたってことになったら、相手は怒るし俺は偉い人たちに殺されちゃうところだよ」

「銃は返しますし。どんな仕事をやってでも、お詫わびのお金というか、慰謝料払います。だから、お願いします。助けてください」

　土下座をするリョウマの姿を見て、あたしはカッコいいなと思った。

　こいつは今、あたしのために頭を下げてくれてる。

　自分がどうなってもいいって気持ちで、杉本と交渉をしている。

　なんて、素敵な彼氏なんだろうね。

「卯うつ木ぎリョウマくん、おまえはまあ、助けてやんないこともないよ」

「えっ」、予想してなかった答えが返ってきたというようにリョウマが顔を上げた。

「おまえは俺の銃パクって逃げたってだけだからなあ。どうすっかなあ。五千万円、払える？」

「……今は、払えないです」

「じゃあ、ウチの組入ってもらうかなあ。とりあえず、なんらかの仕事回してやるから、それで金払うなら命は助けてやるよ。どうだい」

「……やらせて、もらいます」

　少し沈黙をはさんだ後、絞り出すような声でリョウマは言った。

　でもあたしは、杉本がずっとにやにや笑っているのを見逃さなかった。

　杉本はずっと、「おまえは」という言い方をしている。

　──だったら。

「でも佐さ島しまルイには死んでもらうよ」

　こともなげに、杉本はそう口にした。

　リョウマはあっけに取られたって顔で、杉本を見つめている。

　まあ、そうだよね。

　あたしはヤクザの世界のルールや道義に詳しいわけじゃないけど、男を売る稼業やってるのに、女子高生に銃で撃たれましたっていうんじゃカッコつかないってことくらい、分かる。

「いやあ、撃たれたのが肩でまだよかったなあ。もうちょっと下にずれてたら、俺今生きてないよお」

　杉本がこちらを見てくる。

　あたしはかすかに、視線をそらしてしまった。

「医者の話じゃあ弾丸は綺き麗れいに抜けてるってことだけど、痛えし、しばらく右腕はつかえねえ。困った困った。これじゃあ、金も稼げやしねえ。調べさせてもらったよお、佐島ルイ。親父おやじさん、大学教授やってるんだねえ。たんまり儲もうけてそうな家に住んでる。だから俺、最初はてめえの家から金とることも考えたのさあ」

　しゃべりながら、杉本はこちらへじりじりと近寄ってくる。

　迫力で動けない。

　あたしも、リョウマも。

「けど俺がすっきりできねえよ、それじゃ。金もらって全部許しますってのはなあ、今回ちょっと難しいわなあ。だからさあ、佐島ルイちゃん、あんたの方には死んでもらおう」

　杉本がふところに手を入れたその瞬間──

「走るぞ、ルイっ!!」

　リョウマが大声で吼ほえた。

　それであたしも頬ほおをはたかれたかのように、パチンと意識をはっきりさせ、駆け出す。

　ああクソ、場所が最悪だ。

　灯台の周りにはまったく人がいない。

　大声を出しても届かない。

　あたしたちは奥に奥に追い詰められていく。

　杉本はゆっくりと。

　けれど赤シャツと青シャツは全力であたしたちを追ってくる。

　連中に慌てた様子はない。

　そりゃそうだ、こっちにはそもそも逃げ場がないんだから。

「ルイ、灯台の裏に回るよ」

「分かった」

　すでに太ももはパンパン。

　これ以上全力で走るのはちょっとつらい。

　あたしたちは灯台の裏で、陰になっているところへ身を潜めた。

　そこへ、左の方からバタバタと走ってくる音が聴こえる。

　あたしたちのいる場所はガラクタ置き場みたいになっていて、いろんなものが転がっていた。

　使われていない洗濯機とか、ボロボロになった布団とか、わけの分からない機材とか、それと、鉄パイプとか。

　リョウマが鉄パイプを握り、野球のバッターのようなポーズをとる。

　ちょうどそこを目指すようにして、赤シャツが走りこんでくる。

　姿を見た瞬間、ちょうどカウンターになる形で、リョウマは思いっきり鉄パイプをスイングした。

　直撃。

　赤シャツは頭部に全力の打撃を喰くらって倒れた。

　けど、そのすぐ後ろに。

「リョウマ！　もうひとりも来てる!!」

　ちょうど、時間差で攻撃される形になってしまった。

　鉄パイプを振り切ったところへ青シャツが襲ってきて、リョウマはマウントポジションをとられてしまう。

　そのままの体勢で、何度も殴られる。

「離れろおおおおっ！」

　あたしは相手の顔面に回し蹴りを叩たたきこんで、それから引っぺがそうとしたけど、ぜんぜん動かない。

　体格差がありすぎる。

　逆に、相手に襟首をつかまれて、思い切り遠くへ放り投げられた。

「あうっ！」

　背中から地面に落ちるような格好になったが、大きいリュックがクッションになって守ってくれた。

　リュック。

　そうだ、リュックの中には、あれがある。

　もう少しだけ、我慢してね。

　ガードの隙間から何度も顔や頭を殴られているリョウマを見て、あたしは逆に冷静になった。

　赤シャツの方はリョウマが倒してくれた。

　だったら今度は、あたしが助ける番だ。

　前と違って、手が震えるようなこともなかった。

　あたしは可能な限り静かに、音がしないよう静かに。

　撃鉄を起こしてから青シャツの背後に回る。

　はあ、はあ。

　周囲から音が消え、自分の呼吸音だけが聴こえる。

　あたしは銃を構え、青シャツのふくらはぎに銃口を近づけ、きっちりトリガーを引いた。

　やっぱり、銃声は好きになれないな。

　青シャツが悲鳴を上げる。

　状況を理解してか、リョウマもその瞬間に全力で青シャツを跳ね飛ばした。

「ありがと、ルイ」

「いえいえ」

　こんな時なのに、あたしたちはお互いの顔を見ると、にへら、と笑ってしまう。

　ああ、寄り道はもう十分だ。

　ねえ、リョウマ。

　こいつらを全員片付けたら、グアムに行こう。

　あたしたちのことを誰も知らない土地へ行こう。

　もらったパンフレットで知ったんだけど、グアムにも恋人岬があるんだって。

　そっちも行ってみたいじゃん。

　それで、現地で働いて暮らそう。

　できればあたしはダンスで稼ぎたいけど、アルバイトでもなんでもやるし。

　リョウマの夢だって応援する。

　二人で働いて、少し余裕が出たらリョウマ母も呼んで、三人で暮らそう。

　なんとなく、いい予感がするんだよ。

　リョウマと一緒だったら、この世界のこと、ちょっとは好きになれると思うんだ。

　あのどうしようもない退屈とか虚むなしさは消えて、ひたすら楽しいことに囲まれて毎日過ごしていけるんじゃないかって思う。

　つらいこともあるだろうけど、家に帰ってリョウマの顔見たら、大抵のことは吹っ飛んでくよ。

　そうやって、一緒に生きていきたいな。

　あんたと一緒に生きていきたいよ。




　パアンと、乾いた銃声が響く。

　さっきあたしがトリガーを引いた時と同じような音。

　でも、撃ったのはあたしじゃない。

　杉本が静かに、あたしたちのそばまで来ていた。

　その左腕が、こちらに向かって真っすぐ伸びている。

　──銃を握った左腕。

　どさっと、人間の倒れる音がした。

「リョウマああああああああああっ!!」

　それは絶叫だったのか、それとも彼氏に対する呼びかけだったのか。

　分からない。

　確かなのは、リョウマが右のわき腹から出血しているってことだけ。

　撃たれた。

　撃たれてしまった。

　これ、どれくらいの傷？

　医者に診せれば助かる？

　今あたしにできる応急処置はある？

　血が流れていく。

　うめき声が聴こえる。

　あたしの方がパニックを起こしてしまいそうだ。

　逃げたい逃げたい逃げたい逃げたい。

　不安を抑えこもうとする。

　ああ、脳の血管が焼き切れてしまいそうだ。

　それでも、あたしはその場に留とどまる。

　リョウマを見捨てたら、あたしはもうあたしじゃなくなってしまうから。

　杉本が銃を下げた。

　身構えていたあたしは、逆に警戒してしまう。

「俺ぁ決めてたんだよ」

　銃をしまいながら、杉本がぼそりとつぶやく。

「チャカぶっ放して、一発で殺してもぜんぜん面白くねえなって。だって、俺は肩を撃たれてるんだぜ。めちゃくちゃ痛いんだよお、これ。右手の指にマヒが残る可能性もあるっていうし。俺は心配だよ。だからさ、佐島ルイ。おまえはちゃんと、俺がこの手で殺してやる。殴って苦しませて、殺すのはそれからだよ。ゆっくり、ゆっくりね」

　杉本が一歩一歩、重さを感じさせる足取りでこちらへ近づいてくる。

　落ち着け、あたし。

　この状況はむしろラッキーなんだ。

　杉本が銃を使ったら、１００％あたしは殺されてた。

　でも、なんかの気まぐれで、相手は銃をしまった状態でこちらへ近づいてきている。

　ギリギリまで引きつけて、カウンターを入れる。

　まともに戦って勝てるとは思わないけど、油断してるところへの不意打ちならなんとかなるかもしれない。

「おー、逃げねえのか。彼氏を見捨ててはいけないってところか？　偉いじゃねえの」

「た、助けてください。ごめんなさい。なんでもするから許してください」

　それは、あたしにできる精一杯の演技。

　リョウマと自分を助けるためなら、嘘うその命乞いくらいいくらでもやってやるよ。

「かっかっか！　いいねえ、俺を殺そうとした女が今、すがりつくように命乞いしてやがる!!　気分いいなあ。でも、ダメだあ。おまえさんはちっと、ヤクザってのを舐なめすぎたなあ」

「そんな……」

「こっちもプロだからさあ、いろいろ拷問知ってるんだよお。三十分後に、おまえさんがどんな顔でどんな悲鳴を上げるのか、想像すると愉快だねえ」

　ちくしょう、このクソ野郎。

　だけどまあ、演技をした甲斐かいはあったかな。

　杉本の目に、あたしはおびえて無力な子猫ちゃんくらいにしか映ってないんだろう。

　両手をポケットに突っこんだまま歩いてくる、隙だらけだ。

　あと十歩。

　あと五歩。

　三歩。

　二歩。

　そして、一歩。

「あああああああっ!!」

　腰が抜けて立てないフリをしていたあたしは、杉本の動きに合わせて起き上がり、そのまま相手のあごに全力のハイキックを叩きこむ。

　格闘経験はないけど、それなりにダンスの経験は積んでるんだよね。

　右足の付け根から下を、鞭むちのようにしならせて、完璧な打撃を放つ。

　──当たった。

　あたしの蹴りは、見事に杉本のあごに炸さく裂れつしていた。

　マジか。

　ここまで完璧に決まるとは想像しておらず、あたしの方が面食らってしまった。

　固くなっていた身体に熱がともる。

　追撃、しないと。

　あたしは猛ダッシュで杉本に接近し、そのままみぞおちの辺りに前蹴りを叩きこんだ。

　いい感じだ。

　これで、あとは地面に倒してしまえば。

　そう思って右こぶしを突き出した瞬間、腕をキャッチされた。

　ピクリとも動かせない。

　万力みたいな力だ。

「あー、痛いてえ。そっかあ、カウンター狙ってたのかあ。やっぱふてぶてしいガキだなあ、佐島ルイ。でもいいよお。余計、いたぶってやるのが楽しみになった。このあごのダメージの分も、きっちりおまえの身体に教えこんでやるからよお」

　台詞せりふを言い終わるかどうかのタイミングで、杉本があたしの腕をひねった。

　手加減なんかみじんも感じられない、成人男性の本気の筋力。

　あたしは身体ごとねじられるようにして、背中から地面へ落ちた。

「うあっ……！」

　演技じゃない、マジの悲鳴が出た。

　ヤバいな、痛いな。

　背中の方じゃない。

　ひねられた腕の方、ひじか肩か分かんないけど、どっかが脱臼したみたいに熱くなって痛い。

　距離をとろうとしたけれど、すぐに杉本が詰めてくる。

　さっきよりもずっと早く。

　殺される、と瞬間的に感じた。

　まともに動く左手の方で、ポケットに入れておいた拳銃を──

　──取り出すと同時に、蹴り飛ばされた。

　カランコロンと音を立てながら、コンクリートの上を転がっていく。

「二度も撃たれちゃ、たまんないよお」

　右肩をかばうようにして、残った左手で杉本がパンチを放ってくる。

　それほど力は入れていないように見える。

　なのに、一発一発がとんでもなく重いし痛い。

　あたしはガードするのに必死で、反撃なんてまったくできやしない。

　そうこうしているうちに、後ろへ後ろへ追い詰められていく。

　崖だ。

　あとちょっと下がれば、あたしはそこから真っ逆さま。

　ずいぶん高いな。

　真下にはごつごつした岩場があって、そこへ落ちれば弾けたトマトのように真っ赤な血を吹き出すことになるんだろう。

　ここまで、かな。

　杉本のキックやパンチをどうにか防いでる両腕もしびれてきて、あと何秒かであたしは直撃を喰くらうだろう。

　そうしたら立ってられないだろうし、かといって背後にあるのは海と崖。逃げることすらできやしない。

　攻撃を避けたり逃げたりしているうちに、自分がいる位置もよく分からなくなってしまった。

　リョウマが倒れてるのはどこだっけ。

　見当たらない。

　あー、どうにかリョウマだけでも助かってくれないかな。

　今すぐ救急車とか来てくれれば、間に合いそうな気もするんだけどな。

　伝えたいことはまだまだたくさんあったけど、まあ仕方ない。

　重要な言葉ベスト10は全部言ってあるはずだし、たぶん。

　好きとか、大事とか、楽しいとか、愛してるとか。

　前向きで明るいプラスの感情。

　リョウマ、教えてくれてありがとうね。

　あんたが来てくれなかったら、あたしはあの教室で退屈な作り笑いを浮かべながら、世界のつまらなさに対してぶつくさ文句を言ってるだけだったよ。

　リョウマは、あたしの奇跡だ。

　出会って、話して、つきあって。

　あんたと過ごしている時間、あたしにとって、セカイは悪いものじゃなかったよ。

　ありがとね、リョウマ。

　あたしはじりじりと後ろに下がる。

　そのまま落ちるつもりで後ろに下がる。

　杉本に取っ捕まったら、どんなことをされるか分かんないしね。

　拷問とか受けるくらいなら、崖下に転落して楽に死んだ方がマシ。

　あー悔しい。

　もうちょっと、リョウマとの時間、欲しかったな。




　そう思った瞬間、もう聴きなれた、パンッと乾いた音がした。

　あたしは自分が撃たれたんだと思った。

　でも、杉本は銃を構えていない。

　それどころか、太もものあたりを押さえて苦しんでいる。

　杉本が倒れる。

　その背後に──銃を手にしたリョウマが立っていた。

　さっき杉本に蹴り飛ばされた銃が、しっかりリョウマの手に握られている。

「リョウマ！」

　思わずあたしは叫ぶ。

　何も考えずに、ただ彼の名前を。

「……お待たせ、ルイ。怖い思い、させちゃったな……」

　彼は明るく元気そうに笑う。

　そのせいで、忘れそうになった。

　わき腹に、銃弾を喰らってるんだってことを。

　カクンと、リョウマが崩れ落ちそうになる。

「危ないっ！」

「だいじょぶだいじょぶ。へへっ、間に合ってよかった。大事な彼女を守れる彼氏で、よかったよ」

「そんなこと言ってる場合じゃないし……今、救急車呼ぶからっ！」

「や、それよりこっちのおっさん、なんとかしないと」

　杉本は太ももから血を流して、それでも仁王立ちになってリョウマをにらんでいる。

「卯木いいいいいいっ！　このクソガキがあっ！　そこにいろや……今すぐ殺す……」

　そう言って杉本は、バランスを崩しながらふところに手を入れた。

　自分の銃を出すつもりだ。

「させないよ」

　静かな、けれど深い声でリョウマはつぶやき、杉本の腰にタックルを喰らわせた。

　そのまま、杉本が持っていた銃を奪い、遠くへ放り投げる。

　はあ、はあと、リョウマの荒い息遣いがこちらにまで聴こえてくるようだ。

　当たり前だ。

　わき腹を銃で撃たれてるのに、立って動いてる方が奇跡みたいなもんなんだから。

「もうやめよう、リョウマ。このまま逃げよう。今だったら平気だよ。すぐに警察も、救急車も来る。東京に戻されるだろうけど、あたしはそれでいい」

「……ダメだよ、ルイ。この人、生かしておいたら、俺も、ルイもずっとおびえて暮らさないといけなくなる。ヤクザの人はさ、プライドを傷つけたやつに対しては、厳しいし、何よりしつこいよ。俺たちだけじゃなく、家族もなんかされるかも」

　リョウマ母の顔を思い出した。

　あの人がひどい目にあうところなんか、想像したくない。

「だから、俺がここで終わらせるんだ。全部持ってくよ。ルイのしんどさも、退屈も、怒りも、不安も。全部俺が片付けるからさ」

「何、言ってんだよ」

　杉本もリョウマも地面に倒れて、フラフラの状態だ。

　でも、リョウマの方がわずかに動くのが早かった。

　リョウマは左腕を杉本の首に回し、そして──

　──右手に握った拳銃の銃口を、こめかみに当てていた。

　杉本は必死に暴れている。

　何もしないでも、そのまま二人で海に落ちてしまいそうな位置でもみ合いしている。

「この人は、ちゃんと俺が終わらすよ。だから、ルイ、あとのことは頼むね」

「あとのこと？　あとになんて、なんも残らないよ！　リョウマがいない世界でやることなんて、何もないじゃないか!?」

「ルイはね、幸せになれるよ」

　リョウマが笑った。

　適当にその場をやり過ごすための作り笑いなんかじゃない。

　心の底から、あたしが生きてることを喜んでいるような笑顔だ。

「想像してみて。ルイはね、これからたくさん友だちを作るんだ。きっと、これまでより気を許せて、趣味の話ができて、最高に楽しい親友を見つけられる。それで、進学もするんだ。大学に行くのか専門学校に行くのかは分かんない。そこでダンスをやるの。俺はちゃんと分かってるよ、ルイのダンスがどれくらい凄すごいかって。そのへんのプロより上手うまい。ちゃんとした指導受けたら、ぐんぐん伸びる。お金も稼げるようになる。それで……いい感じの彼氏だって、見つかると思う」

「……ふざけんな。ふざけんなふざけんな！　あんたの彼女はあたしで、あたしの彼氏はあんただろ！　何これで終わりみたいなこと言ってんだよ！　責任とれよ！　百歳になるまで一緒にいようとか言えよっ!!」

「ルイ、幸せになってね」

「だからっ……」

「俺、ルイと出会ってからの時間、全部がまぶしかったよ。まるでさ、カラフルな飴あめ細工みたいな時間だった。この世界が本当は灰色なんだってこと、忘れちゃいそうだった」

　あたしもだよ。

　あたしだってあんたと出会って、この世界にたくさんの色を見つけたんだ。

　そう言いたいのに、涙があふれてしまって、声にならない。

「あ、そうだ。最後に一個、謝っとかないと」

　とぼけた調子でリョウマが言った。

「恋人岬が《世界の最深部》って話、あれ嘘うそ。俺が適当にでっちあげただけなんだ、ごめんね」

　いいよ、そんなの。

　あたしはあんたと岬に行けて楽しかった。

　それで充分じゃん。

「あのね、ルイ」

　リョウマが顔を上げた。

　あたしを見た。

　これまでになく、強く儚はかない目で。

「俺にとっての《世界の最深部》は、ずっとルイだったよ」

　世界がスローモーションになった。

　リョウマの右手の人さし指が、ゆっくりと銃のトリガーを押しこんでいく。

　ねえ、リョウマ。

　あたしたちは贅ぜい沢たくだったのかな。

　もしもあの東京で出会って、二人でおとなしく暮らしてたら、それは幸せだったのかな？

　あたし、そうじゃないと思うよ。

　きっとね、あたしたちがいくらお互いを大事に思ってても、さぼっちゃダメなんだ。

　生きることをさぼっちゃダメなんだ。

　だからあたしは、銃を撃ったことも、旅をしたことも後悔してない。

　あんたはあたしに幸せになれって言ったけど、そうじゃないから。

　あたしはね。

　ずっとずっと、幸せの中で生きてたんだよ。

　おんなじだよ、あんたと。

　──卯木リョウマが、あたしの《世界の最深部》でした。







　音が鳴った。

　乾いていて、けれど大きな大きな音だ。

　花火が炸さく裂れつする瞬間にも似ている。

　その音が響いて、灯台から一斉に鳥たちが飛び立った。

　大きなものが崖から落ちたように見えたが、鳥の羽音にかき消された。

　鳥の向かう先には、すべてを呑のみこむような太陽と青空が広がっていた。
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　人生ではリズムが一番大事だ。

　あたしは最近、そんな風に結論づけている。

　ダンスはずいぶん上手うまくなってきた。

　プロとしてお金を稼ぐにはまだまだだけど、大会に出たり駅前で踊ったりして結構な観客を沸かせることはできるようになったはず。

　生きるのもまあ、前ほどは苦しくない。

　朝起きて、家族におはようって言って、大学でなんとなく授業受けて、ダンスサークルに行って、飲み会にちょっと顔を出してみたりしつつ、口説かれたら適当にかわす。

　両親とは今だってぜんぜん仲良くない。

　ぜんぜん仲良くないけど、前みたいに敵だって思わないで、ちょっとあいさつするようにしただけで、家の居心地はかなりマシになった。

　ダンスのリズム。

　日常のリズム。

　そういったものをだいぶ掴つかめるようになった。

　タン、タン、タン。

　タン、タン、タタタン。

　一定の間隔で。

　自分もみんなも気持ちよくする感じで。




　──あの夏から三年が経たった。

　銃声が鳴り響いた後、あたしはすぐさま救急隊や警察やらに連絡を入れた。

　いろいろな人たちがいろいろなことをわめいていたけど、あたしの記憶はあいまいだ。

　事件は淡々と処理されていく、みんなが無表情のままそれぞれの仕事をこなしていく。

　ヤクザの死体は翌日海岸に上がったらしい。

　けど、リョウマの方は見つからなかった。

　めちゃくちゃ遠くに流されたのか、海の底にしずんでいったのか知らないが、死体は上がらず、しばらくして捜査も打ち切られた。

　あたしは泣かなかった。

　泣けなかった、って言う方が正確かも。

　遺書もなければ死体もないし、単に雲みたいに消えちゃったな、っていうだけで、リョウマが死んだなんていう実感はまったく湧いてこなかった。

　葬式の時、リョウマ母がめっちゃ泣いてるのに、あたしはその横にぼけーっとすわってるだけで申し訳なかったな。

　せめてリョウマ母の手くらいは握ってあげてもよかった。

　警察には根掘り葉掘り、何があったのかを聴かれ、何があったのか正直に答えたけど、結局あたしはおとがめなしで終わった。

　理由はよく分からない。

　銃が海に呑まれてしまっていたからなのか、ヤクザと警察のあいだで何かやり取りがあったのか。

　なんにしてもあたしは即座に日常へと連れ戻された。

　それまでと同じ学校。

　それまでと同じクラスメート。

　それまでと同じ、セカイ。

　だけどあたしは、もうやさぐれるのを止やめた。

　ただシンプルに、子どもがパイロットに憧れるみたいに、一生懸命生きてみることにした。

　家で勉強する時にも具体的な目標を意識して、ダンスも独学じゃなく本格的に教えてくれる教室に通い始め、その授業料を払うためにイタリア料理店のホールのアルバイトも始めた。

　今、あたしは昔だったら考えられないような難関大学の教育学部に通いながら、ダンスを続けている。

　ヒップホップダンスの世界大会に出ること。

　そんでもって、ダンスで食べていけるような稼ぎを得ること。

　それが今の目標だ。

　このあいだの大会は惜しかったな。

　決勝で、あとほんのちょっと音楽に乗れてれば、世界大会に行けたはずなんだけど。

　もちろん、たまには不安になる。

　ずっと、ダンスで食ってくことなんてできないんじゃないか。

　上手くなれないまま、終わってしまうんじゃないか。

　悪魔のささやきみたいなのが聴こえてきて、怖くなる。

　それでもあたしが、ダンスを止めることはないだろう。

　あたしはあの日から、リョウマの分の夢も背負って生きているって感覚がある。

　リョウマが見せてくれた《世界の最深部》は、今だってあたしの胸の中でまぶしく赤く燃えている。

　この熱がある限り、あたしはセカイに絶望しない。

　今だって、セカイは退屈で狭量でくだらない場所だけど、リョウマとの時間を思い出すと、勇気が湧いてくるんだ。

　二人で過ごしたあの夏には、すべてが詰まっていた。

　決して長くはない時間だったけど、あたしたちは出会って、笑い合って、たくさん話をして、恋をして、世界で一番深いところを知った。

　だから退屈してなんかいられない。

　あたしはもう一度、最深部を見るために、全身全霊でセカイに立ち向かってみせる。

　ま、リョウマがいないのにそんなことできるかは、分かんないけどね。




　また夏が来た。

　セミの鳴く音も照り付ける太陽も好きだけど、踊ったあとに全身が汗でびっしょりになるのは勘弁してほしい。

　あたしは同じゼミの友だちと三人で、学食でサバミソ定食を食べながら、卒業したらどうするかについて、ぼんやりとした話をしていた。

　ひとりは英語の教師、もうひとりはゲーム会社への就職を目指すらしい。

　あたしはどうしようかな。

　や、これでも真面目に考えてはいるんだけど、絶対に教員になりたいとか、絶対あの会社に入りたいとか、そういう願望は別に持ってない。

　ただ、どこに行くにしても何をするにしても、あたしの生活の中でダンスが重要な意味を占めるのは確かだろうなって思えた。

　アマチュアでもプロでもなんでもいい。

　踊り続けてれば、道はどこかに繋つながるだろうと、そう信じられた。




　──不意に、学食へ備え付けられてるテレビの中に、知った顔を見たような気がした。




　今度デビューするアイドルのロゴをデザインしたチームが紹介されている。

　四十代くらいの男性がリーダーとして、今の気持ちとかロゴのコンセプトについて説明している。

　両脇に、四名の男性が立っている。

　若い人が多い、あたしと同じくらいに見える。

　そのうちのひとりの顔に馴な染じみがあった。

　髪がずいぶんと長くなっていて、一瞬別人かと思ったけど、目に宿っている光は何も変わっていない。

　大切に育てられた猫のような目をしている。

　目だけじゃない、まゆ毛も、鼻も、くちびるも。

　全部があたしの知っているパーツで構成されている。

　でも、テレビで紹介されている名前はあたしが聞いたこともないものだ。

　即座に、そのグループについてスマホで検索する。

　メンバーにひとり記憶喪失の青年が混じっている、という記述が目に飛びこんでくる。

　三年前に海でおぼれて、太平洋のだいぶ沖の方で漁船に助けられたが、身分証明書も記憶も全部失ってたという、なかなかに壮絶な情報が載っていた。

　画像検索すると、髪が短い頃の写真もあった。

　自分で描いたという風景画を手にして笑っている。

　あたしの、よく知っている笑顔だ。

　ガタンと、椅子を勢いよく引いてあたしは立ち上がった。

　先に行くわごめんと友だちに合図をし、サバミソが残ったトレイを片付けてから、駆け出す。

　検索で出てきたチームの事務所に電話をかけると、青年は今ちょうど事務所で作業をしているという。

　こちらの素性についてたずねてきたので、一言、「古い知り合いで、そいつにとっての運命の相手です」とだけ答えておいた。

　駅に行って新幹線の切符を買って、二時間ほど揺られる。

　ずっとそわそわしながら、あいつのことだけを考える。

　事務所のある最寄り駅に着いたが、そこからも車で三十分ほどかかるらしい。

　バイト代を無駄遣いしないでおいてよかった。

　あたしはそのままタクシーに乗って、向かう。




　着いたのは、なんの変哲もない雑居ビルだった。

　エレベーターで三階に上がり、ドアの前に立つ。

　デザイン事務所と、はっきり書いてある。

　あたしは、震えていた。

　ああ、怖いな。

　ひょっとしたら、ものすごく冷淡な態度をとられるかもしれない。

　おまえなんか知らない、すぐに帰れ、作業の邪魔だよ。

　言われる言葉を想像すると、おっかない。

　けど、あたしは絶対に引かないだろう。

　泣きたくなっても逃げたくなっても、それでも。

　あいつとまた会えるって希望の方が、はるかに強いことは確かなんだから。

　チャイムを鳴らし、中へ入った。

　ていねいに挨拶し、奥へ通してもらう。

　いた。

「こんにちは」とあたしは話しかける。

「こんにちは」と目の前の男性も返してくる。

　もともとのおまえを知ってる人らしいぞ、と受付の人が説明してくれた。

「え、本当ですか!?　すいません、俺の方は記憶をなくしてしまっていて……」

　そこまで言って、青年は言葉を止めた。

　止まってしまったという方が正しいのかもしれない。

　青年の眼めからは、涙があふれ続けていたから。

「俺は、あなたのことを知らない。顔も知らない。声も初めて聴いた。だけど、なんでだろう、涙が止まらない。あなたを見ていると、胸の奥が熱くなってくる。気持ち悪いね、俺。変だな、俺、知らないはずのあなたが、愛いとおしくてたまらない」

　それであたしはもう限界だった。

　泣き虫の男の子に飛びついて、全力で身体を抱きしめた。

「あたしはあんたに言わなきゃいけないことがあるんだ」

　泣くのをこらえながら、強気な声を出した。

「あんたの名前や記憶がどうだろうと、あたしのことを忘れていようと、そんなことは関係ない」

　涙でぐしゃぐしゃになってる顔をもっかい見つめて、あたしは自然な調子で、くちびるとくちびるを合わせた。

　周りの人たちがざわついてるけど、どうでもいい。

「ねえ、リョウマ。あたしにとっても、あんたが《世界の最深部》だよ」

　終わったはずの物語。

　途切れてしまった物語。

　だけどそれにはもう少し──




　──綺き麗れいな続きがあるらしい。



















Bulletsバレツツ








著　坂さか上がみ秋しゆう成せい

原作・監修　秋あき元もと 康やすし





角川スニーカー文庫





2022年12月28日　発行





ver.001





©Syusei Sakagami, Daisukerichard 2023

©YASUSHI AKIMOTO





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『Bullets』

2023年1月1日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/img-p105.jpg
R 114 M@ me to the Secret World






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一章　View from the Bridge



		第二章　Children's Toy



		第三章　Fly me to the Secret World



		第四章　Life is like a Bullet



		epilogue



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/titlepage.jpg
Bullets

Z IRERR
[R1E - Ef8 - ;AT R

BIAZ—H—XE

23482






item/image/img-p246.jpg
%N.\m%&m






item/image/img-p003.jpg
w1 View \@E& the m\\&%m






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/allcover-001.jpg
R, FIENSI VIR, IRSAXFET
BEWT v I TERETS.

FBERIC [T7)0y FOREMI GUES
). TONE PIECE novel LAW] ($E3521) .
MEBOPUR] (TEBEHRT) . /=5
BOLTUT LS E—] GFMXmEnex).
[KeyD#hisl [TYPE-MOOND#ES (2
) B,

152b 425 F v
TOQAELFN - RERHEOA 52 ML~
F—o 2016EEMIE, SLEICHBID
LEE=re) e,

BAE - B
1958FEEN, {FAR, RREMAFER
R DFNDE S BT 5 T4 —F 2
Y7 vE—] BESORRME v MEEE
O BEEAFRLSNIC D, FUE RSV 0HE,
CM. S~ LIS EBIR B, AN
ODBECUIBEAEONE - BT OFANT B,
2022F4F, HEEHERS,

AR-AIRE FARTYF Y=
PI-FYAD KT I

>
7
2
o
i
5
=
I
K

BNIR=—H—XE

sus

BADERITES EBILA FRRICOROPICHRAL LI
BOHOBE ZBUTW. :E\E%SED‘QBH?(BIZi&*‘P
DHBIBEF. TIT, lﬁU#ﬁ(iﬁ&LfCi’Tﬂﬁ*Ua’j?
EHRS, REFELTLIRRBRBRE[SLEDHS W,
BHWERMUBELIERLTLED S,

[ElEE. (#ROBREM) ZRTHLVAL] BOIEZER
BI2ENADDIEASTL D TOFFZATUND IS,
REDDOFABVERBIBTEBAU » L. Z3BR .

THZNE . $2AY 3 IVHE> TERERD—ETED.

X Y3, —#IC HEROBRM) ZRLICVI SN





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/img-p170.jpg
WRE Life is like a Bullet






item/image/kuchie-003.jpg
= L] °
® °
°
°
°
.

°
.
°
. .

.
° - .
® °





item/image/img-p057.jpg
w1148 Children’s Toy






